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海 大 第 ５ ０ ７ 号  

  令和７年１０月３日  

  厚生労働大臣 殿 

北海道大学総長  寳 金 清 博  

 

 

臨床研究中核病院の業務に関する報告について 

 

 

 標記について、医療法（昭和23 年法律第205 号）第12 条の４第１項の規定に基づき、令和６年度 

の業務に関して報告します。 

 

記 

 

１ 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒060-0808 北海道札幌市北区北8条西5丁目 

 氏   名  国立大学法人北海道大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

２ 名  称 

 国立大学法人北海道大学 北海道大学病院 

 

３ 所在の場所 

〒060-8648 

 北海道札幌市北区北14条西5丁目               電話(011)716－1161 

 

４ 区分 

□ 特定領域に係る臨床研究の実施の中核的な役割を担う臨床研究中核病院 

(注) 1 該当する場合は、□を■とすること。 

     2 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、

別添１にその旨の説明を記載すること。 

 

５ 診療科名 

(1) 標榜している診療科（内科） 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 消化器内科  2 循環器内科  3 血液内科  4 腫瘍内科 5 脳神経内科    

 診療実績 

呼吸器内科、腎臓内科、内分泌内科、代謝内科、感染症内科、アレルギー科及びリウマチ科 

については、他の診療科で医療を提供している。 

 

 

(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第６条の５の４第３項の規定により、他の診療

科で医療を提供している場合に記入すること。 



（様式第１０） 

 2 / 21 
 

(2) 標榜している診療科（外科） 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

1 消化器外科  2 循環器外科 3 呼吸器外科 4 乳腺外科  5 小児外科  6 形成外科 

 

 診療実績 

腎臓外科、血管外科、内分泌外科については他の診療科で医療を提供している。 

 

 

(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第６条の５の４第３項の規定により、他の診療

科で医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3) その他の標榜していることが求められる診療科名 

○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科  

7産婦人科  ○8 産科    ○9 婦人科  ○10 眼科     ○11 耳鼻咽喉科  ○12 放射線科 

 ○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4) 歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1 小児歯科  2 矯正歯科  3 歯科口腔外科              

(注) 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名について

記入すること。 

 

(5) (1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

1 リハビリテーション科 2 病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

６ 病床数 

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計 

40床 0床 0床 0床 854床 894床 
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７ 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者の員数 

(1) 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師の員数 

（令和７年４月１日現在） 

職  種 員数 合計員数（エフォート換算） 

医師  １３人  ９．８人 

歯科医師  ２人  ０．９人 

薬 剤 師          ９人     ８．４人 

看 護 師          ２１人     ２１．０人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「員数」の欄には、整数で算出して記入すること。 「合計員数（エフォート換算）」の欄に

は、当該病院の臨床研究に携わる従事者が当該業務に必要とする時間が年間の全勤務時間に占

める割合を表した数値の合計を小数点以下２位を切り捨て、小数点以下１位まで算出して記入

すること。 

3 「臨床研究に携わる」とは、医療法施行規則第９条の 25 各号の規定に沿って、病院管理者が

整備する特定臨床研究を適正に実施するための各種体制に関わる業務を行っていることを指

す。なお、算定した者については、様式１別紙及び別添１に詳細を記載すること。 

 

(2) 臨床研究に携わるその他の従業者の員数 

（令和７年４月１日現在） 

職  種 
員数 

合計員数 

（エフォート換算） 

専従の臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関す

る相当の経験及び識見を有する者 
３５人 ２８．０人 

専従の臨床研究に関するデータの管理に関する相当

の経験及び識見を有する者 
６人 ４．８人 

（任意）臨床研究実施に係るデータベース構築に必要

な業務を行う者 
４人 ２．６人 

専任の生物統計に関する相当の経験及び識見を有す

る者 
３人 ２．２人 

専従の薬事に関する審査に関する相当の経験及び識

見を有する者 
２人 １．６人 

（注）1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「員数」の欄には、整数で算出して記入すること。 「合計員数（エフォート換算）」の欄に

は、当該病院の臨床研究に携わる従事者が当該業務に必要とする時間が年間の全勤務時間に占

める割合を表した数値の合計を小数点以下２位を切り捨て、小数点以下１位まで算出して記入

すること。 

3 「専従」とは、常勤で雇用されている職員において、その就業時間の８割以上、非常勤の場

合はそれに相当する時間を該当業務に従事している場合をいうものであること。 

4 「専任」とは、常勤で雇用されている職員において、その就業時間の５割以上、非常勤の場

合はそれに相当する時間を該当業務に従事している場合をいうものであること。 

5 「臨床研究実施に係るデータベース構築に必要な業務を行う者」とは、Electric Data Capture 

(EDC)システムの作成やシステムのプログラムチェック等のデータベース構築等に必要な業務

を行う者であること。 
6  (2)のうち、「臨床研究実施に係るデータベース構築に必要な業務を行う者」以外の各項目

については、同一の者が兼任することはできないものとする。 

7 算定した者については、様式１別紙及び別添１に詳細を記載すること。 
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８ 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 南須原 康行 ） 任命年月日  令和７年４月１日 

専従医師ＧＲＭ：平成20年4月1日～令和7年3月31日 

医療安全管理委員会（旧リスクマネジメント委員会）委員：平成20年4月1日～令和7年3月31日 

医療安全管理部長：平成25年4月1日～令和7年3月31日 

医療安全管理責任者：平成28年10月1日～令和7年3月31日 

医療安全管理委員会委員長：令和 7 年 4 月１日～現在に至る 

 

９ 施設の構造設備 

施 設 名 床面積 主要構造 設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

1,072 m 2 

 

 

鉄骨鉄筋 

コンクリ

ート 

   病 床 数   11床  心  電  計  ○有 ・無 

   人工呼吸装置  ○有 ・無  心細動除去装置  ○有 ・無 

 そ の 他 の 救 急 蘇 生 装 置   ○有 ・無  ペースメーカー  ○有 ・無 

臨床検査室 検査の正確性を確保するための設備    ○有 ・無   

化学検査室    93 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）生化学自動分析装置   

細菌検査室   173 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）オートクレーブ 

病理検査室   799 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）切り出し台 

病理解剖室   208 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）剖検台 

研 究 室 2,031 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）安全キャビネット 

講 義 室    37 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   室数      1 室  収容定員          50 人 

図 書 室   136 m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   室数      3 室  蔵 書 数   1,680 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

    3  検査の正確性を確保するための設備については、国際標準化機構に定められた国際規格に基

づく技術能力の認定を受けていること等、その技術能力が国際的に認定されたと客観的に判

断できる外部評価がなされた場合に有とすること。また、外部評価がなされていることを証

明するために必要な書類を添付すること。 

   

10 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由並びに当該委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

 様式第７「安全管理のための体制」⑲のとおり。 

 ※様式第７「安全管理のための体制」⑲に記載する場合は、本様式には記載不要。
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臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者の員数 

 

 

１ 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師 

氏 名 所属・役職名 資 格 エフォート換算値 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構長 特任教授 
医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター 

センター長補佐 特任

講師 

医師 0.7 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター 品質管理

部門長／臨床研究開発

センター長 准教授 

医師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター研究企画推

進部門長・臨床研究安

全管理室長 特任講師 

医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット再生医療セ

ンター長 講師 

医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター信頼性保証

部門長 特任准教授 

医師 0.8 
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＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンター 特任

講師 

医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット先端診断技

術開発センター 特任

講師 

医師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター 早期臨床

試験支援部門長 特任

助教 

医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター 早期臨床

試験支援部門長 特任

助教 

医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター 臨床開発

推進部門 特任助教 

医師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究監

理センター長 教授 

医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター研究企画推

進部門  教授 

医師 0.1 
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＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究監

理センター 特任助教 

歯科医師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター研究企画推

進部門 准教授 

歯科医師 0.1 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター 

副センター長 教授 

薬剤師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター臨床開発推

進部門 特任講師 

薬剤師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター臨床開発推

進部門 特定専門職員 

薬剤師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門長 特任助教 

薬剤師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

薬剤師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

薬剤師 1.0 
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＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

薬剤師 1.0 

＊＊ 
北海道大学病院薬剤部 

薬剤師 
薬剤師 0.8 

＊＊ 
北海道大学病院薬剤部 

薬剤師 
薬剤師 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特任助教 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 
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＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 
北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究
看護師 1.0 
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開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター治験支援部

門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター早期臨床試

験支援部門 特定専門

職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター早期臨床試

験支援部門 特定専門

職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター臨床開発推

進部門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニット臨床研究開

発センター臨床開発推

進部門 特定専門職員 

看護師 1.0 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 特

定専門職員 

看護師 1.0 

（注）「資格」の欄には、「医師」、「歯科医師」、「薬剤師」、「看護師」のいずれかを記載するこ

と。 
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２ 臨床研究に携わるその他の従業者 

(1) 専従の臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関する相当の経験及び識見を有する者  

員数 
合計員数 

（エフォート換算） 

CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） １３人 １０．４人 

ﾓﾆﾀｰ ２人 １．６人 

PM（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/ｽﾀﾃﾞｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ） ９人 ７．２人 

研究調整員（治験・臨床研究調整業務担当者） ３人 ２．４人 

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗｲﾀｰ ０人 ０人 

研究倫理相談員 ７人 ５．６人 

臨床検査専門員（臨床研究に係る臨床検査の技術・品質

管理に携わる者） 
０人 ０．０人 

研究監査員（研究監査担当員） １人 ０．８人 

 

氏 名 所属・役職名 業務 区分 
過去の当該業務経験（過去に当該

業務に従事した期間） 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特任助教 

CRC 1 
3 年以上 

平成 19 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 22 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 22 年 7 月～現在 
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＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 26 年 5 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 24 年 3 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 25 年 1 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 29 年 11 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 27 年 5 月～現在 
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＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 31 年 1 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 

3 年以上 

平成 14 年 4 月～平成 20 年 3 月 

平成 30 年 7 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター早期臨床試

験支援部門 Phase

Ⅰ Unit 管理室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 21 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター早期臨床試

験支援部門 Phase

Ⅰ Unit 管理室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 21 年 10 月～現在 
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＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門サイトマネジ

メント室 

特定専門職員 

CRC 1 
3 年以上 

平成 30 年 8 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット・ユ

ニット臨床研究

開発センター品

質管理部門 

特定専門職員 

ﾓﾆﾀｰ 1 

3 年以上 

平成 24 年 5 月～平成 27 年 5 月 

平成 31 年 5 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター品質管理部

門 

特定専門職員 

ﾓﾆﾀｰ 1 

3年以上 

平成24年2月～令和4年8月 

令和5年5月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 
3年以上 

平成 26 年 10 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 
3年以上 

平成 24 年 10 月～現在 
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＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 
3年以上 

平成 26 年 5 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 
3年以上 

平成 30 年 11 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 
3 年以上 

平成 29 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 

3 年以上 

平成 26 年 3 月～令和 2 年 2 月 

令和 2 年 5 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 1 

3 年以上 

平成 27 年 10 月～平成 29 年 3 月 

令和 2 年 2 月～現在 
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＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門 

特定専門職員 

PM 2 
1年以上3年未満 

令和 4 年 5 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター臨床開発推

進部門  

特定専門職員 

PM 2 
1年以上3年未満 

令和 5 年 1 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門 

特定専門職員 

研究調整

員 
1 

3年以上 

平成19年4月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門 

特定専門職員 

研究調整

員 
1 

3年以上 

平成15年4月～平成22年3月 

平成22年5月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター治験支援部

門 

特定専門職員 

研究調整

員 
1 

3年以上 

平成24年5月～現在 
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＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

特定専門職員 

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

平成 19 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

特定専門職員 

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

平成 25 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

特定専門職員 

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

平成 30 年 8 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

特定専門職員 

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

平成29年5月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

特定専門職員 

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

平成30年1月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

特定専門職員 

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

令和元年5月～現在 

＊＊ 
北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

研究倫理

相談員 
1 

3年以上 

令和元年5月～令和6年4月 



（様式第１０ 別紙） 

 18 / 21 
 

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究監理セン

ター 

事務補佐員 

令和6年11月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院

医療・ヘルスサイ

エンス研究開発

機構プロモーシ

ョンユニット臨

床研究開発セン

ター信頼性保証

部門 

特任准教授 

研究監査

員 
1 

3年以上 

平成26年4月～現在 

（注）1 「業務」の欄には、「CRC」（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）、「ﾓﾆﾀｰ」、「PM」（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/ｽﾀ

ﾃﾞｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、「研究調整員」（治験・臨床研究調整業務担当者）、「ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗｲﾀｰ」、「研究

倫理相談員」、「臨床検査専門員」（臨床研究に係る臨床検査の技術・品質管理に携わる者）、

「研究監査員」（研究監査担当員）のいずれかを記載すること。 

2 「区分」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該支援業務の経験が３年以上の場合に、

２は、当該支援業務の経験が１年以上３年未満の場合に記載すること。 

3 「過去の当該業務経験」の欄には、当該業務の経験について「1 年以上 3 年未満」又は「3 年

以上」と記載し、当該業務に従事した具体的な期間についても記載すること。期間については、

和暦で記載すること。 
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(2) 専従の臨床研究に関するデータの管理に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した期間 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 

特定専門職員 

平成 24 年 9 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 

特定専門職員 

平成 26 年 10 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 

特定専門職員 

平成 25 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 

特定専門職員 

平成 25 年 9 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 

特定専門職員 

令和 2 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・

ヘルスサイエンス研究

開発機構プロモーショ

ンユニットデータサイ

エンスセンターデータ

マネジメント部門 

技術補佐員 

令和 3 年 10 月～現在 
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(3) 臨床研究実施に係るデータベース構築に必要な業務を行う者（任意） 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事し

た期間 

エフォート換算値 

＊＊ 

北海道大学病院医療

・ヘルスサイエンス

研究開発機構プロモ

ーションユニットデ

ータサイエンスセン

ター 特定専門職員 

平成 21 年 10 月～現在 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療

・ヘルスサイエンス

研究開発機構プロモ

ーションユニットデ

ータサイエンスセン

ター 特定専門職員 

平成 28 年 11 月～現在 0.8 

＊＊ 

北海道大学病院医療

・ヘルスサイエンス

研究開発機構プロモ

ーションユニットデ

ータサイエンスセン

ター 特定専門職員 

令和 2 年 1 月〜現在 0.2 

＊＊ 

北海道大学病院医療

・ヘルスサイエンス

研究開発機構プロモ

ーションユニットデ

ータサイエンスセン

ター 特定専門職員 

令和 5 年 4 月〜現在 0.8 
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(4) 専任の生物統計に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した期間 

＊＊ 

北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機

構プロモーションユニッ

トデータサイエンスセン

ター長 教授 

平成20年4月～平成30年3月 

令和 2 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機

構プロモーションユニッ

トデータサイエンスセン

ターデータマネジメント

部門長 特任准教授 

平成22年4月～平成26年3月 

平成27年9月～平成30年5月 

平成 30 年 6 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機

構プロモーションユニッ

トデータサイエンスセン

ター生物統計部門 特任

助教 

平成31年3月～令和3年3月 

令和 6 年 4 月～現在 

 

 

(5) 専従の薬事に関する審査に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 所属・役職名 過去に当該業務に従事した規制当局・期間 

＊＊ 

北海道大学病院医療・ヘ

ルスサイエンス研究開発

機構プロモーションユニ

ット臨床研究開発センタ

ー・副センター長 教授 

平成11年4月～平成16年3月 国立医薬品食品衛生

研究所医薬品医療機器審査センター主任審査官 

平成16年4月～平成23年9月 独立行政法人医薬品

医療機器総合機構生物系審査第一部審査役 

平成23年10月～平成24年9月 独立行政法人医薬

品医療機器総合機構研修課長 

平成24年10月～平成29年3月 北海道大学大学院

医学研究科レギュラトリーサイエンス部門評価科

学分野 

平成 29 年 4 月～現在 

＊＊ 

北海道大学病院医療・ヘ

ルスサイエンス研究開発

機構プロモーションユニ

ット臨床研究開発センタ

ー臨床開発推進部門 特

任講師 

平成29年4月～平成31年2月 独立行政法人医薬品

医療機器総合機構 新薬審査第三部 
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特定臨床研究に関する計画の立案及び実施の実績 

 

１ 特定臨床研究を主導的に実施した件数 

(1) 医師主導治験 

番

号 
治験名 

治験調

整医師

名 

治験調

整医師

所属 

届出日 
登録 ID

等 

主導的

な役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 

天然型マイクロ RNA 補充

療法による悪性胸膜中皮

腫を対象とした医師主導

治験（第 I 相反復投与試

験） 

岡田 

守人 

(田原栄

俊) 

広島大

学 

2022/4/

6 

jRCT206

1220015 
2 医薬品 成人 C45 1 1 

2 

進行期乳房外パジェット

病に対するエリブリン単

剤療法の第Ⅱ相臨床試験 

柳 輝

希 
皮膚科 

2022/10

/21 

jRCT201

1220022 
1 医薬品 成人 C44 3 2 

3 

運動ニューロン疾患患者

を対象とした PSO17CSF の

第Ⅰ/Ⅱ相試験 

工藤 與

亮 

放射線

診断科 

2023/3/

17 

jRCT201

1220046 
1 医薬品 成人 G12 1 1/2 

4 

経食道運動誘発電位なら

びに測定に用いる経食道

脊髄刺激電極の有効性及

び安全性を検討する第

III 相試験 

椎谷 紀

彦 

浜松医

科大学 

2023/9/

26 

jRCT204

2230116 
2 

医療機

器 
成人 G822 11 3 
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5 

脳出血慢性期患者を対象

とした自家 MSC 足場材合

剤（HUFF-01）の脳内投与

による再生治療の安全性

及び有効性を検討する第

Ⅰ/Ⅱ相試験（RAINBOW-Hx 

研究） 

川堀 真

人 

脳神経

外科 

2023/10

/27 

jRCT201

3230053 
1 

再生医

療等製

品 

成人 I619 1 1/2 

6 

認知機能が保たれた構造

的焦点性てんかん症例に

対する MY-taVNS を用いた

経皮的迷走神経刺激療法

の有効性及び安全性を検

討する多施設共同臨床試

験 

植田 佑

樹 
小児科 

2024/6/

27 

 

jRCT201

2240019 

1 
医療機

器 
成人 C409 1 2 

7 

局所進行・再発外陰癌・

腟癌・子宮頸癌に対するA

SP-1929を用いた光免疫療

法の安全 

性・有効性を評価する単

群・非盲検第 II 相試験 

渡利 英

道 

産婦人

科 

2024/8/

29 

jRCT201

1240034 
1 

医薬品/

医療機

器 

成人 
C519/C5

2/C539 
1 2 

8 

脳梗塞慢性期患者を対象

とした自家 MSC

（HUNS001-01）の脳内投

与による再生治療の有効

性及び安全性を検討する

第Ⅱa 相試験（RAINBOW-

2a 研究） 

栗栖 

宏多 

脳神経

外科 

2024/10

/30 

jRCT201

3240055 
1 

再生医

療等製

品 

成人 I639 1 1 
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9 

高齢心不全患者における

Fraity Finder の性能検

証試験 

永井 利

幸 

循環器

内科 

2024/12

/2 

jRCT201

2240059 
1 

医療機

器 
成人 I509 6 3 

10 

輸血代替として用いるヘ

モグロビンベシクル製剤

NMU-HbV の健康成人を対

象とした第 Ib 相安全性試

験 

松本 雅

則 

奈良県

立医科

大 

2024/12

/13 

jRCT205

1240249 
2 医薬品 成人 R571 1 1 

（注）1 「登録 ID 等」の欄には、治験計画届書の受理時に独立行政法人 医薬品医療機器総合機構から発行された受付番号（当該治験の最初の届
出時のもの）を記載すること。 

2 「主導的な役割」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該病院において当該特定臨床研究の実施に関する業務を統括する責任者を
定めた場合に、２は、当該病院が他の病院又は診療所に対し当該特定臨床研究の実施に関する包括的な支援を行った場合に記載すること。
２と記載した場合には、包括的な支援の内容を証明するために必要な書類を添付すること。なお、「包括的な支援を行った場合」とは、プ
ロトコール作成支援、データマネジメント、モニタリング等の当該研究に係る主要な臨床研究支援業務を包括的に請け負った場合を指す。 

3 「医薬品等区分」の欄は、研究の対象について、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」のうち、該当するものすべてを記載すること。

平成 30 年 3 月 31 日までに開始し、平成 31 年 3 月 31 日までに終了した臨床研究の場合は、記載しなくて差し支えない。 

4 「小児／成人」の欄は、被験者・研究対象者が「小児」「成人」「小児・成人」のいずれに該当するかを記載すること。「小児」は、被験

者・研究対象者が満 18 歳までの場合とすること。18 歳未満の者と 18 歳以上の者を被験者・研究対象者に含む場合は、「小児・成人」と記

載すること。 
5 「疾病等分類」の欄は、世界保健機関（WHO）による International Statistical Classification of Disease and Related Health 
Problems-10（2003 年版）（以下「ICD-10」という。）に準拠した「基本分類表（2013 年度版）準拠」の 3 桁分類を用いて、該当するすべ
てを記載すること。複数の疾病を対象とする研究であって記載が困難である場合は、「複数疾病（）」と記載し、可能であれば（）内に 3
桁分類すべてを記載すること。 

6 「実施施設数」の欄は、研究が実施される施設数を記載すること。単施設で実施される研究の場合は１と記載し、当該病院が他の病院又
は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合には、研究が実施される施設の合計を記載すること。 

7 「フェーズ（Phase）」の欄は、phaseⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの研究開発段階に応じ、「１」「２」「３」「４」のいずれかで記載すること。い
ずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」と記載し、（）内に具体的に記載すること。 

8 小児疾患、神経疾患その他の臨床研究の実施に際し疾患に応じた体制の整備を要する疾患（以下「特定領域」という。）に係る臨床研究
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の中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添２の１にその旨の説明を記載
すること。 

9 他の臨床研究中核病院の実績と重複がないこと。 
10 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(2)臨床研究 

番号 臨床研究名 
研究代表

医師 

研究代

表医師

所属 

開始日 
登録 ID

等 

主導的

な役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等分

類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase

） 

1 

2 型糖尿病における DPP-4

阻害薬とメトホルミンの

併用療法へのイメグリミ

ン追加ないしメトホルミ

ン増量による血糖コント

ロールへの影響に関する

検討－多施設共同前向き

非盲検並行群間無作為化

比較研究－ 

中村 

昭伸 

糖尿病

・内分

泌内科 

2022/5/

11 

jRCT101

1220005 
1 医薬品 成人 E11 7 4 

2 

BRAF V600 変異陽性局所

進行・転移性小児固形腫

瘍に対するダブラフェニ

ブ・トラメチニブの第 II

相試験 

木下 

一郎 

がん遺

伝子診

断部 

2022/9/

1 

jRCTs01

1220017 
1 医薬品 小児 

(小児固形

腫瘍全般

を対象と

してお

り、特定

困難） 

1 2 

3 

臓器温存を念頭においた

局所進行直腸癌に対する

化学放射線療法、化学療

法(CapeOX)逐次施行の奏

効割合、予後および QOL

に関する探索的検討（略

称：R-NAC02 試験） 

武冨 

紹信 

消化器

外科Ⅰ 

2022/9/

27 

jRCTs01

1220019 
1 医薬品 成人 C20 9 2 
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4 

薬物未治療 2 型糖尿病に

おけるトホグリフロジン

ないしメトホルミン初期

治療による膵β細胞機能

への影響－多施設共同前

向き非盲検並行群間無作

為化比較研究－ 

中村 

昭伸 

糖尿病

・内分

泌内科 

2023/5/

9 

jRCTs01

1230006 
1 医薬品 成人 E11 1 4 

5 

高齢患者におけるプロポ

フォールとレミマゾラム

の全身麻酔導入時血圧変

動への影響の比較－単盲

検ランダム化比較試験－ 

北條 敬

之 

歯科麻

酔科 

2023/6/

21 

jRCT101

1230012 
1 医薬品 成人 

（全身麻

酔下に口

腔外科手

術を受け

る患者対

象として

おり、特

定困難） 

1 N/A 

6 

帯電微粒子水環境の風邪

症候群の発現を評価する

探索的臨床研究 

今野 

哲 

呼吸器

内科 

2023/7/

26 

jRCTs01

2230022 
1 

医療機

器 
成人 

（風邪症

候群） 
2 N/A 

7 

蛍光スペクトル測定シス

テムを用いた肺悪性腫瘍

位置同定法におけるイン

ドシアニングリーン静脈

投与量の用量比較試験 

加藤 達

哉 

呼吸器

外科 

2023/9/

11 

jRCTs01

1230037 
1 

医薬品

・医療

機器 

成人 C08 1 N/A 

8 

歯周病に対する Systema 

SP-T メディカルガーグル

による洗口とスケーリン

グの併用効果を検討する

探索的非盲検ランダム化

並行群間比較試験 

田中 佐

織 

歯周病

科 

2023/9/

15 

jRCTs01

1230038 
1 

医薬品

・医療

機器 

成人 K05 1 N/A 
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9 

骨粗鬆症を有する血液透

析患者へのテリパラチド

オートインジェクター製

剤の安全性と有効性の検

討 

西尾 妙

織 

血液浄

化部 

2023/11

/14 

jRCTs01

1230047 

-2 

1 医薬品 成人 N18 19 N/A 

10 

AHCC®による肝細胞癌患者

に対するレンバチニブ療

法の副作用軽減効果の検

討 

武冨 

紹信 

消化器

外科Ⅰ 

2024/3/

8 

jRCTs01

1230061 
1 医薬品 成人 C22 1 2 

11 

小児鎖肛患者における小

児用骨盤底筋用プローブ

の有効性および安全性に

関する探索的研究（ARM-

BFApp01 

武冨 

紹信 

消化器

外科Ⅰ 

2024/3/

11 

jRCTs01

2230063 
1 

医療機

器 
小児 K62 1 1-2 

12 

局所進行中咽頭癌に対す

るシスプラチンの超選択

的動注と放射線同時併用

療法の第 I/II 相試験 

加納 

里志 

耳鼻咽

喉科・

頭頸部

外科 

2024/3/

22 

jRCTs01

1230065 
1 医薬品 成人 C10 11 1-2 

13 

シャインプルーフ光学系

を用いた新規前眼部三次

元解析装置による前眼部

評価 

長谷 

敬太郎 
眼科 

2024/4/

5 

jRCTs01

2240004 
1 

医療機

器 
成人 

（前眼部

疾患を有

する者を

対象とし

ており、

特定困

難） 

1 N/A 
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14 

機能性食品 AHCCⓇの尿路

上皮癌における化学療法

の骨髄抑制軽減効果を検

討する非盲検探索的臨床

研究 

安部 

崇重 

泌尿器

科 

2024/4/

16 

jRCTs01

1240005 
1 医薬品 成人 

複数疾病

(C64～

C68) 

1 2 

15 

食道表在癌に対するアル

ゴンプラズマ併用高周波

凝固焼灼療法の有効性及

び安全性を検討する臨床

試験 

小野 尚

子 

光学医

療診療

部 

2024/5/

1 

jRCTs01

2240006 
1 

医療機

器 
成人 Ｃ15 6 2 

16 

ドライアイに対するオキ

ュリングの有効性を検討

する非盲検探索研究 

木嶋 

理紀 
眼科 

2024/8/

23 

jRCTs01

2240029 
1 

医療機

器 
成人 

（ドライ

アイ自覚

症状を有

する者を

対象とし

ており、

特定困

難） 

1 N/A 

17 

鏡視下胃および食道悪性

腫瘍手術での蛍光クリッ

プ腫瘍マーキングにおけ

る新規蛍光検出システム

「Lumifinder™」の有効性

を検討する探索的臨床試

験 

平野 聡 
消化器

外科Ⅱ 

2024/10

/18 

jRCTs01

2240043 
1 

医療機

器 
成人 

複数疾病

（C15,C16

） 

1 N/A 
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18 

放射性リガンド[18F]-

Fluoromisonidazole の腫

瘍内低酸素イメージング

剤としての安全性に関す

る単施設非対照探索的臨

床試験 

平田 健

司 

核医学

診療科 

2024/10

/31 

jRCTs01

1240047 
1 医薬品 成人 

（悪性腫

瘍と病理

学的に診

断されて

いるもし

くは疑わ

れている

者を対象

としてお

り、特定

困難） 

1 1-2 

19 

偶発性低体温症に対する

血管内カテーテルを用い

た復温療法の有用性と安

全性についての多施設共

同無作為化比較試験

（ICE-CRASH Ⅱ study） 

高氏 修

平 
救急科 

2024/11

/20 

jRCT101

2240051 
1 

医療機

器 
成人 T68 26 N/A 

20 

難治性小児がん患者にお

ける機能性食品 AHCC®の

免疫賦活作用を検討する

非盲検探索的臨床試験 

真部 淳 小児科 
2025/3/

27 

jRCTs01

1240079 
1 医薬品 小児 

小児固形

がん 
1 2 

（注）1 「開始日」の欄には、実施計画が臨床研究法施行規則第24条第１項に規定するデータベース（jRCT）に公表された日を記載すること。た

だし、平成30年3月31日までに開始した臨床研究については、臨床研究の実施を研究機関の長が許可した日を記載すること。 

    2 「登録ID等」の欄には、jRCTに登録した番号を記載すること。なお、同法の施行前に｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基

づき実施した臨床研究等、jRCTに登録した番号がない臨床研究については、｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」において登録

が求められている国立大学附属病院長会議、一般財団法人日本医薬情報センター又は公益社団法人日本医師会が設置している公開データベ

ースにおいて、臨床研究ごとに割り当てられた固有の識別番号を記載すること（国立大学附属病院長会議であれば「UMIN＋9桁の数字」、

一般財団法人日本医薬情報センターであれば「JapicCTI-＋6桁の数字」、公益社団法人日本医師会であれば「JMA-IIA＋5桁の数字」）。 

3 「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児／成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、(1)の(注) 2～7を参照

し、記載すること。 

4 特定臨床研究であることの説明を別添２の１に記載すること。ただし、平成 30 年 3 月 31 日までに開始した臨床研究については、医薬品、

医療機器又は再生医療等製品を用いた侵襲及び介入を伴う臨床研究であることの説明を別添２の１に記載すること。 
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5 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添２    

の１にその旨の説明を記載すること。  

6 他の臨床研究中核病院の実績と重複がないこと。 

7 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(3) 企業治験 

番号 治験名 

治験責

任者医

師名 

届出日 登録 ID 等 
医薬品等 

区分 

小児／ 

成人 
疾病等分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 ＊＊ 
豊嶋 

崇徳 
2022/8/26 2022-4306 医薬品 成人 C92 16 3 

2 ＊＊ 
橋本 

直樹 
2022/2/24 2021-7427 医薬品 成人 F20 25 3 

3 ＊＊ 
豊嶋 

崇徳 
2022/4/6 該当無 

再生医療等

製品 
成人 C90 3 2 
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4 ＊＊ 
氏家 

英之 
2022/4/19 2022-0316 医薬品 成人 L10 19 3 

5 ＊＊ 
辻野 

一三 
2022/8/26 2022-4247 医薬品 成人 I27 9 2 

6 ＊＊ 
小松 

嘉人 
2022/3/24 2021-8482 医薬品 成人 C18,C20 11 3 
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7 ＊＊ 
篠原 

信雄 
2022/7/22 2022-2880 医薬品 成人 C64 7 2 

8 ＊＊ 
加藤 

将 
2022/9/28 2022-5354 医薬品 成人 J84 43 3 

9 ＊＊ 
白石 

秀明 
2020/5/29 2020-973 医薬品 小児 G40 13 3 
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10 ＊＊ 
辻野 

一三 
2022/10/14 2022-5826 医薬品 成人 I27 9 2/3 

11 ＊＊ 
榊原 

純 
2022/11/24 2022-6651 医薬品 成人 C34 6 2 

12 ＊＊ 
後藤 

秀樹 
2022/11/8 2022-6296 医薬品 成人 C83 20 3 
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13 ＊＊ 
加藤 

将 
2022/12/6 2022-6939 医薬品 成人 M32 22 3 

14 ＊＊ 
加藤 

将 
2022/11/02 2022-6228 医薬品 成人 M32 25 3 

15 ＊＊ 

小松 

嘉人 

 

2023/05/26 2023-0849 医薬品 成人 C18 16 3 



（様式第２） 

 16 / 72 
 

16 ＊＊ 
工藤 

與亮 
2023/05/19 2023-0712 医薬品 成人 R90 12 3 

17 ＊＊ 
工藤 

與亮 
2023/05/19 2023-0711 医薬品 成人 R93 13 3 
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18 ＊＊ 
髙橋 

將人 
2023/03/09 2022-8894 医薬品 成人 C50 30 3 
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19 ＊＊ 
髙橋 

將人 
2023/09/15 2023-2937 医薬品 成人 C50 29  

20 ＊＊ 
西尾 

妙織 
2023/10/05 2023-2759 医薬品 成人 Q61 8 2 

21 ＊＊ 
平田 

健司 
2023/11/01 2023-3838 医薬品 成人 C80 9 3 
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22 ＊＊ 
髙橋 

將人 
2023/12/07 2023-4545 医薬品 成人 C50 37 3 

23 ＊＊ 
西尾 

妙織 
2023/12/21 2023-2910 医薬品 成人 N28 30 3 
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24 ＊＊ 
安部 

崇重 
2023/10/18 2023-3517 医薬品 成人 C61 11 3 

25 ＊＊ 
渡利 

英道 
2024/04/05 2024-0081 医薬品 成人 C54 18 3 

26 ＊＊ 
渡利 

英道 
2024/03/01 2023-6155 医薬品 成人 C56 20 1/2 

27 ＊＊ 
後藤 

秀樹 
2023/06/7 2023-1047 医薬品 成人 C83 28 3 

28 ＊＊ 
河野 

通仁 
2024/07/22 該当無 

再生医療等

製品 
成人 M32 8 2 

29 ＊＊ 
河野 

通仁 
2024/07/22 該当無 

再生医療等

製品 
成人 M34 5 2 

30 ＊＊ 
小松 

嘉人 
2024/08/01 2024-2278 医薬品 成人 C15 17 3 

31 ＊＊ 
渡利 

英道 
2024/08/29 2024-2666 医薬品 成人 C56、C57、 24 3 

32 ＊＊ 
松本 

隆児 
2024/08/28 2024-2609 医薬品 成人 C61 6 2/3 

（注）1 「登録 ID 等」「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「フェーズ（Phase）」の欄は、(1)の(注)1～7 を参照し、

記載すること。 

      2 「実施施設数」の欄は、研究が実施される施設数を記載すること。単施設で実施される研究の場合は１と記載し、当該病院が他の病院又

は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合は「２（）」と記載し、可能であれば（）内に治験実施施設の合計数を記載すること。 

   3 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

 

 



（様式第２） 

 21 / 72 
 

(4) FIH 試験（治験に限る。）（任意） 

番

号 
治験名 

治験責

任者医

師名 

届出日 登録 ID 等 
医薬品等 

区分 

小児／ 

成人 
疾病等分類 

実施 

施設数 

1 ＊＊ 
須藤 

英毅 
2022/3/2 ＊＊ 

再生医療等

製品 
成人 M48 3 

2 ＊＊ 
川堀 

真人 
2023/10/27 ＊＊ 

再生医療等

製品 
成人 I61 1 

 （注）1 「登録 ID 等」「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」の欄は、(1)の(注)1～6 を参照し、記載

すること。 

2 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 

3 (1)､(3）と重複して差し支えない。 
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(5) リアルワールドデータを用いた臨床研究（任意） 

番

号 
研究名 

研究代

表医師 

研究代

表医師

所属 

登録 ID 等 
医薬品等 

区分 

小児／ 

成人 
疾病等分類 

実施 

施設数 

1 

呼吸器外科治療を施

行された症例のデー

タベース研究 

氏家 

秀樹 

呼吸器

外科 

（登録な

し） 
（該当なし） 小児・成人 

（呼吸外科領

域の手術を施

行した者を対

象としてお

り、特定困

難） 

1 

2 

呼吸器外科治療を施

行された症例の多施

設共同データベース

の構築 

加藤 

達哉 

呼吸器

外科 

（登録な

し） 
（該当なし） 小児・成人 

（呼吸外科領

域の手術を施

行した者を対

象としてお

り、特定困

難） 

1 

（他機関から

情報提供のみ

を受ける） 

3 
胆道癌手術のレジス

トリ研究 

田中 
公貴 

消化器

外科Ⅱ 

（登録な

し） 
（該当なし） 成人 C24 1 

4 

肝切除術の治療成績

を評価するためのデ

ータベース構築 

柿坂 

達彦 

消化器

外科Ⅰ 

（登録な

し） 
（該当なし） 成人 

（肝切除術を

施行した者を

対象としてお

り、特定困

難） 

1 

 

5 

肝移植術の治療成績

を評価するためのデ

ータベース構築 

柿坂 

達彦 

消化器

外科Ⅰ 

（登録な

し） 
（該当なし） 小児・成人 

（肝移植術を

施行した者を

対象としてお

り、特定困

1 
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難） 

6 

外陰癌・腟癌・局所

再発子宮頸癌におけ

る治療実態を調査す

るためのレジストリ

研究 

渡利 

英道 
婦人科 

（登録な

し） 
（該当なし） 成人 

C51、C52、

C53 
31 

7 

骨系統疾患コンソー

シウム（Japanese 

Skeletal Dysplasia 

Consortium: JSDC）

レジストリ構築に関

する研究 

山田 

崇弘 

臨床遺

伝子診

療部 

（登録な

し） 
（該当なし） 小児・成人 

（骨系統疾患

を対象として

おり、特定困

難） 

2 

（注）1 「登録 ID 等」「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」の欄は、(1)の(注)1～6 を参照し、記載す

ること。 

2 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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２ 論文発表の実績 

(1) 特定臨床研究の実施に伴い発表された論文の実績 

番

号 
題名 発表者氏名 発表者の所属 

役

割 

雑誌名・出版年月

等 

論文種

別 

医薬

品等

区分 

小児

／ 

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェー

ズ

（Phas

e） 

1 

Phase I Randomized 

Trial of 17 O-Labeled 

Water: Safety and 

Feasibility Study of 

Indirect Proton MRI 

for the Evaluation of 

Cerebral Water 

Dynamics 

Taisuke 

Harada 

Department of 

Diagnostic 

imaging, 

Hokkaido 

University, 

Graduate School 

of Medicine 

1 

J Magn Reson 

Imaging. 

2022 

Dec;56(6):1874-

1882. 

PMID：35488509 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

健康成

人 
1 1 

2 

Phase II Study of 

Continued Trastuzumab 

Plus Irinotecan in 

Patients with HER2-

positive Gastric 

Cancer Previously 

Treated with 

Trastuzumab (HGCSG 

1201) 

Yasuyuki 

Kawamoto 

Division of 

Cancer Center, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Oncologist. 

2022 May 

6;27(5):340-

e374. 

PMID：35303078 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C16 24 2 
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3 

HOPS-R01 phase II 

trial evaluating 

neoadjuvant S-1 

therapy for resectable 

pancreatic 

adenocarcinoma 

Toru 

Nakamura 

Department of 

Gastroenterolog

ical Surgery 

II, Faculty of 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Sci Rep. 

2022 Jun 

15;12(1):9966. 

PMID：35705607 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C253 10 2 

4 

High initial target 

blood concentration in 

target‐controlled 

infusion: A randomized 

controlled trial 

Toshiaki 

Fujisawa 

Department of 

Dental 

Anesthesiology, 

Faculty 

of Dental 

Medicine and 

Graduate School 

of 

Dental 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Clinical and 

Experimental 

Dental Research 

2022 Jul 22. 

PMID：35869682 

主解析

論文 

医療

機器 
成人 K01 1 － 
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5 

Long-term safety and 

efficacy of filgotinib 

treatment for 

rheumatoid arthritis 

in Japanese patients 

naïve to MTX treatment 

(FINCH 3) 

Tatsuya 

Atsumi 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine, 

Hokkaido 

University, 

Hokkaido, Japan 

1 

Modern 

Rheumatology. 

2022 Aug 

3;roac083. 

PMID：35921235 

サブ解

析論文 

医薬

品 
成人 

関節リ

ウマチ 
22 3 

6 

Phase 2 study of 

ramucirumab plus 

irinotecan combination 

therapy as second-line 

treatment in patients 

with advanced gastric 

cancer: HGCSG1603 

Yasuyuki 

Kawamoto 

Division of 

Cancer Center, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Oncologist. 

2022 Aug 

5;27(8):e642-

e649. 

PMID：35579511 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C169 22 2 

7 

Efficacy and Safety of 

Duloxetine in Children 

and Adolescents with 

Major Depressive 

Disorder in Japan: A 

Randomized Double-

Blind Placebo-

Controlled Clinical 

Trial Followed by an 

Open-Label Long-Term 

Extension Trial 

Takuya  

Saito 

Department of 

Child and 

Adolescent 

Psychiatry, 

Faculty of 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

J Child Adolesc 

Psychopharmacol. 

2022 

Apr;32(3):132-

142. 

PMID：35319270 

主解析

論文 

医薬

品 
小児 F3 36 3 
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8 

Quantitative magnetic 

resonance imaging for 

evaluating of the 

cerebrospinal fluid 

kinetics with 17O-

labeled water tracer: 

A preliminary report 

Hiroyuki 

Sugimori 

Faculty of 

Health 

Sciences, 

Hokkaido 

University 

2 

Magn Reson 

Imaging. 

2022 Apr;87:77-

85. 

PMID：34968701 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

複数疾

病(水頭

症, 認

知症) 

1 1-2 

9 

First-in-human phase 1 

trial of hemoglobin 

vesicles as artificial 

red blood cells 

developed for use as a 

transfusion 

alternative 

Hiroshi 

Azuma 

Department of 

Pediatrics, 

Asahikawa 

Medical 

University, 

Asahikawa, 

Japan. 

2 

Blood Adv. 

2022 Nov 

8;6(21):5711-

5715 

PMID：35939788 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

複数疾

病

（T79, 

T81） 

1 1 

10 

An open-label, 

crossover study to 

compare different 

formulations and 

evaluate effect of 

food on 

pharmacokinetics of 

pimitespib in patients 

with advanced solid 

tumors 

Yoshito 

Komatsu 

Department of 

Cancer Center, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Invest New 

Drugs. 

2022 

Oct;40(5):1011-

1020. 

PMID：35932386 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C49 2 1 
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11 

Feasibility of 

edoxaban for 

asymptomatic cancer-

associated thrombosis 

in Japanese patients 

with gastrointestinal 

cancer: ExCAVE study 

Michio 

Nakamura 

Department of 

Gastroenterolog

y, Sapporo City 

General 

Hospital 

2 

BMC Cancer. 

2022 Dec 

16;22(1):1322. 

PMID：36526992 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 I82 10 2 

12 

The survival impact of 

preoperative FOLFOX 

for resectable locally 

advanced rectal 

cancer: the R-NAC-01 

study 

Nobuki 

Ichikawa 

Department of 

Gastroenterolog

ical Surgery1, 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Surg Today. 

2022 

Aug;52(8):1134-

1142. 

PMID：34985549 

サブ解

析論文 

医薬

品 

手術

・手

技 

成人 C18 11 2 

13 

Zandelisib (ME-401) in 

Japanese patients with 

relapsed or refractory 

indolent non-Hodgkin's 

lymphoma: an open-

label, multicenter, 

dose-escalation phase 

1 study 

Hideki 

Goto  

Department of 

Hematology, 

Hokkaido 

University 

Faculty of 

Medicine 

1 

Int J Hematol. 

2022 

Dec;116(6):911-

921.  

PMID：36107394 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 D48 6 1 
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14 

Improvement of 

glycaemic control and 

treatment satisfaction 

by switching from 

liraglutide or 

dulaglutide to 

subcutaneous 

semaglutide in 

patients with type 2 

diabetes: A 

multicentre, 

prospective, 

randomized, open-

label, parallel-group 

comparison study 

(SWITCH-SEMA 1 study) 

Yuka 

Takahashi 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetes Obes 

Metab. 

2023 

Jun;25(6):1503-

1511. 

PMID：36722623 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

2 型糖

尿病 
8 4 

15 

Transcutaneous 

Auricular Vagus Nerve 

Stimulation Therapy in 

Patients with 

Cognitively Preserved 

Structural Focal 

Epilepsy 

Hideaki 

Shiraishi 

Department of 

Pediatrics, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Brain Dev. 

2023 Aug 

30;S0387-

7604(23)00148-1. 

PMID：37657962 

主解析

論文 

医療

機器 

成人

・小

児 

G40 1 2 
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16 

Preoperative 

mechanical bowel 

preparation using 

conventional versus 

hyperosmolar 

polyethylene glycol-

electrolyte lavage 

solution before 

laparoscopic resection 

for colorectal cancer 

(TLUMP test): a phase 

III, multicenter 

randomized controlled 

non-inferiority trial 

Tadashi 

Yoshida 

Department of 

Gastroenterolog

ical Surgery I, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Gastroenterol. 

2023Sep;58(9):88

3-893.  

PMID：37462794 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C189 4 3 

17 

Effect of switching to 

once-weekly 

semaglutide on non-

alcoholic fatty liver 

disease: The SWITCH-

SEMA 1 subanalysis 

Hiroshi 

Nomoto 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Pharmaceutics. 

2023 Aug 

20;15(8):2163.  

PMID：37631377 

サブ解

析論文 

医薬

品 
成人 

2 型糖

尿病 
9 4 

18 

Allogeneic Stem Cell 

Therapy for Acute 

Ischemic Stroke: The 

Phase 2/3 TREASURE 

Randomized Clinical 

Trial 

Kiyohiro 

Houkin 

Hokkaido 

University, 

Sapporo, Japan. 

1 

JAMA Neurol. 

2024 Jan 

16:e235200.  

PMID：38227308 

主解析

論文 

再生

医療

等製

品 

成人 脳梗塞 44 II/III 
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19 

Single-step ultra-

purified alginate gel 

implantation in 

patients with knee 

chondral defects 

Tomohiro 

Onodera 

Department of 

Orthopedic 

Surgery, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Bone Joint J. 

2023 Aug 1;105-

B(8):880-887. 

PMID：37524343 

主解析

論文 

医療

機器 

小児

・成

人 

S833, 

S899, 

M932 

2 1 

20 

Phase 2 study of 

ibrutinib plus 

venetoclax in Japanese 

patients with 

relapsed/refractory 

mantle cell lymphoma 

Hideki 

Goto 

Department of 

Hematology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Int J Clin 

Oncol. 

2024 

Feb;29(2):232-

240.  

PMID：38157190 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 D48 9 2 

21 

Glycaemic control 

efficacy of switching 

from dipeptidyl 

peptidase-4 inhibitors 

to oral semaglutide in 

subjects with type 2 

diabetes: A 

multicentre, 

prospective, 

randomized, open-

label, parallel-group 

comparison study 

(SWITCH-SEMA 2 study) 

Sho 

Furusawa 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetes Obes 

Metab. 

2024 

Mar;26(3):961-

970. 

PMID：38073422 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

2 型糖

尿病 
9 4 
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22 

Efficacy of Preventing 

Relapse Evaluated by a 

Multicenter 

Randomized Double-

Blind Placebo-

Controlled Withdrawal 

Study of Escitalopram 

in Japanese 

Adolescents 

with Major Depressive 

Disorder 

Takuya 

Saito 

Department of 

Child and 

Adolescent 

Psychiatry, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Child Adolesc 

Psychopharmacol. 

2023 

Dec;33(10):418-

427. 

PMID：38055198 

主解析

論文 

医薬

品 
小児 F３ 35 3 

23 

Efficacy, Durability, 

and Safety of 

Faricimab in Patients 

From Asian 

Countries With 

Diabetic Macular 

Edema: 1-Year Subgroup 

Analysis 

of the Phase III 

YOSEMITE and RHINE 

Trials 

Susumu 

Ishida  

Department of 

Ophthalmology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Asia Pac J 

Ophthalmol 

(Phila). 

2023 Sep-

Oct;12(5):451-

459. 

PMID：37851562 

サブ解

析論文 

医薬

品 
成人 E11 353 3 

24 

Long-term safety and 

efficacy of filgotinib 

treatment for 

rheumatoid arthritis 

in Japanese patients 

naïve to MTX treatment 

(FINCH 3) 

Tatsuya 

Atsumi  

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Mod Rheumatol. 

2023 Jul 

4;33(4):657-667. 

PMID：35921235 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 M06.9 22 3 
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25 

Dose-Finding and 

Efficacy Confirmation 

Trial of the 

Superselective Intra-

arterial Infusion of 

Cisplatin and 

Concomitant Radiation 

Therapy for Locally 

Advanced Maxillary 

Sinus Cancer 

(JCOG1212): Results of 

the Efficacy 

Confirmation Phase in 

Patients with T4aN0M0 

Akihiro 

Homma 

Department of 

Otolaryngology-

Head and Neck 

Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Int J Radiat 

Oncol Biol Phys. 

2023 Nov 24 

PMID：38008195 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C310 18 I/II 

26 

Eribulin for patients 

with metastatic 

extramammary Paget 

disease: Study 

protocol for a single-

arm phase II trial 

Takuya 

Maeda 

Department of 

Dermatology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine 

Hokkaido 

University 

1 

Exp Dermatol. 

2024 

Jan;33(1):e14993

. 

PMID：38284191 

プロト

コール

論文 

医薬

品 
成人 C449 2 2 

27 

Incidence of atrial 

fibrillation after 

esophageal cancer 

surgery with L-

carnitine use: a 

preliminary single-

group interventional 

study 

Yasushige 

Shingu 

Department of 

Cardiovascular 

Surgery, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Surg Today. 

2024 Feb 23.  

PMID：38388906 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C151 1 1 
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28 

Intracerebral 

Transplantation of 

MRI-trackable 

Autologous Bone Marrow 

Stromal Cells for 

Patients with Subacute 

Ischemic Stroke 

Masahito 

Kawabori 

Hokkaido 

University, 

Sapporo, Japan. 

1 

Med. 

2024 Mar 

18:S2666-

6340(24)00079-5. 

PMID：38547868 

主解析

論文 

再生

医療

等製

品 

成人 脳梗塞 1 I/II 

29 

A Single-Institution 

Prospective Study To 

Evaluate the Safety 

and Efficacy of Real- 

Time Image-Gated Spot-

Scanning Proton 

Therapy (RGPT) for 

Prostate Cancer 

Kentaro 

Nishioka 

Radiation 

Oncology 

Division, 

Global Center 

for Biomedical 

Science and 

Engineering, 

Faculty of 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Adv Radiat 

Oncol. 

2024 Feb 

8;9(5):101464. 

PMID：38560429 

主解析

論文 

医療

機器 
成人 C61 1 2 

30 

Pembrolizumab Plus 

Chemotherapy 

Followed by 

Pembrolizumab in 

Patients With Early 

Triple-Negative Breast 

Cancer: 

A Secondary Analysis 

of a Randomized 

Clinical Trial. 

Masato 

Takahashi 

Department of 

Breast Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

JAMA Netw Open. 

2023 Nov 

1;6(11):e2342107

. 

PMID：37966841 

サブ解

析論文 

医薬

品 
成人 C509 194 3 



（様式第２） 

 35 / 72 
 

31 

Efficacy and Safety of 

Single-dose 

Pegfilgrastim for 

CD34+ Cell 

Mobilization in 

Healthy Volunteers: A 

Phase 2 Study 

Hideki 

Goto 

Department of 

Hematology, 

Hokkaido 

University 

Faculty of 

Medicine 

1 

Transplantation. 

2024 Apr 

1;108(4):996-

1003. 

PMID：38012835 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

該当な

し（健

常人） 

1 2 

32 

Phase II trial of 

niraparib for BRCA-

mutated biliary tract, 

pancreatic and other 

gastrointestinal 

cancers: NIR-B 

Yasuyuki 

Kawamoto 

Division of 

Cancer Center, 

Hokkaido 

University 

Hospital, 

Sapporo, Japan. 

1 

Future Oncol. 

2024 Apr 17 

PMID：38629456 

プロト

コール

論文 

医薬

品 
成人 

C15, 

C16, 

C17, 

C18, 

C19, 

C20, 

C21, 

C22, 

C23, 

C24, 

C25, 

C26 

6 2 

33 

Clinical Outcomes of 

Total Wrist 

Arthroplasty in 

Patients with 

Rheumatoid Arthritis: 

Minimum 10-Year 

Follow-Up Study 

Yuichiro 

Matsui 

Department of 

Orthopaedic 

Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Hand Surg Am. 

2024 Apr 

9:S0363-

5023(24)00098-4. 

PMID：38597835 

主解析

論文 

医療

機器 
成人 

M0593 

M0603 
2 3 
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34 

Dose Optimization of 

Intravenous 

Indocyanine Green for 

Malignant Lung Tumor 

Localization 

Hideki 

Ujiie 

Department of 

Thoracic 

Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Clin Med. 

2024 May 

10;13(10):2807.  

PMID：38792349 

プロト

コール

論文 

医薬

品、

医療

機器 

成人 

複数疾

病

(C34.1, 

C34.2, 

C34.3, 

C78.0) 

1 1 

35 

Surveillance 

esophagogastroduodenos

copy using linked 

color imaging and 

narrow-band imaging: A 

multicenter randomized 

controlled trial 

Marina 

Kubo 

Department of 

Gastroenterolog

y and 

Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

J Gastroenterol 

Hepatol. 

2024 

Jun;39(6):1065-

1072. 

PMID：38403475 

主解析

論文 

医療

機器 
成人 

C13, 

C15, 

C16 

6 4 

36 

A multicenter, 

prospective, phase II 

trial of second-line 

aflibercept plus 

FOLFIRI in patients 

with metastatic 

colorectal cancer 

refractory to an anti-

EGFR antibody: 

HGCSG1801. 

Hiroshi 

Nakatsumi 

Department of 

Gastroenterolog

y, National 

Hospital 

Organization 

Hokkaido 

Medical Center 

2 

Int J Cancer. 

2024 Aug 14. 

PMID：39143041 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C18-20 14 2 
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37 

Physiotherapy for 

continence and muscle 

function in 

prostatectomy: a 

randomised controlled 

trial 

Mifuka 

Ouchi 

Department of 

Renal and 

Genitourinary 

Surgery, 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

BJU Int. 

2024 

Sep;134(3):398-

406. 

PMID：38658057 

主解析

論文 

該当

なし 
成人 C61 1 

その他

（医薬

品等を

治療と

して使

用しな

い研

究） 

38 

Eribulin versus S-1 as 

first or second-line 

chemotherapy to assess 

health-related quality 

of life and overall 

survival in HER2-

negative metastatic 

breast cancer (RESQ 

study): A non-

inferiority, 

randomised, 

controlled, open-

label, phase 3 trial 

Masato 

Takahashi 

Department of 

Breast Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

EClinicalMedicin

e. 

2024 Jul 

16:74:102715. 

PMID：39109189 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 C509 50 3 

39 

Efficacy and safety of 

the urate‑lowering 

agent febuxostat in 

chronic 

heart failure patients 

with hyperuricemia: 

results from the 

LEAF‑CHF 

study 

Takashi 

Yokota 

Department of 

Cardiovascular 

Medicine, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Heart Vessels. 

2024 Aug 19.  

PMID：39158751 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

I50 (心

不全) 
38 

その他 

(市販

後のラ

ンダム

化比較

試験) 
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40 

Ruxolitinib in 

steroid-refractory 

acute graft-vs-host 

disease: Japanese 

subgroup analysis of 

the randomized REACH2 

trial 

Takanori 

Teshima 

Department of 

Hematology, 

Faculty of 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Int J Hematol. 

2024 

Jul;120(1):106-

116. 

PMID：38796666 

サブ解

析論文 

医薬

品 

小児

・成

人 

T-860 15 3 

41 

L-Carnitine: A New 

Therapeutic Option for 

the Prevention of 

Atrial Fibrillation in 

Non-Cardiac Surgery-A 

Single-Group 

Interventional Pilot 

Study 

Yasushige 

Shingu 

Department of 

Cardiovascular 

Surgery, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

J Clin Med. 

2024 Oct 

18;13(20):6228. 

PMID：39458176 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 I48.0 1 1 

42 

Effects of 

canagliflozin on brain 

natriuretic peptide 

levels in patients 

with type 2 diabetes 

on peritoneal dialysis 

in Japan: protocol for 

a multicentre, 

prospective, 

randomised controlled 

trial (CARD-PD trial) 

Naoko 

Matsuoka 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

BMJ Open. 

2024 Nov 

25;14(11):e08484

6. 

PMID：39592158 

プロト

コール

論文 

医薬

品 
成人 E11 8 3 
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43 

Phase I/II trial of 

intracerebral 

transplantation of 

autologous bone marrow 

stem cells combined 

with recombinant 

peptide scaffold for 

patients with chronic 

intracerebral 

haemorrhage: a study 

protocol 

Masahito 

Kawabori 

Hokkaido 

University, 

Sapporo, Japan. 

1 

BMJ Open. 

2024 Dec 

2;14(12):e083959

.  

PMID：39622566 

プロト

コール

論文 

再生

医療

等製

品 

成人 脳出血 1 I/II 

44 

Efficacy of imeglimin 

treatment versus 

metformin dose 

escalation on glycemic 

control in subjects 

with type 2 diabetes 

treated with a 

dipeptidyl peptidase-4 

inhibitor plus low-

dose metformin: A 

multicenter, 

prospective, 

randomized, open-

label, parallel-group 

comparison study 

(MEGMI study) 

Akihiro 

Takahashi 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetes Obes 

Metab. 

2024 Dec 26.  

PMID：39726204 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

2 型糖

尿病 
8 4 
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45 

Feasibility of 

Detecting Fluorescent 

Marking Clip with 

Novel Fluorescence 

Detection System in 

Minimally Invasive 

Stomach and Esophageal 

Surgery 

Hideyuki 

Wada 

Department of 

Gastroenterolog

ical Surgery 

II, Hokkaido 

University 

Faculty of 

Medicine 

1 

J Clin Med. 

2025 Jan 

23;14(3):717. 

PMID：39941395 

プロト

コール

論文 

医療

機器 
成人 

複数疾

病(C15, 

C16) 

1 2 

46 

Clinical and Virologic 

Outcomes of Baloxavir 

Compared with 

Oseltamivir in 

Pediatric Patients 

with Influenza in 

Japan 

Nobuhisa 

Ishiguro 

1Department of 

Infection 

Control and 

Prevention, 

Hokkaido 

University 

Hospital. 

2Department of 

Pediatrics, 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University. 

1 

Infect Dis Ther. 

2025 Mar 28.  

PMID：40155497 

主解析

論文 

医薬

品 
小児 

複数疾

病（J09

－J18） 

38 4 

47 

Effect of aromatherapy 

with peppermint, 

ginger, and lavender 

on postoperative 

nausea severity after 

oral surgery under 

general anaesthesia: A 

single-blind 

randomized controlled 

trial 

Emi 

Ishikawa 

Department of 

Dental 

Anaesthesiology

, Faculty of 

Dental Medicine 

and Graduate 

School of 

Dental 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Complement Ther 

Med. 

2025 Mar 

26:90:103169.  

PMID：40154579 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 R11 1 

その他 

(N/A) 
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48 

Efficacy of 

Rikkunshito on 

Chemotherapy-Induced 

Nausea and Vomiting in 

Patients with Uterine 

Corpus or Cervical 

Cancer Treated with 

Cisplatin-Based 

Regimen -

Placebocontrolled,Doub

le-Blind, Randomized 

Confirmatory 

Study(JORTC-KMP03) 

Yosuke 

Konno 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

Integr Cancer 

Ther. 

2025 Jan-

Dec:24:153473542

51329346. doi: 

10.1177/15347354

251329346. 

Epub 2025 Mar 

29. 

PMID：40156342 

主解析

論文 

医薬

品 
成人 

R11：悪

心およ

び嘔

吐、

Z51.1：

抗悪性

腫瘍薬

の化学

療法 

17 3 

 （注）1 「特定臨床研究の実施に伴い発表した質の高い論文」と判断されるものを 45 件以上記入すること（審査の結果、実績に該当しない旨の判

断がされる場合もあることから、可能な限り多くの論文を記載することが望ましい。） 
「特定臨床研究の実施に伴い発表した質の高い論文」とは、特定臨床研究が実施されたことによって発表された学術論文のうち、査読の       

ある学術雑誌（自機関発行雑誌は除く。）に英文で掲載されており、かつ、米国国立医学図書館が提供する医学・生物学分野の学術文献デ

ータベースに掲載されている学術論文であって、原則として、主解析論文、サブ解析論文（個別の試験実施施設の結果等を含むサブグルー

プ解析の論文）、プロトコール論文をいうこと。このうち、プロトコール論文については、すでに症例登録がなされているものを対象とし、

６件以下とすること（特定領域に係る臨床研究を主として行う申請機関の場合は除く。）。 
2 原則として、筆頭著者（ダブル筆頭著者の場合を含む）の所属先が当該申請機関である論文を対象とするが、 

・ⅰ)大学病院において、実体上、大学の講座と病院の診療科が同一の組織として研究活動を行っている場合 
ⅱ)高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人等において、研究所が病院に隣接しており、同一の組織として研究活動を行ってい

る場合 については、筆頭著者の所属先が当該大学・研究所であっても対象に含めて差し支えないこと。 
・研究計画書に定める研究責任者が当該申請機関に所属し、当該申請機関が研究支援（研究実施調整業務、プロトコール作成、統計解析、

データマネジメント、モニタリング等）を行い実施した研究に基づく論文については、筆頭著者が当該申請機関以外の所属であっても対

象に含めて差し支えないこと。（この場合、研究責任者名とその所属について別添２の２に記載すること。） 
・特定領域に係る臨床研究を主として行う申請機関の場合は、研究計画書に定める研究責任者の所属機関が当該申請機関以外の所属であっ     

ても、当該申請機関が研究支援（「研究実施調整業務」及び「プロトコール作成、データマネジメント、モニタリング、統計解析等の支

援」を行った場合に限る。）を行い実施した研究に基づく論文も対象に含めて差し支えないこと。（この場合、研究支援の内容について

別添２の２に記載すること。） 

3 「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。発表者の所属が複数ある場合は、すべてを記載とす

ること。 

4 「役割」については、１、２又は３と記載すること。「１」は筆頭著者が当該申請機関所属の場合に、「２」は筆頭著者は当該申請機関に

所属していないが研究計画書に定める研究責任者が当該申請機関所属の場合に、「３」はその他の場合に記載すること。「３」の場合には、
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別添２の１に筆頭著者及び研究責任者の氏名と所属を記載すること。 

5 「雑誌名・出版年月等」の欄には、「雑誌名」「出版年月」「PMID（PubMed ID）」について記載すること。「出版年月」については、雑誌

掲載月又は Epub ahead of print の掲載日とするが、次年度以後に提出する業務報告書において記載変更は認めないこと。 

6 「論文種別」の欄には、主解析論文、サブ解析論文、プロトコール論文のいずれかを記載すること。いずれにも該当しない場合は、「その

他」と記載し、別添２の２に説明を記載すること。 

7 「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、１(1)の(注) 2～7 を参照し、記載するこ

と。 

8 詳細は別添２の２に記載すること。 

9 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

10 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(2) その他の論文 

番

号 
題名 発表者氏名 発表者の所属 

役

割 

雑誌名・出版年

月等 

論文種

別 

医薬品

等区分 

小児／ 

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase

） 

1 

The agreement 

between measured 

HbA1c and optimized 

target HbA1c based 

on the Dementia 

Assessment Sheet for 

Community-based 

Integrated Care 

System 8-items 

(DASC-8): A cross-

sectional study of 

older patients with 

diabetes 

Aika Miya 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Geriatr 

Gerontol Int. 

2022 

Aug;22(8):560-

567. 

PMID：35773969 

主解析

論文 

その他

（コホ

ート研

究） 

成人 糖尿病 6 4 

2 

Aberrant functional 

connectivity 

relevant to 

interoception 

predicting 

therapeutic respose 

to biologics in 

inflammatory 

arthritis 

Nobuya Abe 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Semin 

Arthritis 

Rheum. 

2022 

Aug;55:151994. 

PMID：35325802 

主解析

論文 
医薬品 成人 

関節リ

ウマチ 
1 4 
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3 

Disease activity as 

a risk factor for 

venous 

thromboembolism in 

rheumatoid arthritis 

analysed using time-

averaged DAS28CRP: a 

nested case-control 

study 

Masaru 

Yoshimura 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Rheumatol Int. 

2022 

Nov;42(11):193

9-1946. 

PMID：35384451 

主解析

論文 

その他

（コホ

ート研

究） 

成人 
関節リ

ウマチ 
1 4 

4 

Multicenter, 

prospective, 

observational study 

of chemotherapy-

induced dysgeusia in 

gastrointestinal 

cancer. 

Ken Ito 

Department of 

Gastroenterology 

and Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Support Care 

Cancer. 

2022 

Jun;30(6):5351

-5359. 

PMID：35292848 

観察研

究 
医薬品 成人 

C189、

C20、

C169、

C259、

C240、

C248、

C249 

17 

その他 

(観察研

究) 

5 

Prognostic value of 

[18F]FDG-PET prior 

to [131I]MIBG 

treatment for 

pheochromocytoma and 

paraganglioma 

(PPGL). 

Junki 

Takenaka 

Department of 

Nucllear 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Ann Nucl Med. 

2023 

Jan;37(1):10-

17. 

PMID：36301465 

観察研

究 
医薬品 成人 

C74, 

C75 
1 その他 
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6 

Identification of 

patients with 

Graves' disease who 

benefit from high-

dose radioactive 

iodine therapy. 

Shiro 

Watanabe 

Department of 

Nuclear 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Ann Nucl Med. 

2022 

Nov;36(11):923

-930. 

PMID：35972673 

観察研

究 
その他 成人 E050 2 その他 

7 

C-reactive protein 

level predicts need 

for medical 

intervention in 

pregnant women with 

SARS-CoV2 infection: 

A retrospective 

study. 

Ryutaro 

Yamamoto 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

J Obstet 

Gynaecol Res 

2022 

Apr;48(4):938-

945. 

PMID：35170165 

観察研

究 

その他

（診

断） 

成人 J12 1 

その他

（該当な

し） 

8 

Association between 

pre-pregnancy body 

mass index and 

gestational weight 

gain and perinatal 

outcomes in pregnant 

women diagnosed with 

gestational diabetes 

mellitus: The Japan 

Environment and 

Children's Study 

Yoshihiro 

Saito 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

J Diabetes 

Investig 

2022May;13(5):

889-899. 

PMID：34845867 

疫学研

究 

その他

（疫

学） 

小児・

成人 
O24 多数 

その他

（該当な

し） 
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9 

Prevention of venous 

thromboembolism in 

pregnant women with 

congenital 

antithrombin 

deficiency: a 

retrospective study 

of a candidate 

protocol 

Mamoru 

Morikawa 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Kansai Medical 

University 

1 

Int J Hematol 

2022 

Jul;116(1):60-

70. 

PMID：35316497 

観察研

究 

その他

（診

断） 

成人 I802 1 

その他

（該当な

し） 

10 

Changes in Serum 

Levels of Ketone 

Bodies and Human 

Chorionic 

Gonadotropin during 

Pregnancy in 

Relation to the 

Neonatal Body Shape: 

A Retrospective 

Analysis. 

Kiwamu 

Noshiro 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

Nutrients 

2022 May 

9;14(9):1971. 

PMID：35565938 

観察研

究 

その他

（診

断） 

成人 O25 4 

その他

（該当な

し） 

11 

Neurodevelopmental 

delay up to the age 

of 4 years in 

infants born to 

women with 

gestational diabetes 

mellitus: The Japan 

Environment and 

Children's Study 

Yoshihiro 

Saito 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

J Diabetes 

Investig. 

2022 

May;13(5):889-

899. 

PMID：36134892 

疫学研

究 

その他

（診

断） 

小児・

成人 
O24 多数 

その他

（該当な

し） 
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12 

Association between 

Edinburgh Postnatal 

Depression Scale and 

Serum Levels of 

Ketone Bodies and 

Vitamin D, Thyroid 

Function, and Iron 

Metabolism 

Kiwamu 

Noshiro 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

Nutrients.  

2023 Feb 

2;15(3):768. 

PMID：36771476 

観察研

究 

その他

（診

断） 

成人 F530 4 

その他

（該当な

し） 

13 

Pretreatment 

elevated mean 

corpuscular volume 

as an indicator for 

high risk esophageal 

second primary 

cancer in patients 

with head and neck 

cancer. 

Nayuta 

Tsushima 

Department of 

Otolaryngology-

Head and Neck 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Auris Nasus 

Larynx. 

2023 

Jun;50(3):423-

429. 

Epub 2022 Oct 

10. 

PMID：36229311 

観察研

究 

その他

（病態

生理） 

成人 

C09,C1

0,C12,

C13,C1

5,C32 

1 

その他

（観察研

究） 

14 

Association of gene 

mutations with 

clinicopathologic 

features in patients 

with external 

auditory canal 

squamous cell 

carcinoma. 

Shinya 

Morita 

Department of 

Otolaryngology-

Head & Neck 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine 

1 

Int J Clin 

Oncol. 

2022 

Sep;27(9):1394

-1403. 

PMID：35698008 

観察研

究 

その他

（病態

生理） 

成人 C442 1 

その他

（観察研

究） 
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15 

Evaluation of 

Semicircular Canal 

Function by Video 

Head Impulse Test in 

Patients With 

Labyrinthine Fistula 

Due to 

Cholesteatoma. 

Keishi 

Fujiwara 

Department of 

Otolaryngology-

Head & Neck 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Otol Neurotol. 

2022 Jun 

1;43(5):587-

593. 

PMID：35617006 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 H71 1 

その他

（観察研

究） 

16 

Schlafen family 

member 11 indicates 

favorable prognosis 

of patients with 

head and neck cancer 

following platinum-

based 

chemoradiotherapy 

Seijiro 

Hamada 

Department of 

Otolaryngology-

Head & Neck 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Front Oncol. 

2023 Jan 

19;12:978875. 

PMID：36741698 

観察研

究 

その他

（病態

生理） 

成人 

C09,C1

0,C12,

C13,C1

5,C32 

1 

その他

（観察研

究） 
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17 

Correlation of 

UGT1A1 Gene 

Polymorphisms or 

Prior Irinotecan 

Treatment and 

Treatment Outcomes 

of Nanoliposomal-

Irinotecan plus 5-

Fluorouracil/Leucovo

rin for Pancreatic 

Ductal 

Adenocarcinoma: A 

Multicenter, 

Retrospective Cohort 

Study (HGCSG2101) 

Kazuaki 

Harada 

Depaetment of 

Gastroenterology

,Hokkaido 

University 

1 

J Clin Med. 

2023 Feb 

17;12(4):1596. 

PMID：36836140 

観察研

究 
医薬品 成人 

不明

（膵

癌） 

多施設 
Retro 観

察 

18 

Versican Secreted by 

Cancer-Associated 

Fibroblasts is a 

Poor Prognostic 

Factor in 

Hepatocellular 

Carcinoma 

Koichi 

Kato 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery1 

1 

Ann Surg 

Oncol. 

2022 

Oct;29(11):713

5-7146. 

PMID：35543908 

観察研

究 

その他

（病態

解明に

関する

研究） 

成人 C22 1 

その他

（観察研

究） 
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19 

A novel risk 

stratification model 

based on the 

Children's Hepatic 

Tumours 

International 

Collaboration-

Hepatoblastoma 

Stratification and 

deoxyribonucleic 

acid methylation 

analysis for 

hepatoblastoma 

Takafumi 

Kondo 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery1 

1 

Eur J Cancer. 

2022 

Sep;172:311-

322. 

PMID：35816972 

観察研

究 

その他

（病態

解明に

関する

研究） 

小児 C22 8 

その他

（観察研

究） 

20 

Combination therapy 

for hepatocellular 

carcinoma with 

diacylglycerol 

kinase alpha 

inhibition and anti-

programmed cell 

death-1 ligand 

blockade 

Naoki 

Okada 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery1 

1 

Cancer Immunol 

Immunother. 

2022 

Apr;71(4):889-

903. 

PMID：34482409 

観察研

究 

その他

（病態

解明に

関する

研究） 

成人 C22 1 

その他

（観察研

究） 

21 

Hepatectomy is 

Beneficial in Select 

Patients with 

Multiple 

Hepatocellular 

Carcinomas 

Tatsuya 

Orimo 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery1 

1 

Ann Surg 

Oncol. 

2022 

Dec;29(13):843

6-8445. 

PMID：36100832 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 C22 1 

その他

（観察研

究） 
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22 

Exploration of the 

advantages of 

minimally invasive 

surgery for clinical 

T4 colorectal cancer 

compared with open 

surgery: A matched-

pair analysis 

Ken 

Imaizumi 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery1 

1 

Medicine 

(Baltimore). 

2022 Aug 

12;101(32):e29

869. 

PMID：35960060 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 C22 1 

その他

（観察研

究） 

23 

Impact of comorbid 

renal dysfunction in 

patients with 

hepatocellular 

carcinoma on long-

term outcomes after 

curative resection 

Yuzuru 

Sakamoto 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery1 

1 

World J 

Gastrointest 

Surg. 

2022 Jul 

27;14(7):670-

684. 

PMID：36158275 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 C22 1 

その他

（観察研

究） 

24 

Genetic Analyses of 

Cell-Free DNA in 

Pancreatic Juice or 

Bile for Diagnosing 

Pancreatic Duct and 

Biliary Tract 

Strictures. 

Kosuke 

Nagai 

Department of 

Gastroenterology 

and Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Diagnostics 

(Basel). 

2022 Nov 

5;12(11):2704. 

PMID：36359547 

主解析

論文 

手術・

手技 
成人 

C259 

C240 

K830 

K831 

K805 

1 

その他 

(観察研

究) 

25 

Characteristics and 

usefulness of 

transabdominal 

ultrasonography in 

immune-mediated 

colitis. 

Kensuke 

Sakurai 

Department of 

Gastroenterology 

and Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Intest Res. 

2023 

Jan;21(1):126-

136. 

PMID：35860848 

観察研

究 

その他

（検

査） 

成人 
K521 

Y579 
1 

その他 

(観察研

究) 
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26 

Analysis of the 

Pancreatic Cancer 

Microbiome Using 

Endoscopic 

Ultrasound-Guided 

Fine-Needle 

Aspiration-Derived 

Samples 

Shintaro 

Nakano 

Department of 

Gastroenterology 

and Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Pancreas. 

2022 Apr 

1;51(4):351-

357. 

PMID：35695806 

主解析

論文 
手技 成人 C25 1 

その他 

(病態解

明に関わ

る研究) 

27 

Usefulness of 

ultrasonography and 

elastography in 

diagnosing 

oxaliplatin-induced 

sinusoidal 

obstruction 

syndrome. 

Rika Saito 

Department of 

Gastroenterology 

and Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Int J Clin 

Oncol. 

2022 

Nov;27(11):178

0-1790. 

PMID：36042137 

観察研

究 
手技 成人 K76 1 

その他 

(観察研

究) 

28 

Correlation 

of UGT1A1 Gene 

Polymorphisms or 

Prior Irinotecan 

Treatment and 

Treatment Outcomes 

of Nanoliposomal-

Irinotecan plus 5-

Fluorouracil/Leucovo

rin for Pancreatic 

Ductal 

Adenocarcinoma: A 

Multicenter, 

Retrospective Cohort 

Study (HGCSG2101) 

Kazuaki 

Harada 

Department of 

Gastroenterology 

and Hepatology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Clin Med. 

2023 Feb 

17;12(4):1596. 

PMID：36836140 

リアル

ワール

ドデー

タを用

いた臨

床研究 

医薬品 成人 C25 10 

その他

(観察研

究) 



（様式第２） 

 53 / 72 
 

29 

A preliminary 

prediction model 

using a deep 

learning software 

program for 

prolonged 

hospitalization 

after cardiovascular 

surgery 

Ryota 

Murase  

Department of 

Cardiovascular 

and Thoracic 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Surg Today. 

2023 

Mar;53(3):393-

395. 

PMID：35931880 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 I509 1 

その他

（薬剤や

手術の効

果を検討

した研究

ではな

い） 

30 

The relationship 

between years of 

anesthesia 

experience and 

first-time 

intubation success 

rate with direct 

laryngoscope and 

video laryngoscope 

in infants: a 

retrospective 

observational study 

Yuka 

Uchinami 

Department of 

Anesthesiology, 

Hokkaido 

University 

Hospital, N14 

W5, Sapporo 

060‑8648, Japan 

1 

J Anesth. 

2022 

Dec;36(6):707-

714. 

PMID：36125551 

観察研

究 

医療機

器 
小児 

複数疾

病 
1 その他 

31 

Evaluation of risk 

factors associated 

with carboplatin and 

nab-paclitaxel 

treatment suspension 

in patients with 

non-small cell lung 

cancer. 

Yoshitaka 

Saito 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Support Care 

Cancer. 

2022 

May;30(5):4081

-4088. 

PMID：35066667 

観察研

究 
医薬品 成人 C349 1 retro 
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32 

Impact of systemic 

dexamethasone 

administration on 

oral mucositis 

induced by 

anthracycline-

containing regimens 

in breast cancer 

treatment. 

Yoshitaka 

Saito 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Sci Rep. 

2022 Jul 

22;12(1):12587

. 

PMID：35869165 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 

33 

Influence of Dose 

Reduction of 

Prophylactic 

Dexamethasone on 

Chemotherapy-induced 

Nausea and Anorexia 

in Patients Under 55 

Years Old Treated 

With Anthracycline-

containing Regimens. 

Yoshitaka 

Saito 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Anticancer 

Res. 

2022 

Jul;42(7):3753

-3758. 

PMID：35790276 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 

34 

Risk Factor Analysis 

for the Occurrence 

of Severe Adverse 

Effects in Eribulin 

Treatment. 

Yoshitaka 

Saito 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Anticancer 

Res. 

2022 

Jul;42(7):3693

-3700. 

PMID：35790277 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 
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35 

Evaluation of risk 

factors for 

chemotherapy-induced 

nausea and vomiting 

in cisplatin and 

gemcitabine 

treatment for 

biliary tract 

cancer: acid 

suppressants do not 

prevent nausea 

Yoshitaka 

Saito 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Pharmazie. 

2022 Jun 

1;77(6):196-

201. 

PMID：35751163 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 

36 

Suitability of oral 

rehydration solution 

(ORS) for use in the 

cisplatin short 

hydration method 

Yoshitaka 

Saito 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Anticancer 

Res. 

2022 

Jun;42(6):3185

-3193. 

PMID：35641251 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 

37 

Prediction and 

Implications of 

Edoxaban-Associated 

Bleeding in Patients 

after Critical 

Illness 

Ryusei 

Mikami 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Clin Med. 

2023 Jan 

21;12(3):860. 

PMID：36769508 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 

38 

Usefulness of the 

Albumin–Bilirubin 

Score in Determining 

the Initial Dose of 

Voriconazole for 

Patients with Liver 

Cirrhosis 

Shunsuke 

Nashimoto 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Biol Pharm 

Bull. 

2023;46(2):230

-236. 

PMID：36724951 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 
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39 

Onset timing and 

duration of 

augmented renal 

clearance in a mixed 

intensive care unit 

Ryusei 

Mikami 

Department of 

Pharmacy, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

J Intensive 

Care. 

2023 Mar 

23;11(1):13. 

PMID：36959656 

観察研

究 
医薬品 成人 不特定 1 retro 

40 

Impact of Endoscopic 

Surgical Skill 

Qualification on 

Laparoscopic 

Resections for 

Rectal Cancer in 

Japan: The EnSSURE 

Study 

Nobuki 

Ichikawa 

From the 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery I, 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Ann Surg Open. 

2022 Apr 

22;3(2):e160. 

PMID：37601611 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 C20 56 

その他

（観察研

究） 

41 

Long-term risk of a 

fatty liver in 

living donor 

Ryoichi 

Goto 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery I, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

Ann 

Gastroenterol 

Surg. 

2023 Feb 

2;7(4):645-

653. 

PMID：37416731 

観察研

究 
その他 成人 K76.0 1 その他 

42 

Post-transplant 

donor-specific anti-

HLA antibodies with 

a higher mean 

fluorescence 

intensity are 

associated with 

graft fibrosis in 

pediatric living 

donor liver 

transplantation 

Ryoichi 

Goto 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery I, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine 

1 

Front Pediatr. 

2023 Apr 

25;11:1172516. 

PMID：37181419 

観察研

究 
その他 小児 K74.0 1 その他 
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43 

Applicability of new 

proposed criteria 

for iron deficiency 

in Japanese patients 

with heart failure. 

Atsushi 

Tada 

Department of 

Cardiovascular 

Medicine, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

ESC Heart 

Fail. 

2023 

Apr;10(2):985-

994. 

PMID：36495060 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 I50 24 

その他

（該当し

ない） 

44 

Favorable effect of 

pemafibrate on 

glucose metabolism 

in subjects with 

type 2 diabetes and 

hypertriglyceridemia

: a subanalysis of 

the PARM-T2D study 

Hiroshi 

Nomoto 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Pharmaceutics. 

2023 Jun 

27;15(7):1838 

PMID：37514025 

観察研

究 
医薬品 成人 

2 型糖

尿病 
9 4 

45 

Inverse association 

between glucose 

variability and body 

fat in type 2 

diabetes with 

impaired endogenous 

insulin secretion 

assessed using 

continuous glucose 

monitoring: A 

prospective 

observational study. 

Aika Miya 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetes Obes 

Metab. 

2023 

Jul;25(7):1883

-1889. 

PMID：36906821 

観察研

究 

血液デ

ータ等 
成人 

2 型糖

尿病 
4 4 
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46 

Restoration of lymph 

flow by flap 

transfer can prevent 

severe lower 

extremity lymphedema 

after inguino-pelvic 

lymphadenectomy 

Taku Maeda 

Department of 

Plastic and 

Reconstructive 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Surgery Today 

2023 年 5 月 1

日 

PMID：36309621 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 

C43、

C44 
1 

その他

（観察研

究） 

47 

Targeted next-

generation 

sequencing for 

detection of PIK3CA 

mutations in 

archival tissues 

from patients with 

Klippel–Trenaunay 

syndrome in an Asian 

population 

Yuki 

Sasaki 

Department of 

Plastic and 

Reconstructive 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Orphanet 

Journal of 

Rare Diseases 

2023 年 9 月 4

日 

PMID：37667289 

観察研

究 

その他

（手術

検体） 

小児・

成人 
Q27 2 

その他

（観察研

究） 

48 

Efficacy of 

hyperbaric oxygen 

after microtia 

reconstruction using 

costal cartilage: A 

retrospective case-

control study 

Naoki 

Murao 

Department of 

Plastic and 

Reconstructive 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Undersea & 

Hyperbaric 

Medicine 

2023 年 11 月 8

日 

PMID：38055882 

観察研

究 

手術・

手技 
小児 Q17 1 

その他

（観察研

究） 
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49 

Utility of color 

doppler 

ultrasonography in 

monitoring of a free 

jejunal flap 

Taku Maeda 

Department of 

Plastic and 

Reconstructive 

Surgery, Faculty 

of Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Laryngoscope 

2023 年 11 月 14

日 

PMID：37382180 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 

C14、

C15 
1 

その他

（観察研

究） 

50 

Preferable effects 

of pemafibrate on 

liver function and 

fibrosis in subjects 

with type 2 diabetes 

complicated with 

liver damage 

Hiroshi 

Nomoto 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetol Metab 

Syndr. 2023 

Oct 

26;15(1):214 

PMID：37880780 

観察研

究 
医薬品 成人 

2 型糖

尿病 
9 4 

51 

Positive association 

between proinsulin 

and fatty liver 

index in people with 

type 2 diabetes 

Akinobu 

Nakamura 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Endocr J. 2023 

Dec 19. doi: 

10.1507/endocr

j.EJ23-0403. 

Online ahead 

of print. 

PMID：38123335 

観察研

究 

その他

（血清

プロイ

ンスリ

ン測

定） 

成人 
2 型糖

尿病 
4 4 
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52 

JCS 2023 Guideline 

on the Diagnosis and 

Treatment of 

Myocarditis 

Toshiyuki 

Nagai 

Department of 

Cardiovascular 

Medicine, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Circ J. 2023 

Apr;87(5):674-

754. 

PMID：36908170 

その他

(ガイ

ドライ

ン) 

手術・

手技 
成人 I50 18 

その他

(ガイド

ライン) 

53 

Association between 

Non-Lipid Residual 

Risk Factors and 

Cardiovascular 

Events in Patients 

with Stable Coronary 

Artery Disease 

Treated with 

Pitavastatin: An 

Observation from the 

REAL-CAD study. 

Kiwamu 

Kamiya 

Department of 

Cardiovascular 

Medicine, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

J Atheroscler 

Thromb.  

PMID：37574272 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 I50 13 

その他

（観察研

究） 

54 

Increased Piezo1 

expression in 

myofibroblasts in 

patients with 

symptomatic carotid 

atherosclerotic 

plaques undergoing 

carotid 

endarterectomy: A 

pilot study. 

Takao 

Konishi 

Department of 

Cardiovascular 

Medicine, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Vascular. 2023 

Jul;1708538123

11992380  

PMID：37499697 

観察研

究 

手術・

手技 
成人 I50 5 

その他

（観察研

究） 
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55 

16th International 

congress on 

antiphospholipid 

antibodies task 

force report on 

antiphospholipid 

syndrome laboratory 

diagnostics and 

trends 

Tatuya 

Atsumi 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Lupus 

. 2023 

Dec;32(14):162

5-1636. 

PMID：37933818 

その他

(総説) 
医薬品 成人 

抗リン

脂質抗

体 

6 4 

56 

Risk Factors for 

Pulmonary Arterial 

Hypertension in 

Patients With 

Systemic Lupus 

Erythematosus: A 

Systematic Review 

and Expert Consensus 

Tatsuya 

Atsumi 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

ACR Open 

Rheumatol 

. 2023 

Dec;5(12):663-

676.  

PMID：37794618 

A 

System

atic 

Review 

and 

Expert 

Consen

sus 

医薬品 成人 SLE 10 4 

57 

A study of risk 

factors of 

postoperative ileus 

after laparoscopic 

colorectal resection 

Sunao 

Fujiyoshi 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery 1, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Annals of 

Gastroenterolo

gical Surgery 

2023 Jun 

3;7(6):949-954 

PMID：37927918 

観察研

究 
その他 成人 K56.0 1 その他 
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58 

Feasibility of 

Laparoscopic and 

Robotic Total 

Proctocolectomy for 

Ulcerative Colitis-

related Colorectal 

Cancer 

Tadashi 

Yoshida 

Department of 

Gastroenterologi

cal Surgery  I, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Anticancer 

Res. 

2023 

Nov;43(11):524

5-5252 

PMID：37909995 

観察研

究 
その他 成人 K56.4 1 その他 

59 

Overall survival in 

Japanese patients 

with ER+/HER2- 

advanced breast 

cancer treated with 

first-line 

palbociclib plus 

letrozole. 

Masato 

Takahashi 

Department of 

Breast Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Breast Cancer. 

2024 

Jan;31(1):53-

62. 

PMID：37882974 

観察研

究 
医薬品 成人 C509 9 2 

60 

Positive association 

between proinsulin 

and fatty liver 

index in people with 

type 2 diabetes 

Akinobu 

Nakamura 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Endocr J. 

2024 Feb 

28;71(2):193-

197.  

PMID：38123335 

観察研

究 

血液デ

ータ等 
成人 

2 型糖

尿病 
4 4 
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61 

Real-world clinical 

evidence of oral 

semaglutide on 

metabolic 

abnormalities in 

subjects with type 2 

diabetes: a 

multicenter 

retrospective 

observational study 

(the Sapporo-Oral 

SEMA study) 

Sho 

Furusawa 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Endocr J. 

2024 Jun 

18;71(6):603-

616.  

PMID：38658349 

観察研

究 
医薬品 成人 

2 型糖

尿病 
4 4 

62 

Normalization of 

impared glucose 

tolerance after 

kidney 

transplantation is 

associated with 

improved beta-cell 

function 

Maiko 

Miyamoto 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Am J Physiol 

Endocrinol 

Metab. 

2024 Aug 

1;327(2):E194-

E202. 

PMID：38836778 

観察研

究 

血液デ

ータ等 
成人 

耐糖能

異常 
1 4 

63 

Positive association 

between the 

proinsulin-to-C-

peptide ratio and 

prolonged 

hyperglycemic time 

in type 2 diabetes 

Aika Miya 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Endocr J. 

2024 Apr 

30;71(4):403-

408. 

PMID：38403638 

観察研

究 

血液デ

ータ等 
成人 

2 型糖

尿病 
4 4 
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64 

Frequency and 

determinants of 

lipid management 

target achievement 

in primary 

prevention of 

cardiovascular 

disease in type 2 

diabetes 

Aika Miya 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetol Int. 

2024 Apr 

2;15(3):465-

473. 

PMID：39101195 

観察研

究 

血液デ

ータ等 
成人 

2 型糖

尿病 
4 4 

65 

Association of Oral 

Frailty with Medical 

Expenditure in Older 

Japanese Adults 

(The STudy of lAte-

stage oldeR adulTs 

in Tottori; START 

Tottori) 

Eri Arai 

Gerodontology、

Department of 

Oral Health 

Science, Faculty 

of Dental 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Gerodontology. 

2024 Jun 17.  

PMID：38887126 

疫学研

究 
その他 成人 R68 163 なし 

66 

Oral frailty, 

appetite, and 

dietary variety in 

late-stage older 

adults: A cross-

sectional study (The 

STudy of lAte-stage 

oldeR adulTs in 

Tottori; START 

Tottori) 

Sayuri 

Nakagawa 

Gerodontology、

Department of 

Oral Health 

Science, Faculty 

of Dental 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Geriatr 

Gerontol Int. 

2024 

Jun;24(6):626-

633. 

PMID：38714504 

疫学研

究 
その他 成人 R68 163 なし 
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67 

Association between 

oral frailty and 

Prevotella 

percentage in the 

oral microbiota of 

community-dwelling 

older adults who 

participated in the 

CHEER Iwamizawa 

project, Japan 

Chizuru 

Kimura 

Gerodontology、

Department of 

Oral Health 

Science, Faculty 

of Dental 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

J Oral 

Rehabil. 

2024 

Sep;51(9):1721

-1729.  

PMID：38850071 

疫学研

究 
その他 成人 R68 1 なし 

68 

Switching From 

Conventional 

Fibrates To 

Pemafibrate Has 

Beneficial Effects 

On The Renal 

Function Of Diabetic 

Subjects With 

Chronic Kidney 

Disease 

Rimi 

Izumihara 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Diabetes Metab 

J. 

2024 

May;48(3):473-

481.  

PMID：38419467 

観察研

究 
医薬品 成人 

2 型糖

尿病 
9 4 

69 

Validation of left 

ventricular filling 

pressure evaluation 

by order of 

tricuspid and mitral 

valve opening in 

patients with atrial 

fibrillation 

Hisao 

Nishino 

 

Michito 

Murayama 

Division of 

Laboratory and 

Transfusion 

Medicine, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

 

Faculty of 

Health Sciences, 

Hokkaido 

University 

1 

Circ 

Cardiovasc 

Imaging. 

2024 

Nov;17(11):e01

7134.  

PMID：39534982 

その他

（診断

法に関

する研

究） 

その他

（該当

なし） 

成人 Ｉ50 4 

その他

（該当な

し） 
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70 

Plasma Angiogenic 

Factors as 

Predictors of the 

Efficacy of Second-

line Chemotherapy 

Combined with 

Angiogenesis 

Inhibitors in 

Metastatic 

Colorectal Cancer: 

Results From the GI-

SCREEN CRC-Ukit 

Study 

Satoshi 

Yuki 

Department of 

Gastroenterology 

and 

Hepatology,Hokka

ido University 

Hospital 

1 

Clin 

Colorectal 

Cancer. 

2024 

Jun;23(2):147-

159 

PMID：38331650 

観察研

究 

検査 

医薬品 
成人 

C18,19

,20 
27 観察研究 

71 

Risk factors for 

recurrent biliary 

obstruction 

following endoscopic 

biliary stenting in 

patients with 

unresectable 

ampullary cancer: A 

multicenter 

retrospective study. 

Ryo 

Sugiura 

Department of 

Gastroenterology 

and 

Hepatology,Hokka

ido University 

Hospital 

1 

J Dig Dis. 

2024 

May;25(5):310-

317 

PMID：38973135 

後方視

的観察

研究 

手術・

手技 
成人 C241 20 

その他

（市販品

を用いた

一般的手

技） 
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72 

Prevalence, patient 

characteristics and 

treatment patterns 

among systemic lupus 

erythematosus-

pulmonary arterial 

hypertension 

patients in real-

world clinical 

practice: A 

retrospective 

analysis of Medical 

Data Vision Database 

in Japan 

Tatsuya 

Atsumi 

Department of 

Rheumatology, 

Endocrinology 

and Nephrology, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

1 

Modern 

Rheumatl. 

2024 Jul 

6;34(4):741-

749. 

PMID：37747781 

疫学研

究 
医薬品 成人 膠原病 多数 4 

73 

Prognostic impact of 

the number of 

resected pelvic 

nodes in endometrial 

cancer: Japanese 

Gynecologic Oncology 

Group Study JGOG2043 

post hoc analysis 

Yosuke 

Konno 

Department of 

Obstetrics and 

Gynecology, 

Hokkaido 

University 

Graduate School 

of Medicine and 

Faculty of 

Medicine, 

Sapporo, Japan. 

1 

J Gynecol 

Oncol. 

2024 Jun 3. 

PMID：38857908 

介入研

究 

手術・

手技 
成人 C54.1 118 3 
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74 

Non-small cell lung 

cancer with 

synchronous brain 

metastases: 

Identification of 

prognostic factors 

in a retrospective 

multicenter study 

(HOT 1701) 

Yoshihito 

Ohhara 

Department of 

Medical 

Oncology, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

1 

Neurooncol 

Adv. 

2024 Oct 

5;6(1):vdae168

. 

PMID：39539600 

観察研

究 

その他 

（臨床

データ

の観察

研究） 

成人 C349 14 

その他 

（後方視

的観察研

究） 

75 

Preoperative risk 

factors for skeletal 

muscle mass loss in 

patients with 

biliary tract 

cancer. 

Ryo 

Sugiura 

Department of 

Gastroenterology 

and 

Hepatology,Hokka

ido University 

Hospital 

1 

J 

Hepatobiliary 

Pancreat Sci. 

2024 

Aug;31(8):549-

558. 

PMID：38845092 

後方視

的観察

研究 

検査 

医薬品 
成人 C241 1 

その他

（市販品

を用いた

一般的手

技） 

76 

Preoperative risk 

factors for skeletal 

muscle mass loss in 

patients with 

biliary tract 

cancer. 

Ryutaro 

Furukawa 

Department of 

Gastroenterology 

and 

Hepatology,Hokka

ido University 

Hospital 

1 

Sci Rep. 

2024 May 

28;14(1):12224

. 

PMID：38806529 

後方視

的観察

研究 

検査 

医薬品 
成人 

C241 

C250 

K803 

1 

その他

（市販品

を用いた

一般的手

技） 

（注）1 対象となる論文は、２(1)の(注)1・2 を参照すること。 
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2 筆頭著者又は研究責任者が当該申請機関に所属しない場合であっても、当該申請機関が研究支援（プロトコール作成支援、データマネジメ

ント、モニタリング、統計解析、研究実施調整業務等）を行い実施した研究に基づく論文は記載すること。その際、研究支援の内容につい

ては別添２の２に記載すること。 

3 「役割」については、(1)の(注)4 を参照し、記載すること。 

4 「医薬品等分類」の欄は、研究の対象について、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」「手術・手技」のうち、該当するすべてを記

載すること。いずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」として（）内に詳細を記載すること。 

5 「論文種別」の欄には、疫学研究、観察研究、介入研究のいずれかを記載すること。いずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」とし

て（）内に詳細を記載すること。 

6 「医薬品等区分」「小児・成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、１(1)の(注) 3～7 を参照し、記載するこ

と。 

7  詳細は別添２の２に記載すること。 

8 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

9 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(3) 診療ガイドラインの根拠になった論文 

番

号 
題名 

発表者氏

名 
発表者の所属 

雑誌名・出版年月

等 
根拠として採用された診療ガイドライン 

1 

Dose-Finding and 

Efficacy 

Confirmation Trial 

of the 

Superselective 

Intra-arterial 

Infusion of 

Cisplatin and 

Concomitant 

Radiation Therapy 

for Locally 

Advanced Maxillary 

Sinus Cancer 

(JCOG1212): 

Results of the 

Efficacy 

Confirmation Phase 

in Patients with 

T4aN0M0 

 

 

Akihiro 

Homma 

Department of 

Otolaryngology-

Head and Neck 

Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

Int J Radiat 

Oncol Biol Phys. 

2023 Nov 24 

PMID：38008195 

日本癌治療学会 頭頸部癌診療ガイドライン

2022 年版の「IV-11.がん薬物療法」に追記すべ

き臨床試験の結果として掲載（web, 2024 年 1

月 17 日） 

http://www.jshnc.umin.ne.jp/guideline.html 

 

2 

Clinical Outcomes 

of Total Wrist 

Arthroplasty in 

Patients with 

Rheumatoid 

Arthritis: Minimum 

10-Year Follow-Up 

Study 

Yuichiro 

Matsui 

Department of 

Orthopaedic 

Surgery, 

Hokkaido 

University 

Hospital 

J Hand Surg Am. 

2024 Apr 

9:S0363-

5023(24)00098-4. 

PMID：38597835 

一般社団法人日本手外科学会「DARTS 人工手関

節ガイドライン」（2021 年 1 月） 
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3 

JCS 2023 Guideline 

on the Diagnosis 

and Treatment of 

Myocarditis 

Toshiyuki 

Nagai 

Department of 

Cardiovascular 

Medicine, 

Faculty of 

Medicine and 

Graduate School 

of Medicine, 

Hokkaido 

University 

Circ J. 2023 

Apr;87(5):674-

754. 

PMID：36908170 

2023 年改訂版 心筋炎の診断・治療に関するガ

イドライン 2023 年 3 月 11 日 

 

（注）1 「雑誌名・出版年月等」の欄は、2(1)の(注)5 を参照し記載すること。また、当該ガイドラインは最新版のものであること。 

2 「根拠として採用された診療ガイドライン」の欄には、「ガイドライン名」「ガイドラインの出版年月」について記載すること。 

3 (1)(2)と重複して差し支えない。 

4 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

5  申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(4) 薬事申請・承認の根拠になった研究又は論文 

番号 題名 
発表者

氏名 

発表者の所

属 

雑誌名・出版年月等

又は登録 ID 等 
医薬品等区分 承認番号等 

1 

Efficacy and 

Safety of Single-

dose Pegfilgrastim 

for CD34+ Cell 

Mobilization in 

Healthy 

Volunteers: A 

Phase 2 Study 

Hideki 

Goto 

Department 

of 

Hematology, 

Hokkaido 

University 

Faculty of 

Medicine 

Transplantation. 

2024 Apr 

1;108(4):996-1003. 

PMID：38012835 

医薬品 

ジーラスタ保険適応拡大の根拠となっ

た。ジーラスタ承認番号: 

22600AMX01304000 

（https://www.kegg.jp/medicus-

bin/japic_med?japic_code=00063355） 

（注）1 「雑誌名・出版年月等又は登録 ID 等」の欄は、「雑誌名・出版年月等」については２(1)の(注)5 を参照し記載すること。「登録 ID 等」に      

ついては、１(1)の（注）1 または１(2)の（注）2 を参照し記載すること。 

2 「医薬品等区分」の欄は、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」のうち該当するものを記載すること。 

3 「承認番号等」の欄には、薬事にかかる承認番号、認証番号、届出番号又は承認申請中（認証申請の場合は認証申請中）と記載するこ  

と。 

4 (1)(2)(3)と重複して差し支えない。 

5 他の臨床研究中核病院と重複がないこと。 

6 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、 

特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした実績 

 

１ 他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした件数 

(1) 医師主導治験 

番

号 
治験名 

治験調

整医師

名 

治験調

整医師

所属 

届出日 
登録 ID

等 

主導的

な役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 

天然型マイクロ RNA 補充

療法による悪性胸膜中皮

腫を対象とした医師主導

治験（第 I 相反復投与試

験） 

岡田 

守人 

（田原 

栄俊） 

広島大

学 

2022/4/

6 

jRCT206

1220015 
2 医薬品 成人 C45 1 1 

2 

進行期乳房外パジェット

病に対するエリブリン単

剤療法の第Ⅱ相臨床試験 

柳 輝

希 
皮膚科 

2022/10

/21 

jRCT201

1220022 
1 医薬品 成人 C44 3 2 

3 

経食道運動誘発電位なら

びに測定に用いる経食道

脊髄刺激電極の有効性及

び安全性を検討する第III

相試験 

椎谷 紀

彦 

浜松医

科大学 

2023/9/

26 

jRCT204

2230116 
2 

医療機

器 
成人 G822 11 3 
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4 

高齢心不全患者におけるF

raity Finderの性能検証

試験 

永井 利

幸 

循 環 器

内科 

2024/12

/2 

jRCT201

2240059 
1 

医療機

器 
成人 I509 6 3 

（注）1 主導的な役割を果たした実績の詳細は、別添３に記載すること。 
2 「登録ID等」の欄には、治験計画届書の受理時に独立行政法人 医薬品医療機器総合機構から発行された受付番号（当該治験の最初の届出
時のもの）を記載すること。 

3 「主導的な役割」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該病院において当該特定臨床研究の実施に関する業務を統括する責任者を
定めた場合に、２は、当該病院が他の病院又は診療所に対し当該特定臨床研究の実施に関する包括的な支援を行った場合に記載すること。
２と記載した場合には、包括的な支援の内容を証明するために必要な書類を添付すること。なお、「包括的な支援を行った場合」とは、プ
ロトコール作成支援、データマネジメント、モニタリング等の当該研究に係る主要な臨床研究支援業務を包括的に請け負った場合を指す。 

4 「医薬品等区分」の欄は、研究の対象について、「医薬品」「医療機器」「再生医療等製品」のうち、該当するものすべてを記載すること。

平成 30 年 3 月 31 日までに開始し、平成 31 年 3 月 31 日までに終了した臨床研究の場合は、記載しなくても差し支えない。 

5 「小児／成人」の欄は、被験者・研究対象者が「小児」「成人」「小児・成人」のいずれに該当するかを記載すること。「小児」について

は、研究対象者が満 18 歳までの場合とすること。18 歳未満の者と 18 歳以上の者を被験者・研究対象者として含む場合は、「小児・成人」

と記載すること。 
6 「疾病等分類」の欄は、世界保健機関（WHO）による International Statistical Classification of Disease and Related Health 
Problems-10（2003 年版）（以下「ICD-10」という。）に準拠した「基本分類表（2013 年度版）準拠」の 3 桁分類を用いて、該当するすべ
てを記載すること。複数の疾病を対象とする研究であって記載が困難である場合は、「該当無し（疾病横断）」と記載すること。 

7 「実施施設数」の欄は、研究を実施した施設の数を数字で記入すること。単施設で実施される研究の場合は１と記載すること。当該病院
が他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合には、数字の後ろに○をつけること。 

8 「フェーズ（Phase）」の欄は、phaseⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの研究開発段階に応じ、「１」「２」「３」「４」のいずれかで記載すること。い
ずれにも該当しない場合は、「その他（ ）」と記載し、（）内に具体的に記載すること 

9 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添
２の１にその旨の説明を記載すること。 

10 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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(2)臨床研究 

番号 臨床研究名 
研究代表

医師 

研究代

表医師

所属 

開始日 
登録 ID

等 

主導的

な 

役割 

医薬品

等区分 

小児／

成人 

疾病等

分類 

実施 

施設数 

フェーズ

（Phase） 

1 

2 型糖尿病における DPP-4

阻害薬とメトホルミンの

併用療法へのイメグリミ

ン追加ないしメトホルミ

ン増量による血糖コント

ロールへの影響に関する

検討－多施設共同前向き

非盲検並行群間無作為化

比較研究－ 

中村 

昭伸 

糖尿病

・内分

泌内科 

2022/5/

11 

jRCT101

1220005 
1 医薬品 成人 E11 7 4 

2 

臓器温存を念頭においた

局所進行直腸癌に対する

化学放射線療法、化学療法

(CapeOX)逐次施行の奏効

割合、予後および QOL に関

する探索的検討（略称：R-

NAC02 試験） 

武冨 

紹信 

消化器

外科Ⅰ 

2022/9/

27 

jRCTs01

1220019 
1 医薬品 成人 C20 9 2 

3 

帯電微粒子水環境の風邪

症候群の発現を評価する

探索的臨床研究 

今野 

哲 

呼吸器

内科 

2023/7/

26 

jRCTs01

2230022 
1 

医療機

器 
成人 

（風邪

症候

群） 

2 N/A 
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4 

骨粗鬆症を有する血液透

析患者へのテリパラチド

オートインジェクター製

剤の安全性と有効性の検

討 

西尾 妙

織 

リウマ

チ・腎

臓内科 

2023/11

/14 

jRCTs01

1230047 

-2 

1 医薬品 成人 N18 19 N/A 

5 

食道表在癌に対するアル

ゴンプラズマ併用高周波

凝固焼灼療法の有効性及

び安全性を検討する臨床

試験 

小野 尚

子 

光学医

療診療

部 

2024/5/

1 

jRCTs01

2240006 
1 

医療機

器 
成人 Ｃ15 6 2 

6 

偶発性低体温症に対する

血管内カテーテルを用い

た復温療法の有用性と安

全性についての多施設共

同無作為化比較試験

（ICE-CRASH Ⅱ study 

高氏 修

平 
救急科 

2024/11

/20 

jRCT101

2240051 
1 

医療機

器 
成人 T68 26 N/A 

（注）1 「開始日」の欄には、実施計画が臨床研究法施行規則第24条第１項に規定するデータベース（jRCT）に公表された日を記載すること。た

だし、平成30年3月31日までに開始した臨床研究については、臨床研究の実施を研究機関の長が許可した日を記載すること。 

    2 「登録ID等」の欄には、jRCTに登録した番号を記載すること。なお、同法の施行前に｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基

づき実施した臨床研究等、jRCTに登録した番号がない臨床研究については、｢人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」において登録

が求められている国立大学附属病院長会議、一般財団法人日本医薬情報センター又は公益社団法人日本医師会が設置している公開データベ

ースにおいて、臨床研究ごとに割り当てられた固有の識別番号を記載すること（国立大学附属病院長会議であれば「UMIN＋9桁の数字」、

一般財団法人日本医薬情報センターであれば「JapicCTI-＋6桁の数字」、公益社団法人日本医師会であれば「JMA-IIA＋5桁の数字」）。 

3 「主導的な役割」「医薬品等区分」「小児／成人」「疾病等分類」「実施施設数」「フェーズ（Phase）」の欄は、(1)の(注)3～8を参照

し記載すること。 

4 様式第２に記載のない臨床研究については、特定臨床研究であることの説明を別添２の１に記載すること。ただし、平成 30 年 3 月 31 日

までに開始した臨床研究については、医薬品、医療機器又は再生医療等製品を用いた侵襲及び介入を伴う臨床研究であることの説明を別添

２の１に記載すること。 

5 特定領域に係る特定臨床研究中核的な役割を担う臨床研究中核病院として申請する場合は、当該領域に係る特定臨床研究については別添２    
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の１にその旨の説明を記載すること。  

6 申請の前月又は前年度から過去３年間の実績を記載すること。 
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他の病院又は診療所に対し、特定臨床研究の実施に関する相談に応じ、必要な情報の提供、助言その他の援助を行つた実績 

 

１ 他の病院又は診療所に対して、特定臨床研究に係る支援を行った件数 

番号 登録ID等 治験・臨床研究名 支援対象機関 研究支援の種類 特定臨床研究であることの説明 

1 
治験届受付番号 

2020-6301 

BRCA 遺伝子変異を有する

切除不能な進行・再発の胆

道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対

するNiraparib の多施設共

同第Ⅱ相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

神奈川県立病院機構 

神奈川県立がんセンター 

大阪大学医学部附属病院 

国立病院機構九州がんセン

ター 

研究事務局・調整事務局（研

究実施の調整に係る業務支

援） 

BRCA遺伝子変異を有する切除不能な進

行・再発の胆道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対する

Niraparib の有効性を探索的に評価す

る医師主導治験である。 

2 
治験届受付番号 

2020-6301 

BRCA 遺伝子変異を有する

切除不能な進行・再発の胆

道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対

するNiraparib の多施設共

同第Ⅱ相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

神奈川県立病院機構 

神奈川県立がんセンター 

大阪大学医学部附属病院 

国立病院機構九州がんセン

ター 

データマネジメント 

BRCA遺伝子変異を有する切除不能な進

行・再発の胆道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対する

Niraparib の有効性を探索的に評価す

る医師主導治験である。 

3 
治験届受付番号 

2020-6301 

BRCA 遺伝子変異を有する

切除不能な進行・再発の胆

道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対

するNiraparib の多施設共

同第Ⅱ相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

神奈川県立病院機構 

神奈川県立がんセンター 

統計解析 

BRCA遺伝子変異を有する切除不能な進

行・再発の胆道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対する

Niraparib の有効性を探索的に評価す

る医師主導治験である。 
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大阪大学医学部附属病院 

国立病院機構九州がんセン

ター 

4 
治験届受付番号 

2020-6301 

BRCA 遺伝子変異を有する

切除不能な進行・再発の胆

道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対

するNiraparib の多施設共

同第Ⅱ相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

神奈川県立病院機構 

神奈川県立がんセンター 

大阪大学医学部附属病院 

国立病院機構九州がんセン

ター 

モニタリング 

BRCA遺伝子変異を有する切除不能な進

行・再発の胆道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対する

Niraparib の有効性を探索的に評価す

る医師主導治験である。 

5 
治験届受付番号 

2020-6301 

BRCA 遺伝子変異を有する

切除不能な進行・再発の胆

道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対

するNiraparib の多施設共

同第Ⅱ相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

神奈川県立病院機構 

神奈川県立がんセンター 

大阪大学医学部附属病院 

国立病院機構九州がんセン

ター 

その他（EDCシステム構築） 

BRCA遺伝子変異を有する切除不能な進

行・再発の胆道癌、膵癌、その他の消化

器・腹部悪性腫瘍患者に対する

Niraparib の有効性を探索的に評価す

る医師主導治験である。 

6 
治験届受付番号 

2020-6742 

天然型マイクロRNA補充療

法による悪性胸膜中皮腫を

対象とした医師主導治験

（第I相） 

広島大学 データマネジメント 

悪性胸膜中皮腫を対象に新規核酸医薬

の安全性と忍容性を評価する第 1 相医

師主導治験である。 

7 
治験届受付番号 

2020-6742 

天然型マイクロRNA補充療

法による悪性胸膜中皮腫を

対象とした医師主導治験

（第I相） 

広島大学 その他（EDCシステム構築） 

悪性胸膜中皮腫を対象に新規核酸医薬

の安全性と忍容性を評価する第 1 相医

師主導治験である。 
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8 
治験届受付番号 

2021-2599 

HRD 陽性再発・難治性婦人

科 希 少 が ん に 対 す る

Niraparib の安全性・有効

性を評価する単群・非盲検

第II相試験（JGOG2052） 

市立伊丹病院 遺伝子診療

センター 
統計解析 

HRD陽性再発・難治性婦人科希少がんに

対する Niraparib の安全性・有効性を

評価する医師主導治験である 

9 
治験届受付番号 

2021-282 

高純度同種間葉系幹細胞

（REC）と硬化性ゲルを用い

た腰部脊柱管狭窄症に対す

る無作為化パイロット試験 

我汝会えにわ病院 

北海道整形外科記念病院 

研究事務局・調整事務局（研

究実施の調整に係る業務支

援） 

腰部脊柱管狭窄症患者におけるREC-02 

及びdMD-001 の埋植の安全性及び有効

性を評価する医師主導治験である。 

10 
治験届受付番号 

2021-282 

高純度同種間葉系幹細胞

（REC）と硬化性ゲルを用い

た腰部脊柱管狭窄症に対す

る無作為化パイロット試験 

我汝会えにわ病院 

北海道整形外科記念病院 
データマネジメント 

腰部脊柱管狭窄症患者におけるREC-02 

及びdMD-001 の埋植の安全性及び有効

性を評価する医師主導治験である。 

11 
治験届受付番号 

2021-282 

高純度同種間葉系幹細胞

（REC）と硬化性ゲルを用い

た腰部脊柱管狭窄症に対す

る無作為化パイロット試験 

我汝会えにわ病院 

北海道整形外科記念病院 
統計解析 

腰部脊柱管狭窄症患者におけるREC-02 

及びdMD-001 の埋植の安全性及び有効

性を評価する医師主導治験である。 

12 
治験届受付番号 

2021-282 

高純度同種間葉系幹細胞

（REC）と硬化性ゲルを用い

た腰部脊柱管狭窄症に対す

る無作為化パイロット試験 

我汝会えにわ病院 

北海道整形外科記念病院 
モニタリング 

腰部脊柱管狭窄症患者におけるREC-02 

及びdMD-001 の埋植の安全性及び有効

性を評価する医師主導治験である。 

13 
治験届受付番号 

2021-282 

高純度同種間葉系幹細胞

（REC）と硬化性ゲルを用い

た腰部脊柱管狭窄症に対す

る無作為化パイロット試験 

我汝会えにわ病院 

北海道整形外科記念病院 
その他（EDCシステム構築） 

腰部脊柱管狭窄症患者におけるREC-02 

及びdMD-001 の埋植の安全性及び有効

性を評価する医師主導治験である。 
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14 
治験届受付番号 

2020-7612 

HER2発現の再発・転移唾液

腺癌患者を対象としたトラ

スツズマブ デルクステカ

ンの多施設共同非盲検第II

相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

がん研究会有明病院 

神戸大学医学部附属病院 

研究事務局・調整業務（研

究実施の調整に係る業務支

援） 

HER2発現の再発・転移唾液腺癌患者を

対象として、トラスツズマブ デルクス

テカンの有効性や安全性を評価する非

盲検第II相試験である。 

15 
治験届受付番号 

2020-7612 

HER2発現の再発・転移唾液

腺癌患者を対象としたトラ

スツズマブ デルクステカ

ンの多施設共同非盲検第II

相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

がん研究会有明病院 

神戸大学医学部附属病院 

データマネジメント 

HER2発現の再発・転移唾液腺癌患者を

対象として、トラスツズマブ デルクス

テカンの有効性や安全性を評価する非

盲検第II相試験である。 

16 
治験届受付番号 

2020-7612 

HER2発現の再発・転移唾液

腺癌患者を対象としたトラ

スツズマブ デルクステカ

ンの多施設共同非盲検第II

相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

がん研究会有明病院 

神戸大学医学部附属病院 

統計解析 

HER2発現の再発・転移唾液腺癌患者を

対象として、トラスツズマブ デルクス

テカンの有効性や安全性を評価する非

盲検第II相試験である。 

17 
治験届受付番号 

2020-7612 

HER2発現の再発・転移唾液

腺癌患者を対象としたトラ

スツズマブ デルクステカ

ンの多施設共同非盲検第II

相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

がん研究会有明病院 

神戸大学医学部附属病院 

モニタリング 

HER2発現の再発・転移唾液腺癌患者を

対象として、トラスツズマブ デルクス

テカンの有効性や安全性を評価する非

盲検第II相試験である。 

18 
治験届受付番号 

2020-7612 

HER2発現の再発・転移唾液

腺癌患者を対象としたトラ

スツズマブ デルクステカ

ンの多施設共同非盲検第II

相試験 

国立がん研究センター東病

院 

国立がん研究センター中央

病院 

がん研究会有明病院 

神戸大学医学部附属病院 

その他（EDCシステム構築 

HER2発現の再発・転移唾液腺癌患者を

対象として、トラスツズマブ デルクス

テカンの有効性や安全性を評価する非

盲検第II相試験である。 
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19 
2022-0078 

jRCT2061220015 

天然型マイクロ RNA 補充

療法による悪性胸膜中皮腫

を対象とした医師主導治験

（第Ⅰ相反復投与試験）

（MIRX002-02） 

広島大学 データマネジメント 

天然型マイクロ RNA 補充療法による

悪性胸膜中皮腫を対象とした医師主導

治験である。 

20 
2022-0078 

jRCT2061220015 

天然型マイクロ RNA 補充

療法による悪性胸膜中皮腫

を対象とした医師主導治験

（第Ⅰ相反復投与試験）

（MIRX002-02） 

広島大学 その他（EDCシステム構築） 

天然型マイクロ RNA 補充療法による

悪性胸膜中皮腫を対象とした医師主導

治験である。 

21 jRCTs011190011 

全身性エリテマトーデスの

再燃に対する免疫抑制剤併

用によるステロイド非依存

治療プロトコール開発 

市立札幌病院 

NTT東日本札幌病院 

斗南病院 

帯広厚生病院 

苫小牧市立病院 

釧路赤十字病院 

北見赤十字病院 

研究事務局・調整業務（研

究実施の調整に係る業務支

援） 

重症精神神経ループス、重症ループス

腎炎を合併しない SLE 患者の再燃に対

するCSを増量しないBEL、MMF、HCQ併

用療法の安全性と有効性を明らかにす

ることを目的とした特定臨床研究であ

る。 

22 jRCTs011190011 

全身性エリテマトーデスの

再燃に対する免疫抑制剤併

用によるステロイド非依存

治療プロトコール開発 

市立札幌病院 

NTT東日本札幌病院 

斗南病院 

帯広厚生病院 

苫小牧市立病院 

釧路赤十字病院 

北見赤十字病院 

データマネジメント 

重症精神神経ループス、重症ループス

腎炎を合併しない SLE 患者の再燃に対

するCSを増量しないBEL、MMF、HCQ併

用療法の安全性と有効性を明らかにす

ることを目的とした特定臨床研究であ

る。 
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23 jRCTs011190011 

全身性エリテマトーデスの

再燃に対する免疫抑制剤併

用によるステロイド非依存

治療プロトコール開発 

市立札幌病院 

NTT東日本札幌病院 

斗南病院 

帯広厚生病院 

苫小牧市立病院 

釧路赤十字病院 

北見赤十字病院 

その他（EDCシステム構築） 

重症精神神経ループス、重症ループス

腎炎を合併しない SLE 患者の再燃に対

するCSを増量しないBEL、MMF、HCQ併

用療法の安全性と有効性を明らかにす

ることを目的とした特定臨床研究であ

る。 

24 jRCTs011210068  

再発又は転移性頭頸部扁平

上皮癌に対するドセタキセ

ル/ペムブロリズマブ併用

療法の第Ⅱ相試験 

宮城県立病院機構 宮城県

立がんセンター 

公益財団法人がん研究会 

がん研有明病院 

静岡県立静岡がんセンター 

奈良県立医科大学附属病院 

埼玉医科大学国際医療セン

ター 

研究事務局・調整業務（研

究実施の調整に係る業務支

援） 

口腔、中咽頭、下咽頭又は喉頭癌を原発

巣とする再発又は転移性頭頸部扁平上

皮癌患者を対象にドセタキセル/ペム

ブロリズマブ併用療法の有効性及び安

全性を評価する多施設共同第Ⅱ相試験

である。 

25 jRCTs011210068  

再発又は転移性頭頸部扁平

上皮癌に対するドセタキセ

ル/ペムブロリズマブ併用

療法の第Ⅱ相試験 

宮城県立病院機構 宮城県

立がんセンター 

公益財団法人がん研究会 

がん研有明病院 

静岡県立静岡がんセンター 

奈良県立医科大学附属病院 

埼玉医科大学国際医療セン

ター 

データマネジメント 

口腔、中咽頭、下咽頭又は喉頭癌を原発

巣とする再発又は転移性頭頸部扁平上

皮癌患者を対象にドセタキセル/ペム

ブロリズマブ併用療法の有効性及び安

全性を評価する多施設共同第Ⅱ相試験

である。 
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26 jRCTs011210068  

再発又は転移性頭頸部扁平

上皮癌に対するドセタキセ

ル/ペムブロリズマブ併用

療法の第Ⅱ相試験 

宮城県立病院機構 宮城県

立がんセンター 

公益財団法人がん研究会 

がん研有明病院 

静岡県立静岡がんセンター 

奈良県立医科大学附属病院 

埼玉医科大学国際医療セン

ター 

統計解析 

口腔、中咽頭、下咽頭又は喉頭癌を原発

巣とする再発又は転移性頭頸部扁平上

皮癌患者を対象にドセタキセル/ペム

ブロリズマブ併用療法の有効性及び安

全性を評価する多施設共同第Ⅱ相試験

である。 

27 jRCTs011210068  

再発又は転移性頭頸部扁平

上皮癌に対するドセタキセ

ル/ペムブロリズマブ併用

療法の第Ⅱ相試験 

宮城県立病院機構 宮城県

立がんセンター 

公益財団法人がん研究会 

がん研有明病院 

静岡県立静岡がんセンター 

奈良県立医科大学附属病院 

埼玉医科大学国際医療セン

ター 

その他（EDCシステム構築） 

口腔、中咽頭、下咽頭又は喉頭癌を原発

巣とする再発又は転移性頭頸部扁平上

皮癌患者を対象にドセタキセル/ペム

ブロリズマブ併用療法の有効性及び安

全性を評価する多施設共同第Ⅱ相試験

である。 
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28 jRCT2042230116 

経食道運動誘発電位ならび

に測定に用いる経食道脊髄

刺激電極の有効性及び安全

性を検討する第Ⅲ相試験 

浜松医科大学医学部附属病

院 

札幌医科大学附属病院 

東北大学病院 

慶應義塾大学病院 

信州大学医学部附属病院 

名古屋大学医学部附属病院 

社会医療法人愛仁会 高槻

病院 

国立研究開発法人国立循環

器病研究センター 

神戸市立医療センター中央

市民病院 

福岡大学病院 

琉球大学病院 

データマネジメント 

大動脈外科治療における術中脊髄機能

監視法として、TE-MEPが既存技術であ

るTC-MEPと比較し有用か否か、またそ

の安全性を検証することを目的とした

医師主導治験である。 

29 jRCT2042230116 

経食道運動誘発電位ならび

に測定に用いる経食道脊髄

刺激電極の有効性及び安全

性を検討する第Ⅲ相試験 

浜松医科大学医学部附属病

院 

札幌医科大学附属病院 

東北大学病院 

慶應義塾大学病院 

信州大学医学部附属病院 

名古屋大学医学部附属病院 

社会医療法人愛仁会 高槻

病院 

国立研究開発法人国立循環

器病研究センター 

神戸市立医療センター中央

市民病院 

福岡大学病院 

琉球大学病院 

その他（EDCシステム構築） 

大動脈外科治療における術中脊髄機能

監視法として、TE-MEPが既存技術であ

るTC-MEPと比較し有用か否か、またそ

の安全性を検証することを目的とした

医師主導治験である。 
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30 jRCTs012240006 

食道表在癌に対するアルゴ

ンプラズマ併用高周波凝固

焼灼療法の有効性及び安全

性を検討する臨床試験 

北里大学病院 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 

東京科学大学病院 

独立行政法人労働者健康安

全機構 横浜労災病院 

神戸大学医学部附属病院 

研究実施の調整に係る業務

支援 

食道表在癌に対する APC 療法の有効

性および安全性を検討する特定臨床研

究である。 

31 jRCTs012240006 

食道表在癌に対するアルゴ

ンプラズマ併用高周波凝固

焼灼療法の有効性及び安全

性を検討する臨床試験 

北里大学病院 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 

東京科学大学病院 

独立行政法人労働者健康安

全機構 横浜労災病院 

神戸大学医学部附属病院 

データマネジメント 

食道表在癌に対する APC 療法の有効

性および安全性を検討する特定臨床研

究である。 

32 jRCTs012240006 

食道表在癌に対するアルゴ

ンプラズマ併用高周波凝固

焼灼療法の有効性及び安全

性を検討する臨床試験 

北里大学病院 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 

東京科学大学病院 

独立行政法人労働者健康安

全機構 横浜労災病院 

神戸大学医学部附属病院 

統計解析 

食道表在癌に対する APC 療法の有効

性および安全性を検討する特定臨床研

究である。 
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33 jRCTs012240006 

食道表在癌に対するアルゴ

ンプラズマ併用高周波凝固

焼灼療法の有効性及び安全

性を検討する臨床試験 

北里大学病院 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 

東京科学大学病院 

独立行政法人労働者健康安

全機構 横浜労災病院 

神戸大学医学部附属病院 

モニタリング 

食道表在癌に対する APC 療法の有効

性および安全性を検討する特定臨床研

究である。 

34 jRCTs012240006 

食道表在癌に対するアルゴ

ンプラズマ併用高周波凝固

焼灼療法の有効性及び安全

性を検討する臨床試験 

北里大学病院 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 

東京科学大学病院 

独立行政法人労働者健康安

全機構 横浜労災病院 

神戸大学医学部附属病院 

その他（EDCシステム構築） 

食道表在癌に対する APC 療法の有効

性および安全性を検討する特定臨床研

究である。 

35 jRCT2012240059 

高齢心不全患者における

Frailty Finderの性能検証

試験 

市立釧路総合病院 

社会医療法人社団 愛心館 

愛心メモリアル病院 

医療法人渓和会 江別病院 

東京医科大学病院 

社会医療法人近森会 近森

病院 

研究実施の調整に係る業務

支援 

フレイルの診断性能を評価するための

医療機器プログラムの開発を目的とし

た医師主導治験である。 

36 jRCT2012240059 

高齢心不全患者における

Frailty Finderの性能検証

試験 

市立釧路総合病院 

社会医療法人社団 愛心館 

愛心メモリアル病院 

医療法人渓和会 江別病院 

東京医科大学病院 

社会医療法人近森会 近森

病院 

統計解析 

フレイルの診断性能を評価するための

医療機器プログラムの開発を目的とし

た医師主導治験である。 
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37 jRCTs011220017 

BRAF V600 変異陽性局所進

行・転移性小児固形腫瘍に

対するダブラフェニブ・ト

ラメチニブの第II相試験 

京都大学医学部附属病院 

国立がん研究センター中央

病院 

研究実施の調整に係る業務

支援 

BRAF V600 変異陽性局所進行・転移性

小児固形腫瘍に対するダブラフェニ

ブ・トラメチニブの有効性および安全

性を評価する特定臨床研究である。 

38 jRCTs011220017 

BRAF V600 変異陽性局所進

行・転移性小児固形腫瘍に

対するダブラフェニブ・ト

ラメチニブの第II相試験 

京都大学医学部附属病院 

国立がん研究センター中央

病院 

モニタリング 

BRAF V600 変異陽性局所進行・転移性

小児固形腫瘍に対するダブラフェニ

ブ・トラメチニブの有効性および安全

性を評価する特定臨床研究である。 

（注） 1  契約又はそれに準ずる書面を添付すること。 

2 研究支援の種類の欄には、プロトコール作成支援、データマネジメント、モニタリング、監査、統計解析、研究実施の調整に係る業務支援、その他

のいずれかを記載すること。その他の支援の場合、具体的な内容を簡潔に記載すること。 

3 申請の前月から過去１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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特定臨床研究に関する研修の実績 

 

１ 研修会の実績 

(1) 医師、歯科医師等の特定臨床研究を行う者に対する研修会 

（令和７年４月１日現在） 

職  種 内部の研修対象人数（人） 
合計研修参加人数（人） 

内部 外部 

医 師 206 161 24 

歯科医師 46 28 7 

その他  329 166 

(注) 1 「研修対象人数」には、申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「合計」の欄には、のべ参加人数から、複数回の研修を受講した場合の重複を除いた実人数について記載すること。 

 

番号 研修会の名称 研修会の内容 

研修参加人数（人） 

実施日 医 師 歯科医師 その他 

内部 外部 内部 外部 内部 外部 

１ 

臨床研究に関する研修会

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 
 

【タイトル】 

臨床研究の適正実施に向

けた課題の検討 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1 時間 30 分 

【研修内容】 

59 1 19 2 122 49 2024/4/18 
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・臨床研究における不適

正の事例と対応 

・不適正事案の要素 

２ 

臨床研究に関する研修会

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 

【タイトル】 

①日本の研究者主導の国

際共同研究の実績と体制 

②国際共同研究のスタデ

ィマネジメント 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1 時間 30 分 

【研修内容】 

・国際共同臨床研究のス

タディマネジメントのポ

イント 
・国際共同臨床研究のス

タディマネジメント体制

の強化 

・国際共同試験のタイプ 

・国際共同試験の実例 
・国際共同試験を活性化

するための仕掛け 

38 10 3 0 82 43 2024/6/18 
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３ 

臨床研究に関する研修会

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 

【タイトル】 

医療イノベーションの推

進に向けたPMDAの最近の

取り組み 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1 時間 30 分 

【研修内容】 

・ドラッグロス対策に向

けたこれまでの検討 

・革新的な製品の迅速な

導入に向けた取り組み 

・市販後の安全対策 

・レギュラトリーサイエ

ンス・国際化の推進 

・患者参画に関する取り

組み 

・健康被害救済制度等の

紹介 

42 4 4 0 64 47 2024/7/16 
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４ 

臨床研究に関する研修会

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 

【タイトル】 

臨床研究で高いエビデン

スをえるための統計的勘

所 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1 時間 30 分 

【研修内容】 

・ドラッグロス対策に向

けたこれまでの検討 

・革新的な製品の迅速な

導入に向けた取り組み 

・市販後の安全対策 

・レギュラトリーサイエ

ンス・国際化の推進 

・患者参画に関する取り

組み 

・健康被害救済制度等の

紹介 

35 3 10 1 58 38 2024/8/7 

５ 

厚生労働省 臨床研究総

合促進事業 臨床研究・

治験従事者等に対する研

修プログラム 臨床研究

・治験従事者研修 

 

【タイトル】 

臨床研究・治験従事者研

修 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

5 0 1 0 0 0 2024/8/31 
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主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者 

【研修時間】 

6 時間 50 分 

【研修内容】 

・臨床研究総論 

・生命科学・医学系研究

指針、臨床研究法 
・生物統計-スタディデ

ザイン、生物統計- 
・臨床研究各論３プロト

コールに関連するICHガ

イドライン 
・グループワーク（プロ

トコールのブラッシュア

ップ） 

６ 

臨床研究に関する研修会 

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院  

医療・ヘルスサイエンス

研究開発機構 プロモー

ションユニット 

【タイトル】 

ファーマコメトリクスに

よる医薬品臨床研究の最

適化 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1時間30分 

23 1 7 4 59 33 2024/10/22 
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【研修内容】 

・モデルを利用した医薬

品開発・臨床研究 
・小児用医薬品開発の問

題点および特徴 
・PMx による成人の有効

性データの小児への外挿 

７ 

臨床研究に関する研修会

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 

【タイトル】 

希少疾患での医薬品開発

に向けてできること 

筋疾患での実例を踏まえ

て 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1 時間 30 分 

【研修内容】 

・難病、希少疾患につい

て 

・希少疾患の医薬品開発

状況 

・Remudy の立上げから医

師主導治験、医薬品承認 

36 0 4 1 60 27 2024/11/18 
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８ 

臨床研究に関する研修会

（継続研修） 

 

主催：北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーシ

ョンユニット 

【タイトル】 

医療研究と特許 

【目的】 

特定臨床研究を実施する

際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を実施する

者および支援する者 

【研修時間】 

1 時間 30 分 

【研修内容】 

・医学研究における特許

について 

・医療関連技術の特許 

・論文と特許 

33 6 7 0 62 22 2025/1/14 

（注）1 当該病院に属さない者が参加でき、かつ受講者の研修記録が残っているものに限る。 

    2 申請の前月から過去１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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(2) 特定臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者に対する研修会 

（令和７年４月１日現在） 

職  種 内部の研修対象人数（人） 
合計研修参加人数（人） 

内部 外部 

医 師 206 15 8 

歯科医師 46 3 0 

専攻医（うち歯科医師） 99（0） 1（0） 0（0） 

臨床研修医（うち歯科医師） 70（37） 0（0） 0（0） 

薬剤師 75 3 18 

看護師 22 32 10 

臨床検査技師 82 16 7 

その他 110 131 52 

合 計 710 201 95 

(注) 1 「研修対象人数」には、申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

2 「合計」の欄には、のべ参加人数から、複数回の研修を受講した場合の重複を除いた人数について記載すること。 

 

 

番号 研修会の名称 研修会の内容 実施日 

１ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

クオリティ・バイ・デザインの考え方に基づく効

果的・効率的な臨床試験の質の確保 

～実施医療機関としての被験者保護とインテグリ

ティを考える～ 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

2024/4/24 
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【研修内容】 

・臨床試験におけるQbD（Quality by Design）の考

え方 

・CTQ（critical to quality factors）要因 

・GCPリノベーション 

２ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

ヘルシンキ宣言改訂について 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

【研修内容】 

・ヘルシンキ宣言改訂について 

・変更点について 

2024/6/14 

３ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

PMDAで学んだこと～希少疾病用医薬品・小児医薬

品開発を中心に～ 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

【研修内容】 

・PMDAでの臨床医の役割 

・希少疾病用医薬品・小児用医薬品 

2024/8/6 
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４ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

PMDAにおける生物統計家の役割と考え方 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

【研修内容】 

・PMDAでの生物統計担当の仕事 
・生物統計担当が主に確認している点 

2024/9/10 

５ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

健常者対象臨床試験について 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

【研修内容】 

・健常者を対象とする臨床試験 

・新薬が認可されるまでのプロセス 

・Phase I 試験 

2024/11/7 

６ 

厚生労働省 臨床研究総合促進事業 臨床研究・治

験従事者等に対する研修プログラム 初級データマ

ネージャー養成研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

初級データマネージャー養成研修 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

2024/12/6-

2024/12/7 
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特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

12/6 5時間00分 12/7 6時間30分 

【研修内容】 

・講義1:データマネジメント概論 

・講義2:プロトコールレビューとeCRF 

・講義3:データプロセッシング 

・講義4:CDISC 

・講義5:統計解析 

・演習1:プロトコールレビュー 

・演習2:データプロセッシング 

・演習3:CDISC 

７ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス

研究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

当院におけるRisk Based Approach実装事例の紹介

～治験開始まで～ 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

【研修内容】 

・Risk Based Approach（RBA） 

・目指したい北大版 RBAへの関わり方 

2024/12/17 

８ 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発

機構 職員研修 

 

主催：北海道大学病院  医療・ヘルスサイエンス研

究開発機構 プロモーションユニット 

【タイトル】 

先端診断技術開発センターについて 

【目的】 

特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関

する教育 

【対象者】 

2025/3/10 



（様式第５） 

 12 / 23 
 

特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】 

1時間00分 

【研修内容】 

・生体試料管理室（バイオバンク）について 
・バイオマーカーを用いた診断技術の実用化 

・主な抗癌剤およびコンパニオン診断薬の変遷 

・本邦におけるCDx関連通知 

・先端診断技術開発センターのアプローチ法 
（注）1 当該病院に属さない者が参加でき、かつ受講者の研修記録が残っているものに限る。 

   2  申請の前月から過去１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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番号 

研修参加人数(人) 

医師 歯科医師 専攻医 臨床研修医 薬剤師 看護師 臨床検査技師 その他 

内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 内部 外部 

１ 5 0 1 0 0 0 0 0 3 4 7 4 3 4 54 26 

２ 6 3 1 0 0 0 0 0 0 11 4 5 3 5 49 30 

３ 8 3 0 0 1 0 0 0 1 7 7 4 2 4 50 20 

４ 3 1 1 0 0 0 0 0 1 4 3 1 3 0 51 13 

５ 6 1 1 0 0 0 0 0 2 7 10 3 8 0 52 17 

６ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 

７ 3 0 1 0 0 0 0 0 1 5 4 3 2 3 41 16 

８ 8 0 1 0 0 0 0 0 2 0 5 3 4 1 48 3 



（様式第５） 

 14 / 23 
 

(3)認定臨床研究審査委員会の委員に対する研修会 

 

番号 研修会の名称 研修会の内容 
研修参加人数 

実施日 
内部の者 外部の者 

１ 

臨床研究審査員会教育・研修 

 

主催：北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構プロモ

ーションユニット臨床研究監理セ

ンター 

【タイトル】 

小児を対象とする臨床研究におけ

る採血量と侵襲性について 

【目的】 

臨床研究の安全性及び科学的妥当

性の観点から臨床研究実施基準に

照らして適切な審査ができるよう

にするため。 

【対象者】 

臨床研究審査委員会審査委員、技

術専門員、事務局員 

【研修時間】 

30 分 

【研修内容】 

・研究における侵襲 

・侵襲の程度と審査の方法 

・研究における小児の採血量の規

制 

24 人 1 人 2024/5/9 

２ 

厚生労働省 臨床研究総合促進事

業 臨床研究・治験従事者等に対

する研修プログラム 

治験・倫理審査委員会委員研修 

 

主催：北海道大学病院医療・ヘル

【タイトル】 

2024 年度治験・倫理審査委員会 

委員研修 

【目的】 

臨床研究及び治験の安全性及び科

学的妥当性の観点から臨床研究実

施基準に照らして適切な審査がで

10 人 26 人 2024/10/18 
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スサイエンス研究開発機構プロモ

ーションユニット臨床研究監理セ

ンター 

きるようにするため。 

【対象者】 

倫理審査委員会及び治験審査委員

会審査委員、事務局員 

【研修時間】 

7 時間 00 分 

【研修内容】 

・臨床研究総論 

・生命科学・医学系研究指針、臨

床研究法 

・患者や家族、ボランティアの視

点から見る臨床研究への参加-同

意説明文書を中心に- 

・統計学的視点から 

・ケーススタディ 1：既存試料を

用いなければ実施が困難な研究 

・ワークショップ：意見交換会  

・ケーススタディ 2：研究目的の

追加検査を行う観察研究 

３ 

臨床研究審査員会教育・研修 

 

主催：北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構プロモ

ーションユニット臨床研究監理セ

ンター 

【タイトル】 

臨床研究における患者市民参画

（PPI）最近の動向と北大病院の

取り組みについて 

【目的】 

臨床研究の安全性及び科学的妥当

性の観点から臨床研究実施基準に

照らして適切な審査ができるよう

にするため。 

【対象者】 

臨床研究審査委員会審査委員、技

術専門員、事務局員 

25 人 0 人 2024/11/14 
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【研修時間】 

20 分 

【研修内容】 

・臨床研究における PPI 

・AMED における PPI の取り組み 

・北海道大学病院PPIプロジェク

ト 

４ 

臨床研究審査員会教育・研修 

 

主催：北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構プロモ

ーションユニット臨床研究監理セ

ンター 

【タイトル】 

・北海道大学病院における「人を

対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針」施行後の審査

の変遷と体制整備 

・北海道大学病院における倫理指

針の研究者教育・研修の変遷状況 

・北海道大学臨床研究審査委員会

（北大 CRB）の特徴と審査状況に

ついて 

・特定臨床研究の適切な実施に向

けて～北海道大学病院の課題と取

り組み～ 

【目的】 

臨床研究の安全性及び科学的妥当

性の観点から臨床研究実施基準に

照らして適切な審査ができるよう

にするため。 

【対象者】 

臨床研究審査委員会審査委員、技

術専門員、事務局員 

【研修時間】 

30 分 

26 人 1 人 2024/12/5 
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【研修内容】 

・一括審査の運用、審査水準の担

保、研究者の指針理解度の向上 

・全学の研究者に対する教育 

・北大 CRB の審査実績 

・臨床研究における逸脱 

合 計 56 人 32 人  

(注) 1 当該病院に属さない者が参加でき、かつ受講者の研修記録が残っているものに限る。 

2 「研修対象人数」には、申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。「内部の者」は、自施設の認定臨床研究

審査委員会の委員とすること。 

3 「合計」の欄には、のべ参加人数から、複数回の研修を受講した場合の重複を除いた人数について記載すること。 

   4 申請の前月から１年間又は前年度の実績を記載すること。 
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２ 特定臨床研究に関わる者の研修の修了に係る制度 

■研修の適切な修了を証する研修修了書の有無及び位置づけ 

<臨床研究を行う者> 

北海道大学病院では、臨床研究を実施する研究者等に臨床研究に関する研修の受講を義務付けている。 

研修は「初回研修」と「継続研修」に分けられる。初回研修は、臨床研究に関する規制と当院における倫理審査手続き等について解説し

た動画を視聴する。動画視聴後に理解度確認テストを行い、全問正答をもって合格とする。合格した場合は、受講票が発行される。受講

票には認定番号と有効期限が記載されている。継続研修は、当院が指定した臨床研究研修会を受講するか、継続研修用の動画を視聴する。

動画の場合は視聴後に試験を行い、全問正答をもって合格とする。受講者は受講票を提出し、後日、更新された有効期限が提示される。

研究者等の認定番号と有効期限は、臨床研究監理センター教育研修室が管理している。 

研究者等は、臨床研究の申請時に認定番号とその有効期限が切れていないか確認し申請書に記載する。臨床研究監理センター生命・医学

系研究倫理審査委員会事務局は有効期限が切れている場合は研究者等に継続研修の受講を依頼する。継続研修を受けるまで当該研究者等

は研究が実施できない。 

 

<臨床研究に携わる者> 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユニット（以下「ユニット」という）の研修として、新規入職者を対象とする「初

任者研修」と継続研修としての「臨床研究支援者講習」を実施している。 

「初任者研修」は、新規入職者が入職後に随時、機構組織や機能、臨床研究や治験に関連する基礎知識等について解説した動画を視聴す

る。動画視聴後に WEB 上の自己診断フォームに回答することで受講とする。「臨床研究支援者講習」は年 6 回以上定期的に開催してお

り、ユニット職員は年 1 回以上受講する必要がある。また、本講習は「医療・ヘルスサイエンス研究開発機構研修」として、ユニット所

属以外の北海道大学職員および学外者も受講可能とし、受講者には受講証明書を発行している。 

なお、上記研修の開催および受講状況の管理、受講証明書の発行は教育・研修委員会が行う。 

また、「臨床研究支援者講習」の他に、各業務に特化した知識等の習得を目的として、部門ごとに「初期研修」と「継続研修」を実施し

ている。開催内容・時期は各部門により適宜決定している。教育・研修委員会は各部門から研修内容および受講状況の報告を受け、適切
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な研修の実施を確認する。 

 

■修了に当たっての基準（e-Learning や外部の専門研修を活用しているかを含む。） 

<臨床研究を行う者> 

臨床研究法の下での特定臨床研究の場合、国立大学北海道大学臨床研究審査委員会では本院所属の特定臨床研究に関する研究代表者に対

して、申請時に ICR web の「臨床研究の基礎知識講座」の受講(修了証の提出)か、厚生労働省臨床研究・治験従事者養成研修の受講を義

務付けている。本院所属以外の研究代表者に対しては ICR web 以外にも e-APRIN,CREDITS,CROCO など、同程度とみなせる e-learning を

終了していることを条件としている。 

 

<臨床研究に携わる者> 

上記の通り、年１回以上の受講を義務づけており、グループウェアに受講状況を公開することで管理している。現時点では、e-learning

は利用していない。また、外部研修は認定基準が異なるため、現時点では導入していないが、臨床研究に携わる者には外部研修の情報を

提供するなど、その活用を推奨している。 

 

 

 

３ 特定臨床研究に関する研修計画 

■研修計画の概要 

令和 6 年度は年度内に特定臨床研究を行う者に対する研修会を 7 回、特定臨床研究に携わる者に対する研修会を 7 回開催する。 

 

■研修についての公表状況等 

各研修会の開催一か月前を目途にメールで対象者に通知のうえ、本院 HP に情報を掲載する。 

（注） 特定領域に係る臨床研究の実施の中核的な役割を担う臨床研究中核病院においては、その領域固有の課題についての研修計画を作成
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すること。 

 

４ 特定臨床研究に関わる者に対するその他の研修 

(1) 特定臨床研究に関わる者に対する系統的な研修プログラムの整備状況（任意） 

臨床研究に携わる者に対する研修は、ユニット全体研修と部門別の研修およびそれらについて各々初任者と経験者の研修に分けて系統的

に実施している。すなわち、ユニット全体研修としては、特定の業務に限らない基本的な知識を初任者に、最新の知識を経験者の研修に

提供している。部門別の研修は、それぞれの部門において初任者と経験者に分けて研修を実施し、これらは教育・研修委員会で管理して

いる。ユニット全体研修については、その内容はほぼ定型化されているが、部門別の研修は現時点で十分に系統化されていない部分もあ

り、今後さらに整備を進める予定である。 

 

 

 

(2) 臨床研究に関する各種講習会の受講状況（任意） 

・日本再生医療学会 第 11 回再生医療資格認定講習会        5 名 

・再生医療セミナー2024（慶應義塾大学病院臨床研究推進センター主催）1 名 

・国公私立大学病院臨床研究コーディネーター養成研修    2 名 

・AMED 齋藤班（AMED 医薬品等規制調和・評価研究事業 「アカデミアにおける CDISC 標準利用促進に関する研究開発」）セミナー 1 名 

・臨床研究プロジェクトマネジメント研修会（北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構主催）17 名 

・再生医療セミナー（シスメックス株式会社主催）1 名 

・効果的な RBA 実装のための研修（神戸医療産業都市推進機構 医療イノベーション推進センターなど主催）1 名 

・GMP 教育訓練コース GMP マネジメント講座（東京理科大学主催 全 12 回）1 名 

・臨床研究応用講義（千葉大学病院 臨床試験部主催）1 名 

・橋渡し研究教育セミナー（藤田医科大学 橋渡し研究統括本部主催）5 名 
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・橋渡し研究教育プログラム（大阪大学医学部付属病院 未来医療開発部 臨床研究センター主催）2 名 

・DCT/DX セミナー（大阪大学医学部付属病院 未来医療開発部 臨床研究センター主催）1 名 

・メディカルライティングセミナー（株式会社情報機構主催）1 名 

・英語論文執筆講座（クラリベイト・アナリティクス・ジャパン主催）1 名 

・医療開発マネジメント講座（筑波大学つくば臨床医学研究開発機構主催）1 名 

・GCP Basic Training セミナー（日本臨床試験学会主催）1 名 

・2024 年度 医療機器の承認・認証申請等に関する説明会（日本医療機器産業連合会主催）1名 

 

(3) 国内外の臨床研究に関する認定資格の取得状況（任意） 

・日本臨床薬理学会認定 CRC               17 名 

・上級 CRC                       13 名 

・日本癌治療学会認定ジュニア CRC             2 名 

・日本癌治療学会認定 CRC                 2 名 

・日本臨床試験学会認定 GCP パスポート          21 名 

・日本臨床試験学会認定 GCP エキスパート          2 名 

・日本臨床試験学会認定がん臨床研究専門職        1 名 

・モニタリング技能検定                 1 名 

・倫理審査専門職（CReP）認定               8 名 

・日本計量生物学会 実務試験統計家            1 名 

・統計検定 2 級                      2 名 

・2 級知的財産管理技能士                2 名 

・日本再生医療学会臨床培養士               8 名 

・日本再生医療学会細胞培養加工施設管理士        1 名 



（様式第５） 

 22 / 23 
 

・日本生物資源産業利用協議会バイオリポジトリ技術管理士 2 名 

・日本医療情報学会認定上級医療情報技師         1 名 

・日本医療情報学会認定医療情報技師           1 名 

・医科 2 級医療事務実務能力認定          1 名 

・2 級医療秘書実務能力認定             1 名 

・医療事務 OA 実務能力認定             1 名 

・電子カルテオペレーション実務能力認定      1 名 

・診療報酬請求事務能力認定試験             2 名 

・認定病理技師                     1 名 

・遺伝子分析科学認定士 (初級)              1 名 

・医療事務管理士技能認定                1 名 

・医療秘書技能検定 2級                 1 名 

・医師事務作業補助技能認定               1 名 

 

(4) 他の診療所又は病院等に所属する者が、申請機関において受講する特定臨床研究に関する実地研修の実施状況（任意） 

 

特になし 

 

（注）実地研修の対象職種と修練内容について記載すること。 

 

(5) その他、臨床研究の研修に関する特筆すべき取組（任意） 
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特になし 
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診療及び臨床研究並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 
 

計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  

管理責任者氏名 病院長 南須原 康行 

管理担当者氏名 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構長 佐藤 典宏 
臨床研究監理センター長 七戸 秀夫 
データサイエンスセンター長 伊藤 陽一 
薬剤部長 菅原 満 
総務課長 中﨑 治 
医療支援課長 隅田 宇通 

 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
七
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・病院日誌は総務課にて
保管管理。 

・診療録を病院外に持ち
出す際の取扱いについ
ては、「北海道大学病
院における個人情報管
理に関するガイドライ
ン」を定め、個人が特
定できる情報について
は、個人情報保護管理
区域外への一切の持出
しを禁止し、相当程度
に個人の特定が困難な
情報については、保護
管理者への届出を行っ
た上でパスワードロッ
クを用いた媒体でのみ
持ち出しを許可してい
る。 

・カルテは電子カルテと
紙カルテの２種類を管
理及び保管している。 

・平成22年に電子カルテ
を導入し、それ以前の
紙カルテについては、5
年間の保存期間を設け
て診療録管理室にて保
管している。また、紙
媒体で生成される説明
承諾書等については、
スキャニングして電子
カルテに取込み、かつ、
原本も保管している。 

・臨床研究に関する諸記
録は紙媒体または電子
媒体で管理している。 

 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室 
看護記録 診療録管理室 
検査所見記録 診療録管理室 
エックス線写真 診療録管理室 
紹介状 診療録管理室 
退院した患者に係る入院期間中の
診療経過の要約及び入院診療計画
書 

診療録管理室 

臨床研究に
関する諸記
録 

研究計画書 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 

同意説明文書 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 

症例報告書 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 

倫理審査委員会に関する記録 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究監
理センター 

利益相反に関する記録 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究監
理センター 

重篤な有害事象への対応に関する
記録 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究監
理センター 

医薬品の臨床試験の実施の基準に
関する省令、医療機器の臨床試験
の実施の基準に関する省令及び再
生医療等製品の臨床試験の実施の
基準に関する省令に基づき医療機
関において保存することとされて
いる諸記録 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 
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病院の管理
及び運営に
関する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
七
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 適切に保管している。 
特定臨床研究の計画の立案及び実
施の実績 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 

紙媒体または電子媒体で
管理している。 

他の病院又は診療所と共同して特
定臨床研究を実施する場合にあつ
ては、特定臨床研究の実施の主導
的な役割を果たした実績 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 

他の病院又は診療所に対し、特定
臨床研究の実施に関する相談に応
じ、必要な情報の提供、助言その
他の援助を行つた実績 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター 

特定臨床研究に関する研修の実績 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究開
発センター・臨床研究監
理センター 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指針
の整備状況 

医療支援課 
 

適切に保管している。 
 

医療に係る安全管理のための委員
会の開催状況  

医療支援課 
 

医療に係る安全管理のための職員
研修の実施状況 

医療支援課 
 

医療機関内における事故報告等の
医療に係る安全の確保を目的とし
た改善のための方策の状況 
 

医療支援課 
 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

第
九
条
の
二
十
五
各
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況 

特定臨床研究の適正な実施の確
保のための委員会の開催状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット機構運
営事務室 

紙媒体または電子媒体

で管理している。 

特定臨床研究の適正な実施の確
保のための規程及び手順書の整
備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット機構運
営事務室 

特定臨床研究の適正な実施に疑
義が生じた場合の情報提供を受
け付けるための窓口の設置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

病院管理者の業務執行の状況を
監査するための委員会の開催状
況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット機構運
営事務室 

特定臨床研究の実施の支援を行
う部門の設置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

専従の特定臨床研究の実施の支
援に係る業務に従事する者の配
置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

特定臨床研究の実施の支援に係
る業務に関する規程及び手順書
の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 
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特定臨床研究を実施するに当た
り統計的な解析等に用いるデー
タの管理を行う部門の設置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニットデータ
サイエンスセンター 

専従の特定臨床研究を実施する
に当たり統計的な解析等に用い
るデータの管理を行う者の配置
状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニットデータ
サイエンスセンター 

特定臨床研究を実施するに当た
り統計的な解析等に用いるデー
タの管理に関する規程及び手順
書の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニットデータ
サイエンスセンター 

専任の医療に係る安全管理を行
う者、専任の特定臨床研究におい
て用いられる医薬品等の管理を
行う者及び特定臨床研究に係る
安全管理を行う者の配置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

特定臨床研究に係る安全管理業
務に関する規程及び手順書の整
備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

医療安全管理責任者の配置状況 医療支援課 適切に保管している。 

医薬品安全管理責任者の業務実
施状況 

医療支援課 

医療を受ける者に対する説明に
関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任者
の選任状況 

診療録管理室 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の適
否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条件
を定め、使用の適否等を決定する
部門の状況 

医療支援課 

入院患者が死亡した場合等の医
療安全管理部門への報告状況 

医療支援課 

他の特定機能病院等の管理者と
連携した相互立入り及び技術的
助言の実施状況 

医療支援課 

管理者、医療安全管理責任者、医
薬品安全管理責任者及び医療機
器安全管理責任者のための研修
の実施状況 

医療支援課 

職員研修の実施状況 医療支援課 
監査委員会の設置状況 医療支援課 
医療安全管理の適正な実施に疑
義が生じた場合等の情報提供を
受け付けるための窓口の状況 

医療支援課 

認定臨床研究審査委員会での特定
臨床研究の審査体制の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモーシ
ョンユニット臨床研究監
理センター 

紙媒体または電子媒体で

管理している。 

利益相反委員会の設置状況 医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究監理センター 
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利益相反委員会が行う審査に係
る規程及び手順書の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究監理センター 

専従の知的財産の管理及び技術
の移転に係る業務を行う者の配
置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

知的財産の管理及び技術の移転
に係る業務に関する規程及び手
順書の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

臨床研究に関する広報及び啓発
に関する活動を行う体制の整備
状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

当該病院が実施する特定臨床研
究に関し、研究の対象者又はその
家族からの相談に適切に応じる
体制の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

評価療養及び患者申出療養を行
い、評価療養に係る相談に応じ、
並びに患者申出療養の申出に係
る意見を述べるための業務を行
う者の配置状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

評価療養及び患者申出療養を行
い、評価療養に係る相談に応じ、
並びに患者申出療養の申出に係
る意見を述べるための業務に係
る規程及び手順書の整備状況 

医療・ヘルスサイエンス
研究開発機構プロモー
ションユニット臨床研
究開発センター 

（注) 個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の概略を記入すること。また、診療録
を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。 
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規則第１条の 11 第１項各号及び第９条の 25 各号に掲げる体制を 

確保していることを証する書類 

 

 

特定臨床研究に関する体制 

規則第９条の 25 各号に掲げる体制 該当する体制に関連する部門名 

特定臨床研究を適正に実施するための体制 北海道大学事務局 

研究推進部研究振興企画課 

北海道大学病院 

総務課 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

機構運営事務室 

臨床研究監理センター 内部調査室 

特定臨床研究を支援する体制 北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

 臨床研究開発センター 

 臨床研究監理センター 

 先端診断技術開発センター 

 再生医療センター 

 データサイエンスセンター 

 機構運営事務室 

特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用い

るデータの管理を行う体制 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

  データサイエンスセンター 

安全管理のための体制 北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

臨床研究開発センター 

 研究企画推進部門 

 臨床研究安全管理室 

医療安全管理部 

薬剤部 

臨床研究法第２３条第５項第２号に規定する認定臨床研究

審査委員会における特定臨床研究の審査体制 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

臨床研究監理センター 

特定臨床研究に係る金銭その他の利益の収受及びその管

理の方法に関する審査体制 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

臨床研究監理センター 

  審査管理室 

特定臨床研究に係る知的財産の適切な管理及び技術の移

転の推進のための体制 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

臨床研究開発センター 

  臨床開発推進部門 



 

（様式第７） 

 2 / 48 
 

広報及び啓発並びに特定臨床研究の対象者等からの相談

に応じるための体制 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

 広報委員会 

臨床研究開発センター 

  研究企画推進部門 被験者保護室 

               広報渉外室 

評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談

に応じ、並びに患者申出療養の申出に係る意見を述べるた

めの体制 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット 

臨床研究開発センター 

研究企画推進部門 

研究開発戦略室 

（注）それぞれの体制に関連する部門名を記載するとともに、組織内における位置付け及び関係を示す組織図

を添付すること。 
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 特定臨床研究を適正に実施するための体制 

 

１ 特定臨床研究を適正に実施するための体制 

①病院管理者の権限及び責任を明記した規程・手順書等の整備状況 ○有  ・ 無 

②特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の設置 ○有  ・ 無 

③特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の規程・手順書等の整備状

況 
○有  ・ 無 

④特定臨床研究の適正な実施に疑義が生じた場合の情報提供を受け付けるため

の窓口の設置の有無 
○有  ・ 無 

⑤特定臨床研究の適正な実施の確保のための規程・手順書（①③を除く。）の整

備状況 
○有  ・ 無 

規程・手順書の主な内容： 

①病院管理者の権限及び責任を明記した規程・手順等 

北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規 

・本院で実施される特定臨床研究に関する病院管理者としての病院長の職務権限と責任について規

定する。 

・病院長が行う職務権限に関し、目的、定義、職務権限及び責任、特定臨床研究管理委員会、不適

正事案の対応等について規定している。 

 

北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書 

・「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」に基づき、病院長が行う業務を

規定している。 

・主な内容として、特定臨床研究に関して病院長の権限、審査体制、管理体制、適正な手続きと運

営、研究資金の適正な経理手続き、実施状況の確認、情報提供窓口、データ捏造等の疑義が生じ

た場合の手続き、不適正事案への対応、監査、厚生労働大臣等の調査への協力、データ等の開

示、保管手順、守秘義務等を規定している。 

・この中で、研究不正（第10条）、不適正事案（第11条）、研究費不正（第7条）に関して、調査の実施、

改善指示、中止指示、再発防止策の策定、関係書の処分等について規定している。 

 

②特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会 

北海道大学病院特定臨床研究管理委員会内規 

・上記職務権限内規第4条に規定する病院長の職務遂行を補佐することを目的として、同第5条に基

づき設置している北海道大学病院特定臨床研究管理委員会について定める。 

・構成員は別添のとおりであるが、病院長、臨床研究開発センター長、事務部長、医療安全管理部長

を含む。 

・原則として月1回開催する。 

・業務は、特定臨床研究に係る適正な実施体制、実施部門の管理及び監督、不正対応、その他適正

な実施体制に関すること、と規定されている。 

・本委員会では臨床研究開発センター、臨床研究監理センターから特定臨床研究実施状況、不適正

事案、安全性情報等が定期的に報告されている。 

・本委員会における不適正事案が発生した場合の調査、対応等は次項③の「北海道大学病院特定

臨床研究管理委員会における特定臨床研究に係る不適正事案への対応手順書」に規定してい

る。 

 

③特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の規程・手順書等の整備状況 
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北海道大学病院特定臨床研究管理委員会内規（上記②に記載） 

・特定臨床研究管理委員会の業務、組織及び運営について定めている。 

 

北海道大学病院特定臨床研究管理委員会における特定臨床研究に係る不適正事案への対応手順

書 

・特定臨床研究管理委員会内規に基づき、特定臨床研究に係る不適正事案に対する対応の手順を

定める。 

・病院長が指名する自己点検担当者（臨床研究監理センター内部調査室）による自己点検、臨床研

究マネージャーからの報告等で発生した特定臨床研究に係る不適正と疑われる事案を適用範囲と

する。 

・病院長が指名する3名以上の構成員から成る特定臨床研究不適正事案調査会により、不適正事案

について調査を行うことができる。 

・調査会は調査結果を病院長に報告する。 

・特定臨床研究管理委員会は、病院長への報告に基づき協議を行い、当該事案に対する根本原因

の究明、是正措置、予防措置などの必要な対応を行う。 

・不適正事案発生時の対応フローは別添のとおり。 

 

④特定臨床研究の適正な実施に疑義が生じた場合の情報提供を受け付けるための窓口 

国立大学法人北海道大学における研究活動上の不正行為に関する規程 

・本学における不正行為の防止及び不正行為があった場合の措置に関して必要な事項を定める。 

・「厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に準じて規定さ

れ、情報提供を受け付けるための窓口に関しては、第7条（不正行為告発窓口）、第8条（告発）、第

9条（不正行為に係る相談）などに規定されている。また、本学ホームページで公開している窓口に

関するURLは：https://www.hokudai.ac.jp/research/kousei/injustice/indictment/である。 

 

北海道大学病院における特定臨床研究の不正行為に係る内部通報に関する内規 

・北海道大学病院の内部通報の処理体制及び内部通報者の保護等および不正行為申立て窓口に

ついて規定する。 

・本院独自の体制として、内部通報の方法、対応窓口（事務部総務課長）、通報を受けた場合の手

順、病院長による調査を規定する。 

・内部通報者の保護について規定する。 

・調査後の不正行為等に対する措置について規定する（本学規程による）。 

 

⑤特定臨床研究の適正な実施の確保のための規程・手順書 

（ｱ）研究データのねつ造、改ざん、盗用の疑惑が生じたときの調査手続や方法等に関する規程・手順

書 

国立大学法人北海道大学における研究活動上の不正行為に関する規程（上記④に記載） 

・本学における不正行為の防止及び不正行為があった場合の措置に関し必要な事項を定める。 

・不正行為の定義、研究不正対応最高責任者、告発及び相談、調査、認定、措置等について定め

る。 

 

北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書（上記①に記載） 

・研究活動上の不正行為に関しては第10条に規定されている。病院長は特定臨床研究管理委員

会に調査を行わせ、改善指示、中止指示、是正措置等を行う。 
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（ｲ）特定臨床研究を行う研究者に対して、一定期間研究データを保存し、必要な場合に開示することを

義務付ける旨 

北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書（上記①に記載） 

・第14条にデータの開示等の義務が規定されている。 

 

北海道大学病院臨床研究標準業務手順書 

・北海道大学病院で実施される臨床研究法上の臨床研究に関する取扱い等に関して必要な手順

を制定した手順書。 

・第2章及び第4章に特定臨床研究のデータの保存、必要な場合のデータの開示及び資料や情報

の保管に関する手順が規定されている。 

 

北海道大学病院人を対象とする生命科学・医学系研究標準業務手順書 

・北海道大学病院で実施される臨床研究が「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針」に適合して運用されるために制定した手順書。 

・第6章に研究のデータの保存、必要な場合のデータの開示及び資料や情報の保管に関する手順

が規定されている。 

 

（ｳ）特定臨床研究の実施に当たって、人体から取得された試料及び情報等の保管に関する手順 

北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書（上記①に記載） 

・第15条に試料及び情報等の保管手順が規定されている。 

 

北海道大学病院臨床研究標準業務手順書（上記（ｲ）に記載） 

・北海道大学病院で実施される臨床研究法上の臨床研究に関する取扱い等に関して必要な手順

を制定した手順書。 

・第2章に人体から取得された試料及び情報等の保管に関する手順が規定されている。 

 

北海道大学病院人を対象とする生命科学・医学系研究標準業務手順書（上記（ｲ）に記載） 

・第6章第48条に人体から取得された試料及び情報等の保管に関する手順が規定されている。 

 

（ｴ）特定臨床研究に係る研究資金の適正な経理手続 

国立大学法人北海道大学における研究費の不正使用に関する規程 

・北海道大学における研究費の不正使用の防止及び不正使用があった場合の措置に関し必要な

事項を定める。 

・不正使用の定義、最高管理責任者、告発及び相談、調査、認定、措置等について定める。 

国立大学法人北海道大学受託研究取扱規程 

・北海道大学が北海道大学以外の国の機関、公共団体、法人及びその他の者から特定の事項に

ついて、委託を受けて行う受託研究の取扱いについて定める。 

 

北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書（上記①に記載） 

・第7条に病院長はコンプライアンス推進責任者として、病院における研究費の運営及び管理につ

いて実質的な責任と権限を有すると規定されている。 

 

（ｵ）その他、特定臨床研究の適正実施を行うために必要な事項 

北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書（上記①に記載） 

・第6条に、特定臨床研究等の適正な実施の手続きと運営が規定されている。この規定に基づき、
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北海道大学病院臨床研究標準業務手順書、国立大学法人北海道大学治験取扱規程、北海道

大学病院治験標準業務手順書、北海道大学病院医師主導治験標準業務手順書を定め実施し

ている。 

 

北海道大学病院臨床研究標準業務手順書（上記（ｲ）に記載） 

・北海道大学病院で実施される臨床研究法上の臨床研究に関する取扱い等に関して必要な手順

を制定した手順書。 

 

国立大学法人北海道大学治験取扱規程 

・北海道大学病院における治験の取扱いについて定める。 

 

北海道大学病院治験標準業務手順書 

・国立大学法人北海道大学治験取扱規程第17条に基づき、北海道大学病院における医薬品等の

臨床試験に関する取扱い等について定めた手順書 

 

北海道大学病院医師主導治験標準業務手順書 

・国立大学法人北海道大学治験取扱規程第17条に基づき、北海道大学病院における医師主導治

験に関する取扱い等について定めた手順書 

 

北海道大学病院人を対象とする生命科学・医学系研究標準業務手順書（上記（ｲ）に記載） 

・北海道大学病院で実施される臨床研究が「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針」に適合して運用されるために制定した手順書。 

 

⑥病院管理者を中心とした特定臨床研究の適正な実施の確保のための活動の主な内容： 

 病院長を中心として特定臨床研究の適正な実施の確保のため、「北海道大学病院特定臨床研究にお

ける病院長の標準業務手順書」に基づき、以下の活動を行っている。 

 

特定臨床研究の管理体制の構築と運用 

・特定臨床研究に係る病院長の職務遂行を補佐させるため、「北海道大学病院特定臨床研究管理委員

会」を設置した。 

<特定臨床研究管理委員会の主な活動> 

病院長を委員長として 9 名の委員から構成され、病院長による特定臨床研究の管理・監督を補佐

する委員会である。毎月 1 回開催され、本院で実施されている特定臨床研究の実施状況、不適正事

案に対する調査、審議、改善や再発防止策、是正措置等についての検討、安全性情報の確認および

審議、被験者保護室の活動状況の確認等を行っている。不適正事案に関しては、本院における対応

手順書を制定して手順を明確化し、調査や原因究明、是正措置、予防措置などの必要な対応を行う

体制となっている。 

 

・本院において各診療科等で実施される臨床研究の管理等について連絡調整を図るため「北海道大学

病院臨床研究マネージャー会議」を設置した。 

<臨床研究マネージャー会議の主な活動> 

病院長を議長とし、各診療科等から推薦され病院長が指名する臨床研究マネージャーで構成さ

れ、臨床研究の管理等に関する連絡調整を図る会議である。「北海道大学病院臨床研究マネージャ

ー会議要項」に基づき年 4 回開催され、臨床研究の適正な運用や安全管理につき連絡調整が図られ

る。本会議での内容は、臨床研究マネージャーを通じて各診療科等の研究者に周知される。 

 

特定臨床研究の審査体制の構築、適正な実施の手続きと運営 
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・特定臨床研究に関し、調査審議を行う機関として、以下の委員会を設置した。 

  ・国立大学法人北海道大学臨床研究審査委員会 

・北海道大学病院治験審査委員会  

  ・北海道大学病院生命科学・医学系研究倫理審査委員会  

・特定臨床研究の適正な実施のため、以下の手順書を制定し運営している。 

・北海道大学病院臨床研究標準業務手順書 

  ・国立大学法人北海道大学治験取扱規程 

  ・北海道大学病院治験標準業務手順書 

  ・北海道大学病院医師主導治験標準業務手順書 

  ・北海道大学病院人を対象とする生命科学・医学系研究標準業務手順書 

 

研究資金の適正な経理手続き 

・病院長は、本学における研究費の不正使用に関する規程等に従い、研究費の運営及び管理を行う。 

・病院長はコンプライアンス推進責任者として実質的な責任と権限を有し、以下の任務を行う。 

  ・実施状況を確認し、総括管理責任者へ報告する 

  ・病院の全ての役職員等の研修の受講状況について管理監督する 

  ・研究費の運営及び管理が適切であるか監督し、必要に応じて改善を指導する 

・病院長は、以下の手続きで任務を行う。 

  

<調査> 

・病院で実施される特定臨床研究のうち、臨床研究法（平成 29 年法律第 16 号）の規程に基づいて実

施する同法第 2 条第 1 項に規定する臨床研究に係る不適正事案の有無についての調査を行い、

不適正事案を認めた場合には、必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めること。（「北海道大学

病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第４条１号） 

・病院長は、特定臨床研究に係る不正行為に関する通報が、合理性を有する内容のものであると認

めるときは、北海道大学病院特定臨床研究管理委員会において調査を行うものとする。（「北海道

大学病院における特定臨床研究の不正行為に係る内部通報に関する内規」第６条） 
 
<中止指示・改善指示> 

・病院で実施される特定臨床研究のうち、臨床研究法（平成 29 年法律第 16 号）の規程に基づいて実

施する同法第 2 条第 1 項に規定する臨床研究に係る不適正事案の有無についての調査を行い、

不適正事案を認めた場合には、必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めること。（「北海道大学

病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第４条１号） 
・病院長は、調査の結果、公的研究費の不正使用又は不正使用の疑いがあったものと認定された場

合には、改善指示、中止指示等、必要な措置を講ずると共に研究費不正使用規程に基づき最高
管理責任者に情報の提供を行うものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の
標準業務手順書」第７条第４項） 

 

<再発防止策の策定> 

・病院長は、特定臨床研究に関して研究実施の適正性や研究結果の信頼性を損なうおそれのある情

報を得た場合には、臨床研究法、その他関係法令等及び国立大学法人北海道大学における研究

活動上の不正行為に関する規程（平成 19 年海大達第 221 号）に従って適切な対応を行うものとす

る。（「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第６条） 

・病院長は、調査の結果、不正行為があったものと認定し、処分又は研究環境の改善が必要である

と認めた場合は、病院長の権限で倫理教育の実施及び一定期間研究費を凍結するとともに、再発

防止策の策定、是正措置を講じるものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の

標準業務手順書」第７条第５項） 

 

<関係者の処分> 

・病院長は、特定臨床研究に関して研究実施の適正性や研究結果の信頼性を損なうおそれのある情

報を得た場合には、臨床研究法、その他関係法令等及び国立大学法人北海道大学における研究
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活動上の不正行為に関する規程（平成 19 年海大達第 221 号）に従って適切な対応を行うものとす

る。（「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第６条） 
・病院長は、調査の結果、不正行為があったものと認定し、処分又は研究環境の改善が必要である

と認めた場合は、病院長の権限で倫理教育の実施及び一定期間研究費を凍結するとともに、再発
防止策の策定、是正措置を講じるものとする。病院長は、関係者の処分について本学の規程に基づ
き行うものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書」第７条第５
項及び第６項） 

 

特定臨床研究の実施状況の確認 

・病院長は、臨床研究法における特定臨床研究について、関連法規等に適合していることについて、自

ら点検及び評価を行う。 

<自己点検に関する活動> 

「北海道大学病院で行われる臨床研究に関する自己点検手順書」に基づき、病院長は自己点検実

施担当者を指名し、業務を行わせる。担当者は計画書を作成して病院長の承認を得て実施する。

担当者は確認した事項を報告書として病院長に提出する。 

 

・病院長は、特定臨床研究管理委員会に対して、本院における特定臨床研究の実施・取組状況が適切で

あるかどうかの検討を命じ、意見を聞く。また重大な問題が生じた場合は同委員会に意見を聞く。 

 

情報提供窓口の設置と運用 

・病院長は、特定臨床研究に関わる者等が、研究実施の適正性又は研究結果の信頼性を損なうおそ

れのある情報を得た場合の通報に対応するための窓口を総務課に設置する。 

・病院長は、通報の報告を受けた場合、本学における研究活動上の不正行為に関する規程に基づき、

当該情報の提供を受けた旨を研究不正対応統括管理責任者に通知する。 

・通報の受付に当っては、窓口の職員は、通報を行った者の秘密の厳守その他通報者の保護を徹底しな

ければならない。 

 

特定臨床研究等のデータの捏造、改ざん、盗用の疑惑が生じた時の手続きと方法 

・病院長は、特定臨床研究等のデータの捏造、改ざん、盗用など、研究結果の信頼性を損なう事実もしく

は情報を受けた場合は、本学における研究活動上の不正行為に関する規程及び特定臨床研究の不

正行為に係る内部通報に関する内規により手続きを行う。 

・病院長は、以下の手続きで任務を行う。 

 

<調査> 

・病院で実施される特定臨床研究のうち、臨床研究法（平成 29 年法律第 16 号）の規程に基づいて実

施する同法第 2 条第 1 項に規定する臨床研究に係る不適正事案の有無についての調査を行い、

不適正事案を認めた場合には、必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めること。（「北海道大学

病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第４条１号） 

・病院長は、特定臨床研究に係る不正行為に関する通報が、合理性を有する内容のものであると認

めるときは、北海道大学病院特定臨床研究管理委員会において調査を行うものとする。（「北海道

大学病院における特定臨床研究の不正行為に係る内部通報に関する内規」第６条） 

 

<中止指示・改善指示> 

・病院で実施される特定臨床研究のうち、臨床研究法（平成 29 年法律第 16 号）の規程に基づいて実

施する同法第 2 条第 1 項に規定する臨床研究に係る不適正事案の有無についての調査を行い、

不適正事案を認めた場合には、必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めること。（「北海道大学

病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第４条１号） 
・病院長は、必要に応じて特定臨床研究管理委員会の意見を聞き、改善指示、中止指示等是正に必

要な措置を行うものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書」
第１０条第３項（抜粋）） 
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<再発防止策の策定> 

・病院長は、特定臨床研究に関して研究実施の適正性や研究結果の信頼性を損なうおそれのある情

報を得た場合には、臨床研究法、その他関係法令等及び国立大学法人北海道大学における研究

活動上の不正行為に関する規程（平成 19 年海大達第 221 号）に従って適切な対応を行うものとす

る。（「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第６条） 
・病院長は、調査の結果、不正行為があったものと認定された場合で、処分又は研究環境の改善が

必要であると認めたときは、病院長の権限で倫理教育の実施及び一定期間研究費を凍結するとと
もに、再発防止策の策定、是正措置等必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めるものとする。
（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書」第１０条第５項） 

 

<関係者の処分> 

・病院長は、特定臨床研究に関して研究実施の適正性や研究結果の信頼性を損なうおそれのある情

報を得た場合には、臨床研究法、その他関係法令等及び国立大学法人北海道大学における研究

活動上の不正行為に関する規程（平成 19 年海大達第 221 号）に従って適切な対応を行うものとす

る。（「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第６条） 
・病院長は、調査の結果、不正行為があったものと認定された場合で、処分又は研究環境の改善が

必要であると認めたときは、病院長の権限で倫理教育の実施及び一定期間研究費を凍結するとと
もに、再発防止策の策定、是正措置等必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めるものとする。
病院長は、関係者の処分について本学の規程に基づき行うものとする。（「北海道大学病院特定臨
床研究における病院長の標準業務手順書」第１０条第５項及び第６項） 

 

臨床研究法への不適合事案等の対応 

・病院長は、以下の手続きで任務を行う。 

 

<調査> 

・病院で実施される特定臨床研究のうち、臨床研究法（平成 29 年法律第 16 号）の規程に基づいて実

施する同法第 2 条第 1 項に規定する臨床研究に係る不適正事案の有無についての調査を行い、

不適正事案を認めた場合には、必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めること。（「北海道大学

病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第４条１号） 

・病院長は、現在実施している又は過去に実施された臨床研究法における特定臨床研究のうち、臨

床研究法への不適合と疑われる事案の申立て、臨床研究審査委員会等からの報告、自己点検で

事案が発生した場合、必要に応じて臨床研究法における特定臨床研究に係る不適正事案の有無

についての調査を行うものとする。病院長は、調査を特定臨床研究不適正事案調査会に行わせる

ものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書」第１１条第 1 項

及び第２項） 

・病院長は、調査の適正かつ円滑な実施を確保するため、証拠となる資料等の保全その他の必要な

措置を講じる。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準業務手順書」第１１条第８

項） 

 

<中止指示・改善指示> 

・病院で実施される特定臨床研究のうち、臨床研究法（平成 29 年法律第 16 号）の規程に基づいて実

施する同法第 2 条第 1 項に規定する臨床研究に係る不適正事案の有無についての調査を行い、

不適正事案を認めた場合には、必要な措置を講じ、不正行為の防止に努めること。（「北海道大学

病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第４条１号） 
・病院長は、調査結果に基づいて、必要に応じて改善指示、中止指示を行うとともに、再発防止策の

策定や関係者の処分等の是正措置を講じるに当たり、特定臨床研究管理委員会に検討を指示
し、意見を求めることができるものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準
業務手順書」第１１条第４項） 

 

<再発防止策の策定> 

・病院長は、特定臨床研究に関して研究実施の適正性や研究結果の信頼性を損なうおそれのある情

報を得た場合には、臨床研究法、その他関係法令等及び国立大学法人北海道大学における研究
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活動上の不正行為に関する規程（平成 19 年海大達第 221 号）に従って適切な対応を行うものとす

る。（「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第６条） 
・病院長は、調査結果に基づいて、必要に応じて改善指示、中止指示を行うとともに、再発防止策の

策定や関係者の処分等の是正措置を講じるに当たり、特定臨床研究管理委員会に検討を指示
し、意見を求めることができるものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究における病院長の標準
業務手順書」第１１条第４項） 

 

<関係者の処分> 

・病院長は、特定臨床研究に関して研究実施の適正性や研究結果の信頼性を損なうおそれのある情

報を得た場合には、臨床研究法、その他関係法令等及び国立大学法人北海道大学における研究

活動上の不正行為に関する規程（平成 19 年海大達第 221 号）に従って適切な対応を行うものとす

る。（「北海道大学病院における特定臨床研究に関する職務権限内規」第６条） 

・病院長は、継続の可否が決定するまでの間、当該研究者等に対し、研究の一時停止を命じることが

出来るものとする。その後、研究の打ち切りが確定した場合は、倫理教育の実施及び一定期間研

究費を凍結するものとする。病院長は、必要な対応を行うとともに、不適合の程度が重大であると

きは、その対応の状況及び結果を総長に報告するものとする。（「北海道大学病院特定臨床研究に

おける病院長の標準業務手順書」第１１条第６項及び第７項） 

 
特定臨床研究の監査 

・病院長は、特定臨床研究の実施に係る業務状況を北海道大学特定臨床研究監査委員会に報告すると

ともに意見を求める。 

・病院長は、北海道大学特定臨床研究監査委員会の意見を受け、必要な場合には、特定臨床研究管理

委員会に対応を検討させたうえで意見を聞き、その意見を踏まえて、必要な是正措置等を行う。 

 
厚生労働大臣等の調査への協力 

・病院長は、特定臨床研究が GCP 及び臨床研究法に適合していることについて、厚生労働大臣又はそ

の委託を受けた者が実施する調査に協力する。 

 
データ等の開示 

・病院長は、医薬品医療機器等法等、臨床研究法に定める範囲内において、特定臨床研究の研究者等

に当該研究に関するデータの開示を義務付ける。 

 
試料及び情報等の保管の手順 

・病院長は、臨床研究法における特定臨床研究に係る試料及び情報の保管については、北海道大学病

院臨床研究標準業務手順に従って、当該研究機関が実施する臨床研究法における特定臨床研究に

係る人体から取得された試料及び情報等が適切に保管されるよう、必要な監督を行う。 

・病院長は、治験に係る記録の保管については北海道大学病院治験標準業務手順書、医師主導治験に

ついては北海道大学病院医師主導治験標準業務手順書、国立大学法人北海道大学臨床研究審査

委員会に関する文書については、国立大学法人北海道大学病院臨床研究審査委員会規程に従う。 

 
守秘義務 

・病院長、各委員会委員、その他教職員等、この規程に携わる全ての者は、業務上知りえた秘密を漏らし

てはならない。職員等でなくなった後も同様である。 

・病院長は、申立者、非申立者、申立て内容及び各調査経過について、調査等の結果が公表されるまで

外部に漏洩しないよう、これらの秘密保持を徹底する。 

 

（注）1 規程・手順書の主な内容には、整備されている規程・手順書の名称及び概要を記載すること 

2 特定臨床研究の適正な実施の確保のための委員会の設置規程、構成員名簿（役職のわかるもの

に限る。）を別途添付すること。病院管理者、臨床研究支援部門の長、病院事務部門の長、医療安

全部門の長については、下線を引くこと。 
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3  2 の他、特定臨床研究の適正な実施の確保のための規程・手順書等についても別途添付するこ

と。 

4  特定臨床研究を適正に実施するための体制について、関連する部門名を記載するとともに、組織

内における位置付け及び関係を示す組織図を添付すること。 

 

２ 病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会 

①病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会 ○有  ・ 無 

②病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会の規程・手順書等の整

備状況 
○有  ・ 無 

活動の主な内容： 

① 病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会 

・本院における特定臨床研究に係る管理状況について中立かつ客観的な立場から監査を行うため、国

立大学法人北海道大学特定臨床研究監査委員会を設置した。 

・本委員会は上記の監査を行うため必要な審議を行うとともに、その結果を北海道大学総長および病院

長に報告し、必要に応じて是正措置を講じるよう意見を述べることを任務とする。 

・構成員は、病院の管理の経験を有する者1名、治験及び臨床研究に関する識見を有する者3名、法律

に関する識見を有する者1名の計5名であり、うち3名は本院との利害関係を有しない者である。 

・本委員会は、年1回以上開催する。不適正事案等が発生した場合は、臨時に開催することができる。 

・令和6年度の第1回監査委員会は令和6年8月22日に開催した。第1回の議事および審議事項は以下

のとおりである。①本監査委員会の規程および役割の確認を行った。②本院における特定臨床研究

の実施管理体制について説明を行った。③特定臨床研究管理委員会（病院長を補佐する会議体）の

開催状況（審議資料、議事録）の報告を行った。④本院における臨床研究・治験の実施状況について

報告を行った。⑤医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット組織体制の見直しとし

て、機構において新設した２つのプロジェクト（スタートアップ支援プロジェクト及びワクチン開発推進プ

ロジェクト）及び令和6年4月に設置された再生医療センターについての説明を行った。以上の報告等

につき審議を行い、委員から意見やコメントが述べられた。議事要旨はホームページに公開している

。 

・令和7年度は令和7年7月11日に開催した。 

 

② 病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会の規程・手順書 

国立大学法人北海道大学病院特定臨床研究監査委員会規程 

・本院における特定臨床研究に係る管理状況について中立かつ客観的な立場から監査を行うため制

定した（平成27年5月8日）。 

・特定臨床研究監査委員会の任務、組織及び運営について定めている。 

 

（注）病院管理者の業務執行の状況を監査するための委員会の設置規程、構成員名簿、今後の開催予定が

わかる資料を添付すること。 
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３ 特定臨床研究に関する不適正事案 

登録 ID 等  ＊＊ 治験・臨床研究名 ＊＊ 

不適正事案の概要：中止基準の不遵守 

不適合の経緯：本研究の中止基準には「12 週時に EULAR 改善基準による中等度反応を達成せず、かつ、

低疾患活動性(DAS28-CRP ≦3.2)を達成しなかった場合」があるが、当該対象者において、12 週時

(2023 年 3 月 23 日)の EULAR 改善基準は「no response」で改善基準は中等度反応を達成せず、低

疾患活動性(DAS28-CRP ≦3.2)を達成しなかったため、中止基準に該当していたが、研究を 24 週時

にあたる 2023 年 6 月 29 日まで継続していた。 

研究対象者への影響：＊＊による副作用や有害事象は認めておらず、当該対象者の疾患への本剤の使用

は添付文書の用法用量どおりであり、通常の診療で行われている治療と同等であることから、本剤を

継続することには問題はないと研究分担医師により判断しており、研究対象者への影響はない。 

不適正事案に関する対応状況： 

研究責任医師から 2024 年 4 月 19 日に病院長へ重大な不適合報告がなされた。 

研究代表医師から認定臨床研究審査委員会へ付議され、2024 年 5 月 23 日に承認された。 

2024 年 6 月 27 日の本院特定臨床研究管理委員会で本事案を審議し、病院長から研究責任医師に対して

厳重注意を行い、本院のホームページで本事案を公開し謝罪を行なった。 

是正措置： 

再発防止として、実際に研究を担当する研究分担医師が研究計画書を十分に確認してから実施することは

もちろん、他の研究分担医師も含めた多角的な確認を実施する。 

本事案に関し、本院の全診療科／部門の臨床研究マネージャーに周知し、注意を喚起した。 

 

 

（注）1  不適正事案に関する調査の概要（方法、期間、結果等）を記載すること。 

   2  調査報告書その他関係書類が取りまとめられている場合は、添付すること。 
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特定臨床研究を支援する体制 

 

 

①特定臨床研究の実施の支援を行う部門の設置状況      ○有 ・無 

特定臨床研究の実施の支援を行う部門の名称及び責任者 部門名 北海道大学病院医療

・ヘルスサイエンス研

究開発機構プロモー

ションユニット 

氏 名 ＊＊ 役職名 特任教授／プロモー

ションユニット長 

活動の主な内容： 

平成26年10月、日本発の医薬品等の新規医療技術の開発から医師主導治験、最適治療の確立をめざ

す臨床研究まで総合的に支援する部署として、本院に臨床研究開発センターを設置（平成29年1月一部改

組）。令和3年4月1日より大幅な組織改編を行い、本院における特徴的な研究機能を再編、集約し、「先進

的な医療の開発と提供」を実現し、我が国の医療、ヘルスサイエンス研究分野をリードすることを目標とし

て北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構を設立した。臨床研究の実施に係る支援業務を

行う組織としてプロモーションユニットが設置され、当該支援業務に関する相当の経験及び識見を有する専

従教授であるプロモーションユニット長の下、5センターと運営事務を行う1事務室で構成され、168名のスタ

ッフから成る。各センターの業務内容は以下のとおりである。 

 

１．臨床研究開発センター 

臨床開発推進部門 

薬事に関する審査に関する相当の経験及び識見を有する者を含む臨床開発の専門家を配置し、研

究者による新規医療技術の開発から市販後臨床研究まで一貫して支援する部門である。研究シーズ

の開発助言、知財支援、非臨床試験、薬事関連から医師主導治験を含めた特定臨床研究における

研究計画書・同意説明文書等の作成支援、進捗管理、また他の医療機関と共同で実施する場合の連

絡・調整業務などを行う。 

 

研究企画推進部門 

特定臨床研究を含む臨床研究の企画・立案の相談、研究者の研究相談の受入、プロトコール 作成

の支援、研究支援業務依頼受入など研究者の研究支援の窓口機能を有する。臨床研究安全管理を

担当し、安全性情報の管理を行う。被験者保護を担当し、臨床研究・治験相談窓口を運用する。 

 

治験支援部門 

医師主導治験、企業治験の事務局を担当する。臨床研究コーディネーター（CRC）を配置し、治験・臨

床研究に関して同意説明補助等の支援業務を行う。ローカルデータマネージャーを配置し、サイトで

の臨床研究の品質管理業務を担う。 

 

早期臨床試験支援部門 

Phase I unitを運営し、開発型の早期臨床試験（第Ⅰ相治験）の支援を行う。 

 

品質管理部門 

モニタリング担当者を配置し、医師主導治験、先進医療等のモニタリング業務を担当している。 

 

信頼性保証部門 

監査担当者を配置し、医師主導治験の監査業務を担当している。また、本センター業務に関する信頼

性保証（QMS）体制の構築と運用を担当している。 
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２．臨床研究監理センター 

生命科学・医学系研究倫理指針や臨床研究法下の研究に関する各種支援を行う。生命・医学系研究倫

理審査委員会による倫理審査業務、認定臨床研究審査委員会による審査意見業務、特定認定再生医

療等委員会の審査等業務、利益相反審査委員会による審査業務およびそれらに関する事務手続き業

務、臨床研究及び再生医療等に係る教育及び研修に関する業務を行っている。 

 

３．先端診断技術開発センター 

開発案件の相談･受入･契約業務、開発案件の関係者間の調整、開発計画の企業支援や、院内研究シ

ーズの臨床開発（診断法開発等）、臨床開発に必要な先端解析技術の整備、診療科と共同した大型研

究費獲得等の支援業務に加え、生体試料管理室（バイオバンク）機能を有し、研究開発や臨床研究のた

めの生体試料管理のほか、生体試料を活用した研究の指導や助言も行う。 

 

４．データサイエンスセンター 

生物統計部門 

生物統計に関する相当の経験及び識見を有する者を配置し、研究者が臨床研究計画を立案する際

の試験計画や症例数設定などの支援業務を行っている。 

 

データマネジメント部門 

 「特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理を行う部門」に記載。 

 

 ヘルスデータサイエンス部門 

  ヘルスデータサイエンス及びバイオインフォマティクスに関する研究及び支援、学外連携を行う。 

 

 リアルワールドデータ研究推進部門 

  医療情報等のRWDを活用した研究及び支援、医療情報学に関する調査等事業を行う。 

 

５．再生医療センター 

細胞プロセッシング施設を有し、GMPに準拠した再生医療、細胞治療のための製造、品質管理業務を行

い、医師主導治験や先進医療等の推進に寄与する。 

 

６．機構運営事務室 

プロモーションユニットに関する人材の確保、登用に関する実務的業務のほか、各種契約業務の支援

等、事務業務を担当している。 

 

③特定臨床研究の実施の支援に係る業務に関する規程及び手順書の整備状況 ○有 ・無 

規程・手順書の主な内容： 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構内規 

・北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構の組織、運営、業務を定め、設置するユニットや

各ユニットの組織、業務を規定している。 

・プロモーションユニットに設置するセンター等について定め、機構運営事務室の業務を規定している。 

・センターの組織及び運営については各センター内規に別に定める。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット臨床研究開発センター内規 

・センターに設置する部門やセンター構成員、各部門の業務等を規定している（部門名や業務内容は本項

①に記載）。 
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北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構臨床研究等支援業務内規 

・本機構が行う支援業務の実施について必要事項を制定したものである。主な内容は、支援依頼者の資

格、支援業務、支援対象、支援の依頼・受託に関する手続き、支援負担金である。 

・支援業務は別表に規定されており、大項目は以下の通りである。研究受入準備、文書作成業務、研究事

務局・調整業務、登録業務、割付業務、データマネジメント業務、システム作成業務、システム利用料、

モニタリング業務、統計解析業務、臨床研究コーディネーター支援業務、監査業務、非臨床試験支援業

務、原料・製剤・製品等の品質相談、薬事対応支援業務、知財関連支援業務。 

・研究計画書・同意説明文書等の必要な文書作成、進捗管理、同意説明補助、関係機関対応（他の医療

機関との連絡調整を含む）の業務を行うことが規定されている。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット研究企画推進部門臨床研究

支援室標準業務手順書 

・特定臨床研究を含む臨床研究の実施者に対して支援を行う業務について規定した手順書である。 

・臨床研究に関する企画・立案についての相談業務についての手順を規定している。 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット臨床研究開発センター研

究企画推進部門研究開発戦略室標準業務手順書 

・特定臨床研究を含む臨床研究の実施者に対して支援を行う業務について規定した手順書である。 

・臨床研究に関するプロトコール作成支援業務についての手順を規定している。 

 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット 標準業務手順書 

以下の文書は本センターにおいて特定臨床研究の支援業務を行う際の手順書である。名称は治験とな

っているが治験外臨床研究の場合は治験を臨床研究と読み替えるなど準用して使用する。 

 

HRI-SOP01．医師主導治験を開始するまでに必要な準備に関する標準業務手順書 

  自ら治験を実施する者から委託を受け、治験の立案から治験届を提出するまでを定めた手順書であ

る。治験実施体制整備、治験相談、治験実施計画書、同意説明文書等の必要文書の作成支援を含

む。 

 

HRI-SOP02．標準業務手順書の作成、改訂および廃止に関する標準業務手順書 

  本センターの標準業務手順書の作成、改訂および廃止に関する事項を定めた手順書である。 

 

HRI-SOP03．記録の保存・文書管理に関する標準業務手順書 

  自ら治験を実施する者の委託を受けた治験において、当センターが保存すべき記録の保存と文書管理

について定めた手順書である。 

 

HRI-SOP04．教育・訓練に関する標準業務手順書 

  本センターが委託を受けて実施する業務の信頼性を確保し向上させるための必要な教育・訓練の方法

や内容について定めた手順書である。 

 

HRI-SOP06．モニタリングに関する標準業務手順書 

  本センターが委託を受けて実施するモニタリングの手順及びその他必要事項を定めた手順書である。 

 

HRI-SOP07．受託した監査の実施に関する標準業務手順書 

本センターが委託を受けて実施する監査の手順及びその他必要事項を定めた手順書である 

 

HRI-SOP11．統計解析に関する標準業務手順書 

本センターが委託を受けて実施する統計解析の手順及びその他必要事項を定めた手順書である。 

 

HRI-SOP12. 実施医療機関・治験責任医師の要件調査に関する標準業務手順書 

  本センターが委託を受けて実施する治験において、治験実施医療機関及び治験実施医師の選定を行
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うことについて定めた手順書である。 

 

HRI-SOP14. 開発業務受託機関への業務委託に関する標準業務手順書 

  本センターが委託を受けて実施する治験において、自ら治験を実施する者が開発業務受託機関への業

務委託を適切に行うことについて定めた手順書である。 

 

HRI-SOP15. 開発業務受託機関としての業務受託に関する標準業務手順書 

  本センターが、自ら治験を実施する者から、治験の実施において本センターによる支援の依頼を受託す

る際に必要な手順を定めた手順書である。 

 

HRI-SOP16. 品質管理に関する標準業務手順書 

  本センターが、自ら治験を実施する者から委託を受けて実施する業務の品質を管理するための手順を

定めた手順書である。 

 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット 試験ごとに作成するSOP雛形 

以下の文書は、本センターにおいて支援する特定臨床研究において、試験ごとに作成する標準業務手

順書の雛形である。これを基に、特定臨床研究を実施する者は該当する手順書を作成することができ

る。名称は治験となっているが治験外臨床研究の場合は治験を臨床研究と読み替えるなど準用して使

用する。 

 

1 医師主導治験の準備に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、医師主導治験を立案し、治験計画届を提出するまでの手順を定めた手順

書である。 

 

2 治験調整委員会（又は治験調整医師）への業務委嘱に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、治験実施計画書に基づき複数の実施医療機関において共同で治験を実

施する場合に、治験実施に係る調整業務を治験調整委員会／治験調整医師に委嘱する場合の手

順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

3 治験調整委員会/治験調整医師/治験調整事務局の業務に関する手順書 

治験調整委員会/治験調整医師/治験調整事務局が、当該業務を適切に行うための手順、その他必

要な事項を定めた手順書である。 

 

4 治験実施計画書の作成に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、治験実施計画書の作成および改訂を適切に行うための手順、その他必要

な事項を定めた手順書である。 

 

5 症例報告書の見本の作成に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、症例報告書の見本の作成および改訂を適切に行うための手順、その他必

要な事項を定めた手順書である。 

 

6 治験薬概要書作成に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、治験薬概要書の作成および改訂を適切に行うための手順、その他必要な

事項を定めた手順書である。 

 

7 説明文書および同意文書作成に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、説明文書および同意文書を作成ならびに改訂を適切に行うための手順そ

の他必要な事項を定めた手順書である。 

 

8 被験者の健康被害補償に関する手順書 
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治験に関連して被験者に生じた健康被害に対して、自ら治験を実施する者および実施医療機関が行

う補償措置に係る手順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

9 （医薬品）安全性情報の取扱いに関する手順書 

安全性情報の取扱いに係る用語の定義を定め、当該治験に関与する者が、安全性情報を適切に取

扱うための手順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

10 （医療機器）安全性情報の取扱いに関する手順書 

安全性情報の取扱いに係る用語の定義を定め、当該治験に関与する者が、安全性情報を適切に取

扱うための手順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

11 （再生医療等製品）安全性情報の取扱いに関する手順書 

安全性情報の取扱いに係る用語の定義を定め、当該治験に関与する者が、安全性情報を適切に取

扱うための手順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

12 記録の保存に関する手順書 

自ら治験を実施する者および治験調整委員会/治験調整医師が保存すべき記録の保存に関する手

順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

13 治験薬/治験使用薬の管理に関する手順書 

自ら治験を実施する者、治験薬管理者および必要に応じて治験調整医師が、治験薬/治験使用薬の

授受、保管・管理、未使用治験薬/治験使用薬の返却等を適切に行うための手順、その他必要な事

項を定めた手順書である。 

 

14 治験機器/治験使用機器の管理に関する手順書 

自ら治験を実施する者、治験機器管理者および必要に応じて治験調整医師が、治験機器/治験使用

機器の授受、保管・管理、未使用治験機器/治験使用機器の返却等を適切に行うための手順、その

他必要な事項を定めた手順書である。 

 

15 治験製品/治験使用製品の管理に関する手順書 

自ら治験を実施する者、治験製品管理者および必要に応じて治験調整医師が、治験製品/治験使用

製品の授受、保管・管理、未使用治験製品/治験使用製品の返却等を適切に行うための手順、その

他必要な事項を定めた手順書である。 

 

16 効果安全性評価委員会に関する手順書 

効果安全評価委員会が審議を適切に行うため、自ら治験を実施する者および治験調整委員会が行う

手順、その他必要な事項を定めた手順書である。 

 

17 モニタリングに関する手順書 

自ら治験を実施する者およびモニターが、対象となる治験が関連する法令、指針、治験実施計画書等

を遵守して適正に実施されていることを確認するなど、モニタリングを適切に実施するための手順、そ

の他必要な事項を定めた手順書である。 

 

18 監査の実施に関する手順書 

自ら治験を実施する者および監査担当者が、監査を適切に実施するための手順、その他必要な事項

を定めた手順書である。 

 

19 治験総括報告書の作成に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、治験総括報告書を適切に作成するための手順を定めた手順書である。 
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20 標準業務手順書の作成に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、標準業務手順書の作成および改訂を適切に行うための手順を定めた手順

書である。 

 

21 治験使用薬の中央管理に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、治験薬提供者から治験薬または治験使用薬を納入し、自ら治験を実施す

る者および治験薬中央管理者が、治験薬または治験使用薬の授受、保管・管理を適切に行うための

手順を定めた手順書である。 

 

22 症例検討会の実施に関する手順書 

自ら治験を実施する者が、治験で収集した登録症例データについて、症例検討会を適切に実施する

ための手順を定めた手順書である。 

 

治験調整事務局運用マニュアル 

・医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット標準業務手順書を補完して治験調整事務

局の運用について規定している。調整事務局が、研究の進捗管理や各実施医療機関（他の医療機

関）との連絡調整、各担当間の業務分担等を明確にして適切に業務が行えるようにしている。 

 

臨床研究法下で実施する特定臨床研究の事務局業務マニュアル 

・医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット標準業務手順書を補完して特定臨床研究

の調整事務局の運用について規定している。調整事務局が、研究の進捗管理や各実施医療機関（他

の医療機関）との連絡調整、各担当間の業務分担等を明確にして適切に業務が行えるようにしている。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット臨床研究監理センター内規 

・センターの構成員や業務について規定している（業務内容は本項①に記載）。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット先端診断技術開発センター

内規 

・センターに設置する室やセンターの構成員、業務について規定している（業務内容は本項①に記載）。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット再生医療センター内規 

・センターに設置する室やセンターの構成員、業務について規定している（業務内容は本項①に記載）。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニットデータサイエンスセンター内

規 

・センターに設置する部門やセンターの構成員、業務について規定している（部門名や業務内容は本項

①に記載）。 
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特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理を行う体制 

 

 

①特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理を行う

部門 ○有 ・無 

部門名：データサイエンスセンターデータマネジメント部門 

 

活動の主な内容： 

データマネジメント部門は、臨床研究の信頼性を担保するためにデータの品質管理を適切に行い、ア

ウトプットされるデータの品質確保を図り、エビデンスに基づいた先進的な医療技術の創出に貢献するこ

とを目標としている。本部門は臨床研究開発センター研究企画推進部門・治験支援部門等、特定臨床

研究を支援する部門からは独立して存在しており、同部門の設置場所も他の部門から独立し、暗号キー

による施錠、入室管理を行っている。 

  本部門は、臨床研究のデータ管理に関する相当の経験及び見識を有する者を部門長とし、生物統計に

関する相当の経験および見識を有する者を配置している。また2年以上の経験を有するデータマネージ

ャーを10名、配置している。本部門は、データマネジメント業務（症例登録・割付、症例報告書作成、デー

タチェック・修正・固定等）を担当するデータマネジメント室と電子的症例報告書（EDC）の作成や管理等

を担当するレジストリーシステム管理室から構成されている。データマネジメント室では、データの修正に

おける記録を含めて手順書に基づき業務を行っている。令和5年度は、医師主導治験10件、それ以外の

特定臨床研究2件のデータ管理業務を担当した。 

 

②専従の特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理

を行う者の配置状況 ○有 ・無 

氏 名 ＊＊ 所 属 
データサイエンスセンター 

データマネジメント部門 

役職名 特定専門職員 資 格 なし 

特定臨床研究を実

施するに当たり統計

的な解析等に用い

るデータの管理に必

要な知識・経験を有

していること及び専

従であることの説明 

 アカデミアにおいて医師主導治験(癌 2本、医療機器 1本、再生医療 2本、その他

 1本)、及び癌領域を含む臨床試験 11本のデータマネジメントを担当した。また、脳

神経外科領域等の医師主導治験10本（うち再生医療 2本）、及び癌領域を含む7本

の臨床試験において、データマネジメント業務に関する指導をしている。これまでの

経験から臨床試験におけるデータの取り扱いの重要性を十分に理解し、管理に関す

る必要な知識を得ている。また、同人は医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロ

モーションユニットの専従である。 

③特定臨床研究を実施するに当たり統計的な解析等に用いるデータの管理に関す

る規程及び手順書の整備状況 ○有 ・無 

規程・手順書の主な内容： 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニットデータサイエンスセンター内

規 

設置する部門や構成員、各部門の業務等を定めており、その中にデータマネジメント部門について規定

している。 

 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット 標準業務手順書 

以下の文書はデータマネジメント部門において特定臨床研究のデータ管理業務を行う際の手順書であ

る。手順書内の記載は治験となっているが治験外臨床研究の場合は治験を臨床研究と読み替えるなど

準用して使用する。 

 

HRI-SOP08．症例登録に関する標準業務手順書 
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自ら治験を実施する者が実施する医師主導治験において、症例登録業務を行う際の手順を示した手

順書である。 

 

HRI-SOP10. データマネジメントに関する標準業務手順書 

自ら治験を実施する者が実施する医師主導治験において、ランダム化を行う際の手順を示した手順

書である。事前準備から症例報告書の受領、データ入力、データ修正における記録および手続き、デ

ータ固定等の手順が規定されている。 

 

HRI-SOP17. 中央モニタリングに関する標準業務手順書 

自ら治験を実施する者が実施する医師主導治験において、中央モニタリングを行う際の手順を示した

手順書である。 

 

HRI-SOP18. 治験情報システム設定内容及び運用管理のバリデーションに関する標準業務手順書 

自ら治験を実施する者が実施する医師主導治験において、治験情報システム設定及び運用管理の

バリデーションを行う際の手順を示した手順書である。 

  

データマネジメント部門 システム管理に関する手順書 

・NorthNet 

システム操作手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステム操作を行う際に必要な手順について規定した手

順書である。 

 

保守点検手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムの保守点検を行う際に必要な手順について規定

した手順書である。 

 

セキュリティ管理手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムのセキュリティ管理を行う際に必要な手順につい

て規定した手順書である。 

 

バックアップ・リストア手順書 

データマネジメント部門において、担当者がデータのバックアップおよびリストアを行う際に必要な手順

について規定した手順書である。 

 

災害対策計画書 

データマネジメント部門において、担当者が災害の発生した際に実施する対策に関して必要な手順に

ついて規定した手順書である。 

 

変更障害管理手順書 

  データマネジメント部門において、システムを維持・管理する際に担当者が変更を行うための必要な手

順について規定した手順書である。 

 

逸脱管理手順書 

  データマネジメント部門において、システムが逸脱した際に担当者が実施する必要な手順について規定

した手順書である。 

 

システム利用手順書 

データマネジメント部門において、システム利用者がシステムを稼働・終了させるまでの必要な手順に

ついて規定した手順書である。 
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ユーザ管理手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムのユーザ管理を実施する際に必要な手順につい

て規定した手順書である。 

 

教育手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステム利用者に対しての教育を実施する際に必要な手

順について規定した手順書である。 

 

ER/ES指針教育手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステム利用者に対して「医薬品等の承認又は許可等に

係る申請等に関する電磁的記録・電子署名利用のための指針」対応を行うためのユーザトレーニング

を実施する手順について規定した手順書である。 

 

・CrioNet 

 運用管理手順書 

データマネジメント部門において、担当者が保守運用管理を行う際に必要な手順について規定した手

順書である。 

 

保守点検手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムの保守点検を行う際に必要な手順について規定

した手順書である。 

 

セキュリティ管理手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムのセキュリティ管理を行う際に必要な手順につい

て規定した手順書である。 

 

バックアップ・リストア手順書 

データマネジメント部門において、担当者がデータのバックアップおよびリストアを行う際に必要な手順

について規定した手順書である。 

 

災害対策計画書 

データマネジメント部門において、担当者が災害の発生した際に実施する対策に関して必要な手順に

ついて規定した手順書である。 

 

変更障害管理手順書 

データマネジメント部門において、システムを維持・管理する際に担当者が変更を行うための必要な手

順について規定した手順書である。 

 

逸脱管理手順書 

データマネジメント部門において、システムが逸脱した際に担当者が実施する必要な手順について規

定した手順書である。 

 

システム利用手順書 

データマネジメント部門において、システム利用者がシステムを稼働・終了させるまでの必要な手順に

ついて規定した手順書である。 

 

ユーザ管理手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムのユーザ管理を実施する際に必要な手順につい

て規定した手順書である。 
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教育手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステム利用者に対しての教育を実施する際に必要な手

順について規定した手順書である。 

 

ER/ES指針教育手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステム利用者に対して「医薬品等の承認又は許可等に

係る申請等に関する電磁的記録・電子署名利用のための指針」対応を行うためのユーザトレーニング

を実施する手順について規定した手順書である。 

 

自己点検手順書 

データマネジメント部門において、担当者がシステムの自己点検を行う際に必要な手順について規定

した手順書である。 

 

 

 

 

 



 

（様式第７） 

 23 / 48 
 

安全管理のための体制 

 

①医療に係る安全管理のための指針の整備状況 ○有 ・無 

・指針の主な内容： 
１．本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 
２．医療に係る安全管理のための委員会等に関する組織の基本的事項 
３．医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本的事項 
４．医療機関における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基

本方針 
５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
６．医療従事者と患者間の情報の共有に関する基本方針 
７．患者等からの相談に関する基本方針 
８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 
 

②医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務状況 

・設置の有無（ ○有 ・無 ） 

・開催状況：年１２回 

・活動の主な内容： 
１．医療安全管理上の問題が発生した場合の対応ならびに原因究明のための調査および分析に関す

ること 
２．医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案および実施に関すること 
３．医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること 
４．医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握および必要に応じた方策の見直しに関すること 
５．医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること 
６．医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること 
７．その他医療事故等に関すること 

 
 

③医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年４回 

・研修の主な内容： 
１．医療安全に関する講演会 

「採血・穿刺時の神経損傷予防」（2019年度講演会の録画） 
・受講方法：エルゼビア社のe-ラーニングツール「Safety Plus」による受講 

 
２．医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 

「2023年度のインシデントを振り返って」、「北海道大学病院における個人情報管理」、 
「新型コロナウイルス感染症5類化を振り返る」、「抗菌薬適正使用について」 
・受講方法：対象者を制限した集合形式 

エルゼビア社のe-ラーニングツール「Safety Plus」による受講 
 

３．医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 
「応招（召）義務について」「BLSとAEDの取り扱いについて」「医療器具関連感染サーベイランスにつ
いて」「抗菌薬適正使用について」 
・受講方法：対象者を制限した集合形式 

エルゼビア社のe-ラーニングツール「Safety Plus」による受講 
 

４．医療安全の日講演会 
「患者の立場からみた医療安全の未来」 
・受講方法：全職員を対象とした集合形式 

エルゼビア社のe-ラーニングツール「Safety Plus」による受講 
 

５．医療安全に関する講演会 

「令和６年度 歯科インシデントより」 

・受講方法：対象者を制限した集合形式 
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④医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 

・医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有 ・無 ） 

・その他の改善のための方策の主な内容： 
１．報告書に伴う問題点の把握方法（各部署，安全管理部門の問題点の認識） 

インシデント報告に関する分析からフィードバックまでの対応（職員への周知と再発防止） 
１）専任リスクマネジャー（ＧＲＭ）が当該リスクマネジャー（ＲＭ）へ事実確認を行い、報告内容の監

査・分析を行い、問題事例や有害事象の場合は、当該ＲＭとの検討、患者の影響度、患者への
対応状況などを協議し対応している。 

２）レベル３ｂの有害事象の場合は、当該部署のＲＭに当該部署として検討を行った結果と再発防止
策について、事例報告書として詳細報告を要請し、事例報告書に基づき原因・起因を分析し、病
院長に報告している。 

３）レベル４、５の有害事象は、ＧＲＭが聞き取り・現場検証などの事実調査を行い、当該ＲＭ・関係者
との事象の検討、患者の影響度、患者への対応などを協議している。ＧＲＭが作成した検証資
料に基づき、病院長・医療安全管理部長・当該部署の責任者とＲＭにより原因検討を行い、重
篤な事案の場合は医療事故対策特別部会で原因検討の上、病院の見解を明確にしている。 

 
２．問題点の分析方法（各部署，安全管理部門の問題点の分析方法） 

１）必要な事例については、専門分野の委員を指名し、ＷＧ、院内医療事故検討会を設置し、原因分
析・再発防止策を作成する。 

２）レベル３ａ以上の報告は、毎週月曜日にインシデントレポート検討・判定会において、レベル・過誤
の判定と合併症の妥当性の検討を行うとともに、報告内容を分析し、原因と患者への影響度を
検討し、医療事故報告制度への報告対象事例の判定を行っている。 

 
３．改善策の検討方法 

１）報告の全体的分析は、毎月と年間において実施し、発生レベル・報告状況・場面別に集計し、発
生場面別や職種別の発生状況について定量的分析を行い「医療安全に関する報告集計」を作
成し、各委員会に周知を図っている。また、病院運営会議においても報告し、周知を図っている。 

２）各診療科・部署の安全管理を図るために、前年度の当該診療科・部署での報告について年間集
計し、当該診療科・部署での優先的課題を分析し、年度前半で、診療科・部署ＲＭ等で対策を検
討し、年度末に再度、今年度の当該診療科・部署での報告について集計し、優先的課題の評価
を実施し、次年度に向けて継続事項を検討している。 

３）医薬品・医療機器に関する事象については、関係専門委員会で再発防止策を検討し、システム改
善・教育体制などの企画を検討している。 

 

 

⑤特定臨床研究に係る安全管理を行う者の配置状況 ○有 ・無 

氏名 ＊＊ 所属 臨床研究開発センター 

役職名 
特任講師／研究企画推進部

門長・臨床研究安全管理室長 
資格 医師 

特定臨床研究の安全管

理に関する必要な知識

を有していることの説明 

担当責任者は、医師で博士（医学）の資格を有する。平成27年から当機構

に所属し、治験・臨床研究プロジェクトマネジメント業務及び関連する手順書作

成の経験を持つ。令和4年10月から2年3ヶ月間、医薬品医療機器総合機構

（PMDA）へ出向し、医薬品・医療機器の申請審査及び治験の安全管理等に関

わる相談への対応を行った。令和7年4月から研究企画推進部門長及び臨床

研究安全管理室長として、臨床研究の安全管理業務全般を統括する。 

 

⑥専任の特定臨床研究において用いられる医薬品等の管理を行う者の

配置状況 

     ○有 ・無 
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氏名 ＊＊ 所属 北海道大学病院薬剤部 

役職名 薬剤部長 資格 薬剤師 

特定臨床研究における

医薬品・医療機器等の

取扱いに関する必要な

知識及び経験を有して

いることの説明 

北海道大学病院で薬剤師として調剤、注射、TDM、治験薬管理等の各種業務

に 15 年以上携わっている。また、医薬品適正使用のための薬物体内動態解

析の研究を長期に行っており、各種薬剤の使用・調製・管理方法に精通してい

る。2019 年 4 月に薬剤部長に就任し、以降、治験薬等管理者として、治験薬・

医療機器等の管理業務を統括している。 

なお、管理業務の実務者である治験薬等管理補助者として、試験薬を含めた

各種薬剤の取扱い・管理方法に精通している薬剤部薬剤師の＊＊及び＊＊

を、医療機器については当該研究の研究責任者を指名し、それぞれ管理業務

に任じている。 

⑦特定臨床研究に係る安全管理業務に関する規程及び手順書の整備

状況 ○有 ・無 

規程・手順書の主な内容： 

特定臨床研究安全管理に関する手順書 

特定臨床研究安全管理に関する手順書を制定し、特定臨床研究の実施に際して生じた医療安全報

告、有害事象、指針からの逸脱等について、特定臨床研究管理委員会へ報告された情報の管理と周

知について規定している。 

 

臨床研究安全管理室標準業務手順書 

臨床研究安全管理室標準業務手順書を制定し、特定臨床研究の実施に際して生じた医療安全報告、

有害事象、指針からの逸脱等の規定、データモニタリング委員会の開催、企業情報、規制当局情報、

学会・文献情報の収集、情報管理、報告等について規定している。 

 

安全性情報の取扱いに関する手順書 

本手順書は、安全性情報の取扱いに係る用語の定義を定め、当該治験（臨床研究においては臨床研

究と読み替え）に関与する者が、安全性情報を適切に取扱うための手順その他必要な事項を定めるも

のである。なお、本手順書には医薬品版と医療機器版があり、該当する治験の品目に合わせて作成す

る。 

 

治験薬の管理に関する手順書 

本手順書は、自ら治験（臨床研究においては臨床研究と読み替え）を実施する者、治験薬管理者およ

び必要に応じて治験調整委員会が、治験薬の授受、保管・管理、未使用治験薬の返却等を適切に行う

ための手順その他必要な事項を定めるものである。本手順書は雛形の形式になっており、実施する治

験に応じてそれぞれの治験薬管理の手順書を完成させる。 

 

治験機器の管理に関する手順書 

本手順書は、自ら治験（臨床研究においては臨床研究と読み替え）を実施する者、治験機器管理者お

よび必要に応じて治験調整委員会が、治験薬の授受、保管・管理、未使用治験機器の返却等を適切に

行うための手順その他必要な事項を定めるものである。本手順書は雛形の形式になっており、実施す

る治験に応じてそれぞれの治験機器管理の手順書を完成させる。 

 

医療に係る安全管理と

特定臨床研究に係る安

全管理について連携を

有していることの説明 

本業務は、「⑤特定臨床研究に係る安全管理を行う者の配置状況」に記載し

た臨床研究安全管理室長が、平成27年4月からは臨床研究の安全管理業務

に従事する一方で、本院の医療安全管理部門会議構成員となり、医療安全業
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務にも関与し、臨床研究の安全管理業務の責任者となり、特定臨床研究の被

験者に生じたインシデントや死亡事例を調査することにより、原因の究明や再

発防止対策の役割を担っている。 

⑧医療安全管理責任者の配置状況      ○有 ・無 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者、特定臨床研究に係る安全管理業務の統括状況 

 
医療安全管理責任者として、副病院長（医療安全担当）（医師）を配置し、医療安全管理部門、医療安
全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 

 

 

⑨医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬剤部において、医薬品情報の整理、周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外、禁忌等の処方

に係る確認等については、薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

薬剤部において、医薬品情報の整理、周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外、禁忌等の処方

に係る確認等については、薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

 

・担当者の指名の有無（ ○有 ・無 ） 
 

⑩医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 ○有 ・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ ○有 ・無 ） 

・規程の主な内容： 

１．インフォームド・コンセントの定義に関すること 

２．基本姿勢に関すること 

３．インフォームド・コンセントの基本プロセスに関すること 

４．説明・承諾に際しての書式と要点に関すること 

５．説明書と承諾書の登録・運用に関すること 

 

 

⑪診療録等の管理に関する責任者の選任状況 ○有 ・無 

・活動の主な内容： 

診療録の記載内容の確認について、毎年、各部署の診療録点検を実施し指導している。 

また、点検結果をリスクマネジャー連絡会議において報告し、各部署へ周知し、適切に診療録等の管理

が行われるようにしている。 

 

 

 

⑫医療安全管理部門の設置状況 ○有 ・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（２）名、兼任（６）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（３）名 
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 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 

・活動の主な内容： 

１ 医療事故及びインシデント（以下「医療事故等」という。）報告の受理及び分析に関すること。 

２ 医療安全管理委員会の運営並びにその記録等の作成及び保存、その他医療安全管理委員会の庶

務に関すること。 

３ リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存、その他リスクマネジャー連絡

会議の庶務に関すること。 

４ 医療安全に関する教育及び研修に関すること。 

５ 医療現場からの医療事故等の相談に関すること。 

６ 医療事故等に関する診療録や看護記録等への記載内容の確認及び指導に関すること。 

７ 医療事故等の発生時における患者又はその家族への対応状況の確認及び必要な指導に関するこ

と。 

８ 医療事故等に対する原因究明の実施状況確認及び必要な指導に関すること。 

９ 医療安全に係る連絡調整に関すること。 

10 医療安全の確保に資する診療の状況の把握に関すること。 

11 職員の医療安全に関する意識の向上の状況の確認に関すること。 

12 その他医療安全対策の推進に関すること。 

 

 

⑬高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有 ・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無(○有 ・無 ） 

・規程の主な内容： 

１ 高難度新規医療技術の提供に関する実施申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

２ 高難度新規医療技術の実施における手順等の遵守状況の確認に関すること。 

３ その他高難度新規医療技術に関すること。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有 ・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ ○有 ・無 ） 

⑭未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有 ・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ ○有 ・無 ） 

・規程の主な内容： 

１ 未承認新規医薬品等の提供に関する申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

２ 未承認新規医薬品等の提供に関する実施状況の確認に関すること。 

３ その他未承認新規医薬品等に関すること。 
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・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有 ・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ ○有 ・無 ） 

⑮入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 ○有 ・無 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 226 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったもの

として特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び発

生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 129 件 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

１ 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査及び分析に関するこ

と。 

２ 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること。 

３ 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること。 

４ 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関すること。 

５ 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること。 

６ 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること。 

７ その他医療事故等に関すること。 

 

 

⑯他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ ○有 （病院名：京都大学医学部附属病院）・無 ） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ ○有 （病院名：東京大学医学部附属病院）・無 ） 

・技術的助言の実施状況 

１ インシデントやアクシデントの報告等の状況 

・重大事例への対応について、医療事故に該当する可能性のある死亡事例については、24 時間体

制で GRM に電話連絡する仕組みがある。 

・死亡診断書発行時に提出される死亡報告や死亡前でも報告されうるインシデントレポートの内容を

医療安全部門が把握しており、医療事故に該当する可能性がある場合には病院長に翌日まで

に報告されると共に、医療事故対策部会が迅速に開催され、医療事故への該当性の判断もされ

ている。 

・仮に医療事故に該当しない場合も、重要事例については院内医療事故検討会で検証、分析、再発

防止が検討され、必要があれば外部委員を招聘した会議が開催される。 

・死亡事例ではない重要事例に関しても検証、再発防止につなげる体制があることは評価に値すると

考えられる。 

・医療事故事例の覚知に関する悉皆性、迅速性が確保されており、医療事故への該当性の判断に関

しても適切な体制が構築されている。 

・病院として重要な事例を確認・検証し、対応の意思決定を行うプロセスは確立しているといってよい

と考える。 

２ 医療安全管理委員会の業務の状況 

・再発防止・改善策が医療安全管理委員会で報告されると共に、リスクマネジャー会議で周知される

仕組みが機能している。 
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３ 医薬品等の安全使用体制の状況(医薬品安全管理責任者の業務等) 

・医薬品安全管理責任者を中心として医療安全管理部門との密接な連携のもと、適切な医薬品の安

全管理体制が構築されている。特に適応外使用については、リスク評価および倫理的な審査の

必要性を検討するためのＷＧが設置されており、基準に基づく協議がされていること、申請を促

す仕組みがある。 

４ 高難度新規医療技術又は未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適否等を決定する部門の

運用状況 

・評価委員会は多職種で構成され人数も多い。専門よりかけ離れた分野の審査は難しく、的外れなコ

メントを出してしまう可能性があることから、審査ごとに専門性を考えて 2 名ほど委員を加えてい

ることは、審査が円滑に適切に行われるのに大きく役立っている。 

・高難度新規技術を適切な手続きを経て実施することがいかに重要であるかを院内に周知すること

についても検討していただきたい。 

５ 監査委員会業務の結果及び監査委員会からの指摘への対応状況 

・外部監査委員会の開催状況および同委員会の業務内容について、法令で求められている事項に

ついて適切に実施されている。患者相談窓口と医療安全管理部の合同会議の定期開催が評価

されているなど、望ましい取り組みが実践されている。 

⑰管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者：2024.11.26（継続） 

医療安全管理責任者：2024.11.26 受講済（継続） 

医薬品安全管理責任者：2025.2.3 受講済（継続） 

医療機器安全管理責任者：2024.11.26 受講済（新規） 

 

⑱職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．医療安全に関する講演会 

「採血・穿刺時の神経損傷予防」（2019 年度講演会の録画） 

 

２．医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 

「2023 年度のインシデントを振り返って」、「北海道大学病院における個人情報管理」、 

「新型コロナウイルス感染症 5 類化を振り返る」、「抗菌薬適正使用について」 

 

３．医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 

「応招（召）義務について」「BLS と AED の取り扱いについて」「医療器具関連感染サーベイランスについ

て」、「抗菌薬適正使用について」 

 

４．医療安全の日講演会 

「患者の立場からみた医療安全の未来」 

 

５．医療安全に関する講演会 

「令和６年度 歯科インシデントより」 
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⑲監査委員会の設置状況 ○有 ・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

１. 北海道大学病院の医療に係る安全管理の業務執行の状況について、北海道大学病院長等から報

告を求め、又は必要に応じて確認を実施すること。 

２. 北海道大学病院の医療に係る安全管理について、北海道大学総長及び病院長に報告し、必要に応

じて是正措置を講じるよう意見を述べること。 

３. 前２号に掲げる業務について、その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ ○有 ・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ ○有 ・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ ○有 ・無 ） 

・公表の方法：北海道大学ホームページ 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 

委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 
委員の要件 

該当状況 

橋場 弘之 
田村・橋場法

律事務所 
〇 

法律に関する識見を有す

る者 有・○無  １ 

橋本 暁佳 
札幌医科大学  医療に係る安全管理に関

する識見を有する者 有・○無  １ 

高田 久 
北海道盲導犬

協会 
 医療を受ける者 

有・○無  ２ 

向野 雅彦 
北海道大学病

院 

 医療を提供する者 有・○無  ３ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
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⑳医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有 ・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方策そ

の他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ ○有 ・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有 ・無 ） 

㉑医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況              

・第三者による評価の受審状況 

日本医療評価機構が実施する病院機能評価(一般病棟 3)を受診(2024 年 3 月～) 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

日本医療評価機構を通じ公表(https://www.report.jcqhc.or.jp/detail/id=4315#sinsa_kekka)。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

審査結果報告書における評価 C の項目に関し、改善の取組を実施し、補充的審査を受診した結果、全

ての項目に関し、改善が承認され B 評価を取得した(認定第 JC1559-4 号、認定証公布日：2025 年 8 月

22 日)。 

 

（注） 記載時点の状況を記載すること 

なお、令和３年改正省令の施行時（令和３年４月１日）において、現に医療法第４条の３第１項の規

定により承認を受けている臨床研究中核病院のうち、受審実績がなく予定している状況であれば、

「医療法の一部を改正する法律の一部の施行について」（平成５年２月 15 日付け健政発第 98 号厚生

省健康政策局長通知）第一の６（３）ナに規定する第三者評価を受けるための計画を記載した様式第

８－３を提出すること
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院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     ○有 ・無 

・指針の主な内容： 
北海道大学院内感染指針は以下の項目から成っている。 
１ 院内感染対策に関する基本的な考え方 
２ 院内感染対策に関する管理組織機構 
（１）院内感染対策委員会 
（２）院内感染対策特別部会 
（３）感染制御部 
（４）インフェクションコントロールチーム（ICT） 
（４）－２ 感染防止対策チーム 
（５）抗菌薬適正使用支援チーム（AST） 
（６）感染対策マネージャー連絡会議 
３ 職員研修に関する基本方針 
４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５ アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 
６ 抗菌薬適正使用に関する基本方針 
７ 患者等への情報提供と説明に関する基本方針 
８ 感染対策に関する地域連携への取り組み 
９ その他院内感染対策の推進のために基本方針 

 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年１２回 

・活動の主な内容： 
・院内感染防止対策の検討及び推進 
・院内感染防止の対応及び原因究明 
・院内感染等の情報収集及び分析 
・院内感染防止等に関する職員の教育・研修 

 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年２０回 

・研修の主な内容： 
【別紙】令和6年度 感染防止に関する教育活動計画 参照 

 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 ・病院における発生状況の報告等の整備        （ ○有 ・無 ） 
「感染症のアウトブレイク発生に伴う保健所への報告基準」を制定し、保健所や大学内の報告に係る基

準及び方法等について整備済みである。（平成２３年６月１７日医政指発第１号に基づき、平成２３年
８月２５日病院執行会議において承認） 

 
・その他の改善のための方策の主な内容： 

・感染防止対策チームを設置して、院内感染状況、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止策等の実施
状況の把握と指導を行っている。 

・耐性菌サーベイランス、COVID-19等、感染症法に基づく院内感染症発生状況の迅速な把握と対応
を行っている。 

・加算２・３を算定する各連携医療機関とのカンファレンスおよび加算１の連携医療施設と加算２・３の
連携医療施設（各加算１連携医療施設の加算２・３医療連携施設を含む）合同カンファレンスの開催
等により市内の医療機関および札幌市保健所との連携を図っている。 

・感染制御部専任の事務補佐員（非常勤職員）１名を継続して配置し、平成２４年７月から事務職員（
常勤職員）１名を配置した。 

・平成２８年１１月から、感染制御部専従の看護師１名を新たに配属した。 
・平成３０年１２月から、感染制御部専従の薬剤師１名を新たに配属した。 
・令和３年１月から、感染制御部専任の医師（助教）１名を新たに配属した。 
・令和６年２月から、全手術症例のSSIサーベイランスを開始した。 
令和６年７月から、全部署対象の医療器具関連感染サーベイランス（中心ライン関連血流感染、カテ
ーテル関連尿路感染、人工呼吸器関連肺炎、人工呼吸器関連イベントの４項目）を開始した。 
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医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況     ○有 ・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況      年６回 

 
・研修の主な内容： 

１．研修医オリエンテーション「処方全般」（医科） 
開催回数：1回（2024年4月資料配布のみ）、対象：研修医 
 

 
研修歯科医オリエンテーション 「医薬品安全使用講義」（歯科） 
 開催回数：１回(2024年4月 対面講義) 

 
２．初任職員オリエンテーション「薬剤の知識とリスクマネジメント」 

開催回数：1回（オンデマンド）、対象：薬剤部、看護部、医療技術部、事務部所属職員 
 

３．医薬品に関する講習会「危険薬の取扱い」 
開催回数：2回（2024年8月21日、8月28日）、対象：看護師他、その後部署に戻り伝達講習 

 
４．異動後医師研修「危険性の高い薬剤の取り扱い」 

開催回数：1回（オンデマンド）、対象：医師（対象年度に新たに北大病院に採用・転入した医師） 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 

・手順書の作成        （ ○有 ・無 ） 

・業務の主な内容： 

医薬品安全使用に関する手順書 

１）医療安全上、注意を要する薬剤リスト 

（１）特に安全管理が必要なリスト 

（２）配合注意・投与ルートで注意を要する注射薬 

（３）誤認に注意が必要な薬剤 

２）指示・伝達ルール 

（１）指示・伝達ルール 

（２）口頭指示は原則禁止 

３）内服薬に関する管理基準 

（１）内服薬管理基準 

（２）薬剤管理指導業務手順書 

（３）入院患者の持参薬確認業務手順書 

（４）誤調剤に対する調剤室対応手順 

４）注射薬に関する管理基準 

（１）注射業務管理基準 

（２）注射薬混合調製（ミキシング）手順書 

５）危険性の高い薬剤に関する手順書 

（１）危険性の高い薬剤の取扱い手順書 

（２）カリウム注射剤取り扱いマニュアル 

（３）アナフィラキシーショックへの対応 

（４）抗凝固・抗血小板療法施行時における出血性合併症および処置・手術時の対応 

６）抗がん薬に関する手順書 
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（１）院内がん化学療法要項 

（２）がん化学療法実施運用手順書 

（３）抗がん薬被爆防止に関するマニュアル 

（４）院内におけるがん化学療法の安全性に関する取り決め 

（５）血管外漏出およびアレルギー反応発生時の対応について 

７）医療安全情報管理 

（１）医療安全性情報管理体制 

（２）薬剤部における医薬品情報管理マニュアル 

８）医薬品管理 

（１）病棟における注射剤管理業務手順書 

（２）病棟における薬剤業務基準 

（３）麻薬管理取扱い手順 

（４） 手術部における薬剤業務手順書（周術期薬剤管理） 

（５） 放射性医薬品に関する手順書 

（６） 院内製剤に関する手順書 

９）インスリン療法マニュアル 

（１）インスリン療法マニュアル 

（２）インスリンラインナップ 

（３）各製剤の使い方 

（４）参考資料 

１０）医薬品の採用に関する手順書 

１１）他施設との連携に関する手順書 

 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善  
のための方策の実施状況 

 

・医薬品に係る情報の収集の整備        （ ○有 ・無 ） 

・その他の改善のための方策の主な内容： 

・医薬品の情報管理体制として、薬剤部における医薬品情報管理手順を作成し、それに基づき、日本医

療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として、医薬品医療機器総合機構（PMDA）

からの医療安全情報は「PMDA医療安全情報」「緊急安全性情報」「安全性速報」「PMDAから医薬品

適正使用のお願い」としてメールにより診療科・部門に提供している。また、関係機関からの医薬品に

関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供と点検のお願い」にて情報提供とともに

現場での業務点検を依頼している。 

・医薬品に関するインシデント集計・分析結果により、専門委員会やワーキング等で医薬品に関するイン

シデント防止対策や講習会内容の検討を行っている。 

・未承認薬に関して、未承認新規医薬品等管理部において当院で使用したことのない医薬品または高

度管理医療機器であって「医薬品医療機器法」による承認または認証を受けていないものの提供に

関する申請の受理および提供の可否について審査する体制としている。 

・適応外使用に関しては、薬剤部においては調剤時に確認・記録を実施している。また、医薬品適応外

使用（禁忌含む）の把握と申請の徹底を図るため、医薬品適正使用ワーキングを通じて申請状況を親

委員会である医薬品安全管理体制専門委員会に諮ることとなっている。また、薬剤部においては適応

外ならびに禁忌薬使用状況を疑義照会履歴等で定期的に同委員会に報告し、問題がある場合は適

宜、委員会から指導を行う体制としている。 
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医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況    ○有 ・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

ＭＥ機器管理センタ

ー：eラーニング形式 

 

放射線部：年４回 

 

・研修の主な内容： 

【ME機器管理センター】 

生命維持管理装置はEラーニングで実施しテスト3問とアンケート調査を実施した． 

1．人工心肺装置・ECMO装置UNIMOを中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

医師・歯科医師（6名）看護師（22名）看護助手（1名）救急救命士（4名） 

2-1．人工呼吸器 ・人工呼吸器SERVO airを中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

医師・歯科医師（4名）看護師（127名）救急救命士（6名） 

2-2．人工呼吸器 ・人工呼吸器Servo iを中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

医師・歯科医師（4名）看護師（60名）理学療法士（2名）救急救命士（1名） 

3．血液浄化装置 ・透析装置（維持透析）を中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

医師・歯科医師（6名）看護師（44名）理学療法士（1名）救急救命士（4名） 

4．除細動器   ・手動式除細動器（AEDを除く）の基礎的内容・テスト3問・アンケート 

医師・歯科医師（15名）看護師（162名）理学療法士（1名）救急救命士（5名） 

5．閉鎖式保育器 ・閉鎖式保育器の基礎的内容・テスト3問・アンケート 

医師・歯科医師（4名）看護師（13名）理学療法士（1名） 

【放射線部】 

診療用高エネルギー放射線発生装置（2024/12/23, 2025/2/18) 

診療用放射線照射装置（2024/12/3） 

陽子線治療装置（2024/12/23） 

 

 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 

・医療機器に係る計画の策定        （ ○有 ・無 ） 

・保守点検の主な内容： 

【ME機器管理センター】 

 院内で汎用性ある医療機器については中央管理による保守点検に関する計画の策定と点検を実施し、

検査部と放射線部は部門内で計画を策定し実施している。 

その他として、単一診療科や病棟で使用する医療機器は医療機器感染管理体制専門委員会で見落と

しが無いように医療機器の資産台帳と照合したうえで、使用状況と廃棄の可能性および保守点検の必

要性を年1回アンケート調査で計画を策定し点検を実施している。 

 

【放射線部】 

放射線治療機器における、①始業点検、②２回/月以上の出力線量測定、③３ヶ月及び６ヶ月毎に放射

線特性及び幾何学的点検、④漏洩線量等の放射線管理に関する測定を実施している。 

他に製造メーカと保守契約を結び年間4回の定期メンテナンスを実施している。 
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④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした  
改善のための方策の実施状況 

 

・医療機器に係る情報の収集の整備        （ ○有 ・無 ） 

・その他の改善のための方策の主な内容： 

【ME機器管理センター】 

医療機器安全管理体制専門委員会から年1回の院内通知で目的外・適応外使用を調査する。 

調査期間以外については各診療科からの相談と申請がある際に医療機器安全管理体制専門委員会で

審議し把握している。 

 

【放射線部】 

月に1回定例で放射線治療品質管理会議を開催。放射線科治療医、医学物理士、診療放射線技師で 

情報共有を行っている。 
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診療用放射線に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

① 診療用放射線の利用に係る安全管理のための責任者の配置状況    ○有 ・無 

② 診療用放射線の安全利用のための指針の策定状況 ○有 ・無 

・指針の主な内容 

(1)診療用放射線の安全利用のための指針の策定 

(2)放射線診療に従事する者に対する診療用放射線の安全利用のための研修の実施 

(3)次に掲げるものを用いた放射線診療を受ける者の当該放射線による被ばく線量の管理及び記録 

その他の診療用放射線の安全利用を目的とした改善のための方策の実施 

ｱ 厚生労働大臣の定める放射線診療に用いる医療機器 

ｲ 第二十四条第八号に規定する陽電子断層撮影診療用放射性同位元素 

ｳ 第二十四条第八号の二に規定する診療用放射性同位元素 

(4)放射線の過剰被ばくその他の放射線診療に関する事例発生時の対応 

 

③ 放射線診療に従事する者に対する診療用放射線の安全利用のための研修の実

施状況 
年1回 

・研修の主な内容： 

(1)医療放射線管理体制 

(2)放射線診療の正当化・放射線診療の防護の最適化・線量限度 

(3)放射線障害が生じた場合の対応 

(4)患者への説明同意書の取得 

(5)患者への被ばく線量情報提供 

 

④ 放射線診療を受ける者の当該放射線による被ばく線量の管理及び記録その他の診療用放射線の安

全利用を目的とした改善のための方策の実施状況 

・放射線による被ばく線量の管理及び記録        （ ○有 ・無 ） 

・その他の改善のための方策の主な内容： 

医療被曝による有害事象が生じないよう、医療被曝のインシデント報告を医療安全管理部と共有する。

また、インシデント内容は月1回の定例会議において放射線科医師、放射線技師、看護師で共有し、同

様の事例が発生しないよう討議し改善策を実行に移す。さらに医療機器の不備による不要な被ばくが生

じないよう医療機器の安全管理を徹底する。 
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 認定臨床研究審査委員会における特定臨床研究の審査体制 

 

 

①認定臨床研究審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

認定年月日:平成30年3月30日 

 

定期的な開催について： 

「国立大学法人北海道大学臨床研究審査委員会規程」第8条において、“委員会は、原則として月1

回開催するものとする。”旨が規定されている。令和6年度は12回開催された。 

 

委員、技術専門員及び運営に関する事務を行う者に対する教育又は研修の機会及び受講歴の管理に

ついて： 

「国立大学法人北海道大学臨床研究審査委員会規程」第19条において、“総長は、年1回以上、委員

会の委員、技術専門員及び委員会の運営に関する事務を行う者（以下この条において「委員等」とい

う。）に対し、審査意見業務に関する教育又は研修を受けさせなければならない。ただし、委員等が既

に総長が実施する教育又は研修と同等の教育又は研修を受けていることが確認できる場合は、この

限りでない。”旨が規定されている。 

さらに、「国立大学法人北海道大学臨床研究審査委員会 標準業務手順書」第12条において、 

１ 総長は、臨床研究の安全性及び科学的妥当性の観点から、臨床研究実施基準に照らして適切

な審査ができるようにするために、年1回以上、委員会の委員、技術専門員及び運営に関する事

務を行う者（以下、「委員等」という。）に対し、教育又は研修を受けさせなければならない。ただ

し、委員等が既に総長が実施する教育又は研修と同等の教育又は研修を受けていることが確認

できる場合は、この限りでない。 

２ 前項の教育又は研修は、研究倫理、法の理解、研究方法等を習得することを目的とし、外部機

関が実施する教育又は研修への参加の機会を確保することでも差し支えない。 

３ 総長は、前2項の教育又は研修の受講歴を管理する旨が規定されている。 

上記規程に基づき、教育又は研修の機会を設けている。 

 

受講歴について、紙媒体は北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユ

ニット 臨床研究監理センター書庫にて施錠保管し、電子媒体は北海道大学病院のサーバーにて保管し

ており、北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユニット 臨床研究監理セ

ンター 教育研修室で管理している。 

前年度の審査件数： 

 

臨床研究法に規定する特定臨床研究 

 

臨床研究法に規定する特定臨床研究以外の

臨床研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

研究代表医師）が自

施設に所属する研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

研究代表医師）が他

の医療機関に所属す

る研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

研究代表医師）が自

施設に所属する研究 

研究責任医師（多施

設共同研究の場合は

、研究代表医師）が他

の医療機関に所属す

る研究 

新規 4件 1件 2件 0件 

変更 70件 1件 15件 0件 

定 期 報

告 
20件 1件 7件 0件 

疾 病 等

報告 
16件 0件 2件 0件 
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中止 0件 0件 0件 0件 

終了 9件 3件 0件 0件 

その他 0件 0件 0件 0件 

(注）1 認定臨床研究審査委員会に係る前年度の収支が分かる書類を添付すること。  

2 審査意見業務に関して徴収する手数料が自施設と他の医療機関とで差額を設けている場合につ

いてはその妥当性が分かる書類についても別途添付すること。 

 

 



 

（様式第７） 

 40 / 48 
 

特定臨床研究に係る金銭その他の利益の収受及びその管理の方法に関する審査体制 

 

 

①利益相反委員会の設置状況 ○有 ・無 

利益相反に関する審査の質の向上に向けた取組： 

利益相反審査体制の確立と実施 

北海道大学全学において、「国立大学法人北海道大学利益相反マネジメントポリシー」「国立大学法

人北海道大学利益相反マネジメント規程」を制定し、本学教職員全体における産学官連携活動等に行

うにあたっての利益相反をマネジメントしている。これに加えて北海道大学病院においては臨床研究に

おける利益相反の特性に鑑み、「北海道大学病院における利益相反ポリシー」「北海道大学病院にお

ける臨床研究に係る利益相反マネジメント内規」を制定し、本院において実施する臨床研究にかかる

利益相反の適切な管理、審査および指導等を行っている。これらの規程は「厚生労働科学研究におけ

る利益相反の管理に関する指針」等に準じて制定され、これらに基づき利益相反審査委員会が設置さ

れている。本委員会は外部委員を含む委員から構成され、また専任の事務担当者を配置して円滑な

運営を行っている。なお、本学の利益相反委員会は個々の臨床研究については審査を行わず、病院

の委員会と役割が分担されている。 

個々の臨床研究の審査は、研究者の自己申告書および研究実施計画書等の関連文書に基づいて

行われ、事務担当者による必要記載事項の確認、委員による予備書面審査を経て、原則月1回開催さ

れる対面による委員会にて審査する。利益相反の懸念がある臨床研究に関しては、研究責任者に文

書による対応策を提出させ、審査する。審査結果は病院長を経て生命・医学系研究倫理審査委員会

に報告され、その結果を含めて当該臨床研究の実施可否について審査が行われる。平成30年度か

ら、臨床研究法における特定臨床研究などの利益相反に関する事実確認も本委員会が担当してい

る。令和5年度の審査・事実確認の件数のうち新規案件は652件(うち、臨床研究法下の研究は33件)で

あった。 

 

利益相反審査員会事務局体制の整備 

事務局業務は、臨床研究監理センターの専従担当者1名と、他業務との兼任者2名の、計3名体制で

担当している。同じ臨床研究監理センター内にある生命・医学系研究倫理審査委員会事務局、認定臨

床研究審査委員会事務局などと密に連携し、利益相反審査を迅速、的確に実施する体制が整備され

ている。令和2年8月から利益相反Web申告システムを用いた申請と管理を実施している。 

 

研究者からの相談対応体制整備 

平成29年度から本院の利益相反審査委員会の機能強化策として、研究者の利益相反に関する相

談体制を整備した。相談はこれまで適宜実施していたが、制度化、業務化し体制を強化した。研究者

の利益相反に対する理解が深まることで、審査の質の向上に寄与すると期待されている。 

 

②利益相反委員会に係る事務を行う者の配置状況 ○有 ・無 

氏 名 ＊＊ 所 属 臨床研究監理センター 
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利益相反委員会の事

務を行うのに必要な

知識及び経験を有す

ることの説明 

令和 5 年 3 月、本院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構臨床研究監理センター

に着任後、利益相反とその審査に関する教育を受け、利益相反審査委員会事務

業務を開始している。また、医療・ヘルスサイエンス研究開発機構の教育プログラ

ムに従い、臨床研究に関する教育・研修を継続的に受講している。着任後は年間

500 件以上の審査業務を担当し、一定の経験を積んでいる。 

 

③利益相反委員会の規程・手順書の整備状況 ○有 ・無 

規程・手順書の主な内容： 

国立大学法人北海道大学利益相反マネジメントポリシー 

本学における産学官連携活動を進める上で、本学および本学職員等の利益相反を適切にマネジメント

できるようにするために制定された。目的、考え方、体制、情報の開示が規定されている。 

 

国立大学法人北海道大学利益相反マネジメント規程 

本学及び職員等が社会との連携を進めるため産学官連携活動等を行うに当たり、利益相反を適切に管

理し、当該産学官連携活動等を適正かつ円滑に遂行することを目的として制定された。体制（利益相反

審査会、利益相反マネジメント室）、報告等（報告及び措置、情報公開）等が規定されている。 

 

北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー 

本院で実施される臨床研究における利益相反の基本的な考え方、用語の定義、申告対象、利益相反審

査委員会の設置、情報の開示等を定めている。「基本的な考え方」においては、「厚生労働科学研究に

おける利益相反の管理に関する指針」等を遵守して、利益相反について透明性を確保し、適正に管理す

ることが明記されている。これに従い、利益相反審査委員会が適切に設置、運営されている。 

 

北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント内規 

上記、利益相反ポリシーに基づき、利益相反審査委員会の運営等について規定している。具体的には、

利益相反委員会の構成や審議事項、開催頻度（原則月 1 回）、申告とその基準、審査、指導及び勧告な

どを定めている。 

 

北海道大学病院利益相反審査委員会事務局標準業務手順書 

上記、利益相反マネジメント内規に規定された利益相反に関する審査を行う上での事務局業務を適切

に実施するために制定した。具体的な業務手順の細部が規定されており、個々の臨床研究に対する審

査の概要は以下のとおり。 

・研究者から自己申告書及び研究実施計画書等の関連文書を受理（新規審査） 

・事務局で申告内容を確認 

・申告事項がある場合は、委員により書面で予備審査 

・利益相反状態が懸念される場合は、研究責任者が対応策を提出 

・これらを全て揃えて月 1 回の対面委員会にて本審査 

・審査結果は病院長を経て生命・医学系研究倫理審査委員会に提出され、当該研究実施可否の審査 

・研究者の自己申告書は年 1 回更新され、その内容を上記に準じて審査（継続審査） 

 

北海道大学病院臨床研究法における利益相反管理に関する標準業務手順書 

厚生労働省で作成された、「臨床研究法における利益相反管理に関する標準業務手順書」に基づき、一
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部を本院の実情に合わせて改変し作成したものである。 

 

北海道大学病院利益相反審査委員会相談業務マニュアル 

上記、利益相反マネジメント内規に基づき、研究者からの利益相反の相談を受け適切な指導を行うため

の手順を制定した。利益相反相談室の設置や相談員の指名等について規定している。 

 

（注）利益相反委員会に関する規程・手順書について別途添付すること。 
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特定臨床研究に係る知的財産の適切な管理及び技術の移転の推進のための体制 

 

 

①専従の知的財産の管理及び技術の移転に係る業務を行う者 ○有 ・無 

氏 名 ＊＊ 所 属 臨床研究開発センター臨床開発推進部門 

役職名 特定専門職員 資 格 知的財産管理技能検定２級 

特定臨床研究に係

る知的財産の管理

及び技術の移転を

実施するに当たりシ

ーズの知的財産管

理や技術移転に関

する必要な知識・経

験を有していること

及び専従であること

の説明 

当該業務実行者は、知的財産管理技能検定２級を保有し、北海道大学病院医

療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット臨床研究開発センターに

おいて知的財産管理業務に約10年間従事してきた。この間、本センターが支援する

各種研究開発シーズをはじめ、各年度の支援シーズの選定にあたり、知財関連事項

について、J-PlatPatやサイバーパテントデスクなど知財情報データベースを用いた

先行特許調査やPubMedを用いた先行文献調査を多数実施してきた。更に、研究開

発シーズ成果の特許出願を目指し、定期的なシーズの進捗管理会議や特許出願に

向けた特許事務所との事前相談などを通して、兼務の知財支援室責任者を補佐して

知財管理業務を遂行してきた。特許および臨床研究等データの企業への技術移転

に関しても、知財支援室責任者を補佐し、技術移転の法人内の主担当部門である本

学産学連携推進本部との情報共有や業務協調、シーズ成果の技術移転を目指した

外部マッチング事業での出展や研究者から企業への技術情報提供の支援を行って

いる。更には、本センター関連シーズの企業連携に係わる各種契約書類の起案・確

認・保管、契約レビュー委員会の運営補佐、各種手順書の整備などを通して、本セン

ター支援シーズの技術移転においても中心的に貢献している。なお、当該業務実行

者は本センター臨床開発推進部門職員として当該業務に専従している。 

②知的財産の管理及び技術の移転に係る業務に関する規程及び手順書の

整備状況 ○有 ・無 

規程・手順書の主な内容： 

国立大学法人北海道大学産学・地域協働推進機構規程 

北海道大学産学・地域協働推進機構の組織及び運営について定めたもの。 

 

国立大学法人北海道大学産学・地域協働推進機構知的財産委員会規程 

上記規程の第39条第2項の規定に基づき、知的財産委員会の組織及び運営について定めたもの。 

 

国立大学法人北海道大学職務発明規程 

職員等が行った職務発明等の取扱いについて定めたもの。 

 

国立大学法人北海道大学発明補償金支払規程 

国立大学法人北海道大学が知的財産権を所有したとき、及び知的財産権の実施又は処分により収益

を得たときの補償金の支払いに関し必要な事項を定めたもの。 

 

国立大学法人北海道大学臨床研究データ利用許諾規程 

 国立大学法人北海道大学における臨床研究等により得られたデータ等の利用の許諾に関して必要な
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事項を定めたもの。 

 

国立大学法人北海道大学知財専門部会内規 

職務発明規程第5条の規定に基づき、知財専門部会の組織及び運営について定めたもの。 

 

国立大学法人北海道大学技術移転内規 

産学・地域協働推進機構における技術移転の手順を定めたもの。 

 

知的財産管理の組織体制に関する手順書 

臨床研究開発センター臨床開発推進部門が、支援シーズに係る知財管理・技術移転に関する業務の

、組織体制及び業務概要等について定めたもの。 

 

知的財産管理運営に関する手順書 

臨床研究開発センター臨床開発推進部門が、支援シーズに係る知的財産に関して、それらの研究成

果等の情報収集、解析、および権利化等に関する業務の手順等を定めたもの。 

 

知的財産教育に関する手順書 

臨床研究開発センター臨床開発推進部門が、本センターに係る研究者、職員等の、知的財産に関す

るマインド向上を狙い、教育・情報提供を行う際の手順を定めたもの。 

 

技術移転に関する手順書 

臨床研究開発センター臨床開発推進部門が、本学に係る研究成果等の技術移転を推進するに際して

、その手順を定めたもの。 
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広報及び啓発並びに特定臨床研究の対象者等からの相談に応じるための体制 

 

 

① 臨床研究に関する広報及び啓発に関する活動 ○有 ・無 

活動の主な内容： 

広報を担当する部署の設置 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット内に「広報委員会」および

研究企画推進部門に「広報渉外室」を設置し、以下に記載する広報活動を行っている。 

 

ホームページおよびパンフレット、印刷物の作成、配信 

・北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構ホームページによる発信 

当該ホームページ内の臨床研究開発センターホームページには「一般」「研究者」「製薬会社・企業」

向けのバナーを置き、各対象別に臨床研究や治験に関する情報発信や啓発を実施 

・医療・ヘルスサイエンス研究開発機構パンフレット（QRコードでダウンロード可能） 

・臨床研究開発センターNEWSの配信（月1回） 

・臨床研究研修会（機構職員対象、臨床研究の研究者向け）のweb掲載、案内配信 

・研究者・企業を対象とした研究支援関連動画（YouTube配信） 

・臨床研究二関する研修会アーカイブのweb配信 

・メールマガジンの作成配信 

・SNSによる発信 

 

一般の参加可能なシンポジウムの開催 

・市民公開講座（研究開発における患者市民参画）の開催（令和7年2月にweb配信で実施） 

 

学会等へのブース出展 

ARO機能およびベンチャー支援に関する情報発信のため以下の活動を行った（令和6年度） 

・CRCと臨床試験のあり方を考える会議（令和6年9/15-16） 

・ARO協議会学術集会に出展（令和6年9/20-21） 

・ジャパンヘルスケアベンチャーサミットへ臨床研究中核病院として出展（令和6年109-11） 

・日本臨床薬理学会学術総会に出展（令和6年12/13-14） 

・日本臨床試験学会学術集会総会に出展（令和7年2/28-3/1） 

 

② 臨床研究に関する実施方針の公表状況 ○有 ・無 

公表の内容及び方法： 

北海道大学病院ホームページ（https://www.huhp.hokudai.ac.jp）で治験・臨床研究に関する情報を公表

しており、臨床研究の基本方針内容は以下のとおりである。 

（https://www.huhp.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/2020/06/houshinn_201910.pdf)  

北海道大学病院は、信頼される臨床研究の成果を北海道から世界へ発信することを通じて、新しい医

療・技術の創出に貢献するため、以下の方針のもとに臨床研究を実施します。 
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<実施方針> 

・当院で行われる全ての臨床研究は、「ヘルシンキ宣言」を尊重し「臨床研究法」および「人を対象とする

医学系研究に関する倫理指針」等を遵守して、独立かつ公正な立場に立った生命・医学系研究倫理

審査委員会による厳正な審査のもとに実施します。 

・研究の質及び透明性を確保するため、病院長をトップとした臨床研究実施管理委員会のもと、当院で

実施する全ての臨床研究を厳重に管理し、不正の防止と適正な実施に努めます。 

・質の高い臨床研究の実施体制を整備し、革新的医療技術の開発支援を目指して、社会的・学術的な

意義を有する臨床研究の推進を図ります。 

・患者さんへの負担並びに予測されるリスク及び利益を総合的に評価し、患者さんの不利益が生じない

よう配慮します。 

・患者さんに対して事前に十分な説明を行い、患者さんの自由意思による同意のもと臨床研究を実施

し、個人情報等の保護を遵守します。 

・臨床研究支援のための専門家を育成し、当院のみならず、他の医療機関における臨床研究に対しても

支援を行います。 

 

③ 臨床研究中核病院に関する広報 ○有 ・無 

活動の主な内容： 

広報を担当する部署の設置 

臨床研究中核病院に関する広報は、上記「①臨床研究に関する広報及び啓発に関する活動」と同様

に、北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット内に「広報委員会」お

よび「広報渉外室」を設置し、以下に記載する広報活動を行っている。 

 

ホームページおよびパンフレット、印刷物の作成、配信 

・北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構ホームページによる発信 

  当該ホームページ内の臨床研究開発センターホームページには「一般」「研究者」「製薬会社・企業」向

けのバナーを置き、各対象別に臨床研究や治験に関する情報発信や啓発を実施 

・医療・ヘルスサイエンス研究開発機構（QRコードでダウンロード可能） 

・臨床研究開発センターNEWSの配信（月1回） 

・臨床研究研修会の案内配信（令和6年度：研究者対象：7回、臨床研究支援者対象：7回） 

・研究者・企業を対象とした研究支援関連動画作成、YouTube配信(3本) 

・臨床研究に関する研修会アーカイブの配信 

・研究関連活動をweb掲載 

 

一般の参加可能なシンポジウムの開催 

・市民公開講座（研究開発における患者市民参画）の開催（令和7年2月にweb配信で実施） 

 

学会等へのブース出展 

ARO機能およびベンチャー支援に関する情報発信のため以下の活動を行った（令和6年度） 

・CRCと臨床試験のあり方を考える会議（令和6年9/15-16） 

・ARO協議会学術集会に出展（令和6年9/2920-21） 

・ジャパンヘルスケアベンチャーサミットへ臨床研究中核病院として出展（令和6年10/9-11） 

・日本臨床薬理学会学術総会に出展（令和6年12/13-14） 



 

（様式第７） 

 47 / 48 
 

・日本臨床試験学会学術集会総会に出展（令和7年2/28-3/1） 

 

④ 特定臨床研究の実施状況に関する資料の公表状況 ○有 ・無 

公表の内容及び方法： 

北海道大学病院において承認、実施されている臨床研究について北海道大学病院ホームページに公表

している（https://www.huhp.hokudai.ac.jp/date/rinsho-johokokai/）。公表内容は、研究番号、研究課題

名、研究責任者（所属、氏名）、同意の手続き（情報公開文書を含む）である。また、特定臨床研究に関して

は、別に研究課題名、研究責任者（所属、氏名）を公表している。 

 

⑤ 当該病院が実施する特定臨床研究に関し、研究の対象者又はその家族か

らの相談に適切に応じる体制 ○有 ・無 

相談窓口の設置状況： 

相談窓口は臨床研究開発センター研究企画推進部門 被験者保護室が担当し、以下の業務を行ってい

る。 

 

北海道大学病院外来に相談窓口の設置 

北海道大学病院外来の玄関口すぐの場所に、総合案内と同じデスクに「臨床研究・治験相談窓口」を

開設している。本窓口は臨床研究開発センター研究企画推進部門被験者保護室長が運営責任者と

なり、臨床研究開発センター所属のCRCが担当している。本窓口の情報については、臨床研究開発セ

ンターホームページ（https://helios.huhp.hokudai.ac.jp/crmic/）で公開している。 

 

ホームページにおける相談窓口コーナーの開設 

臨床研究開発センターのホームページに「臨床研究・治験相談窓口」のコーナーを開設して電子媒体

および電話にて相談の受付を行い、北海道大学病院総合外来に設置している臨床研究・治験相談窓

口にて面談による相談に応じている。臨床研究開発センター研究企画推進部門 被験者保護室が管

理しており、CRCが相談に応じるが、相談内容により、医師・歯科医師等の医療の有資格者等がより

専門的な説明を行う。 

 

北海道大学病院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構プロモーションユニット臨床研究開発センター研

究企画推進部門被験者保護室標準業務手順書 

上記相談窓口の運用を定めている。本手順書には、相談に対応する職員、相談後の取扱い、相談情

報の秘密保護、管理者への報告（病院長およびセンター長）などが規定されている。また、相談者が

不利益を受けない配慮や、臨床研究等の被験者や家族以外からも幅広く相談を受け付けることが規

定されている。 

 

（注）1 臨床研究に関する実施方針を別途添付すること。 

2 特定臨床研究の実施状況に関する資料を別途添付すること。 
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評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談に応じ、 

並びに患者申出療養の申出に係る意見を述べるための体制 

 

①評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談に応じ、並びに患者申

出療養の申出に係る意見を述べるための部門 ○有 ・無 

部門名：臨床研究開発センター研究企画推進部門研究開発戦略室 

 

活動の主な内容： 

研究者からの患者申出療養等の相談を受け、制度に対応した研究実施計画書等の作成支援を行う

こと、また倫理審査委員会申請の支援を行うことで、速やかな研究開始を支援する体制を整備してい

る。 

これまでの「臨床研究プロトコール作成支援室」を発展的改組し「研究開発戦略室」を新たに設置し、

「臨床研究(研究開発)総合相談」を行っている。必要な時に随時webから申し込み相談が受けられる体

制として整備、患者申出療養や先進医療の研究実施計画書等の文書作成支援や規制当局対応、研究

デザイン相談なども含めて、研究開始時のあらゆる相談をワンストップで実施できる体制を構築してい

る。相談対応は医師2名体制（令和7年4月1日時点）として継続的な臨床研究支援体制を維持・整備して

いる。 

患者申出療養や先進医療等の研究者からの相談体制は、相談窓口に寄せられた相談内容を窓口担

当者が評価・検討したうえで、①研究計画立案が早期の段階の相談やプロトコール作成相談の場合は、

研究開発戦略室の担当者および必要に応じてシーズ開発担当者や非臨床・臨床開発の専門家、②実

用化に関する相談の場合は、臨床研究の専門家、③薬事的な相談であれば薬事専門家が、それぞれ

相談対応するように調整する。研究開発戦略室員を中心に、医事課も含めて関連部門の専門家が一体

となり対応・支援することで、研究早期からの実用化まで迅速に対応が可能となる体制と機能を整備し

ている。 

 

②評価療養に係る相談に応じ、並びに患者申出療養の申出に係る意見を述べる業

務を行う者 ○有 ・無 

氏 名 ＊＊ 所 属 
臨床研究開発センター研究企画推進部門

研究開発戦略室 

役職名 特任講師/センター長補佐 資 格 医師 

評価療養に係る相

談に応じ、並びに患

者申出療養の申出

に係る意見を述べる

業務に必要な知識

及び経験を有するこ

との説明 

 担当者（責任者）は、医師で医学博士の資格を有する。厚生労働省勤務を経て令

和2年より当機構の特任講師/センター長補佐（研究開発戦略室兼務）として勤務。

その間、多数の研究プロトコール相談に加えて、先進医療や患者申出療養の立ち上

げを複数行うなどの実績を有する。 

③評価療養及び患者申出療養を行い、評価療養に係る相談に応じ、並びに患者申

出療養の申出に係る意見を述べるための業務に係る規程及び手順書の整備状

況 
○有 ・無 

規程・手順書の主な内容： 

研究企画推進部門研究開発戦略室標準業務手順書 

・臨床研究企画・立案、研究実施計画書、患者同意説明文書等の必要文書の作成支援等についての手順

を規定している。 
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研修区分 対象者 参加人数 時間 内容
確認テスト
正答率

4月1日 (月)

4月1日 (月）

4月1日 (月）

5月1日 (水)

5月27日 (月）

60分
講義：院内感染予防対策(総論・各論)
講師：感染制御部長　佐藤　淳

ー

①看護師
②看護補助者

①92名
②1名
合計93名

23分

①医療技術部
②薬剤部
③事務部
(※4月1日付採用者)

①26名
②4名
③22名
合計52名

ー

ー

医師
（※4月1日付採用者）

8分
講義：北大病院の感染制御
講師：血液内科/感染制御部副部長　遠藤　知之

23分
講義：北大病院の感染制御（COVID-19への対応）
講師：感染制御部長　石黒　信久

講義：北大病院の感染制御（COVID-19への対応）
講師：感染制御部長　石黒　信久

ー

ー8

ー

4月5日
～

8月15日
e-ラーニング

9
講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

6 令和6年度異動後医師研修

4月12日
～

7月31日
e-ラーニング

医師
（※中途採用者）

0名 8分
講義：北大病院の感染制御
講師：血液内科/感染制御部副部長　遠藤　知之

5 令和6年度異動後医師研修

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

初任職員オリエンテーショ
ン

①医療技術部
②事務部
③看護師
(※中途採用者)

①1名
②1名
合計2名

①看護師
②看護補助者

中途採用看護師
オリエンテーション

①7名
②1名
③2名
合計10名

23分
講義：北大病院の感染制御（COVID-19への対応）
講師：感染制御部長　石黒　信久

4月5日
～

8月15日
e-ラーニング

初任職員オリエンテーショ
ン

7

4月1日(月)
～

5月31日(金)
e-ラーニング

4
令和6年度北海道大学

初任職員オリエンテーショ
ン

BSIサーベイランス
フィードバック（ICU）

46名

4月12日
～

7月31日
e-ラーニング

10
16時30分

～
17時00分

ICUナースセンター

60分

ICU職員

①医師4名
②看護師13名
③臨床工学技
士1名
合計18名

ー

講義：BSIサーベイランスフィードバック
講師：感染管理認定看護師　林　貴皓

令和6年度 感染防止に関する教育活動計画

開催月日

ー30分

ー

講義：感染対策と体調管理
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

初任職員研修看護部
オリエンテーション

14時45分
～

15時15分
臨床大講堂

①看護師
②看護補助者

①92名
②1名
合計93名

60分

１．職員対象

10時15分
～

11時15分
臨床研修センター

セミナー室

医科臨床研修医
（※4月1日付採用者）

3

12名

2
研修歯科医

オリエンテーション

13時40分
～

14時40分
多職種連携教育研
究棟５Fセミナー室

歯科臨床研修医

ー30分

42名

臨床研修医
オリエンテーション

（医科）

講義：感染対策研修
講師：感染制御部長　石黒　信久

1

1



令和6年度 感染防止に関する教育活動計画
5月28日 （火)

5月30日 （木）

6月3日 (月)

7月10日 （水）

7月18日 （木）

1月6日 (月）

1月14日 (火）

3月5日 (水)

講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

ー

17時30分
～

18時40分
臨床大講堂

第2回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

11
特定行為研修

臨床薬理学　感染症

16：00
～

17：30
クリニカルシミュレー
ションセンターセミ

ナー室G

看護師 2名 90分
講義：特定行為研修　感染症
講師：感染制御部薬剤師　新沼　悠介

17
中途採用看護師
オリエンテーション

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

看護師

看護職員

第1回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

70分

合計13名

第2回専門領域別研修会

①看護師
②看護補助者

①1名
②1名
合計2名

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

看護職員
17時30分

～
18時30分

第2ゼミナール室

13
中途採用看護師
オリエンテーション

第１回専門領域別研修会
17時30分

～
18時30分

第2ゼミナール室

14

16

リスクマネジャー
サブリスクマネジャー
感染対策マネージャー
感染対策サブマネー
ジャー

18

1名

12

17時30分
～

18時40分
臨床大講堂

正答率
１）96.9％
２）99.2％
３）98.4％
４）93.8％

133名

ー

60分

60分
講義：標準予防策を理解し実践できる医療者になる!!
講師：感染管理認定看護師　林　貴皓

60分

講義：感染症に強くなる
講師：感染管理認定看護師　林　貴皓

ー

１）2023年度のインシデントを振り返って
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）個人情報保護について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
３）抗菌薬適正使用について
       感染制御部薬剤師　新沼　悠介
４）新型コロナウイルス感染症５類化を振り返る
　　　感染制御部長　石黒　信久

ー

ー60分

講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

15

病院全職員
①医師・歯科医師
②看護師
③中央診療部門
（薬剤師/検査技師な
ど）
④事務
⑤その他

合計13名

第1回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

正答率
１）100％
２）100％
３）100％
４）100％

2,830名

１）2023年度のインシデントを振り返って
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）個人情報保護について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
３）抗菌薬適正使用について
　　　感染制御部薬剤師　新沼　悠介
４）新型コロナウイルス感染症５類化を振り返る
　　　感染制御部長　石黒　信久

8月29日
～

11月6日
e-ラーニング
（Safety Plus）

リスクマネジャー
サブリスクマネジャー
感染対策マネージャー
感染対策サブマネー
ジャー

97名 70分

１）応召義務について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）BLSとAEDの取扱について
　　　救急救命士　坂　佳代子
３）医療器具関連感染サーベイランスについて
　　　感染管理認定看護師　林　貴皓
４）抗菌薬適正使用について
　　　感染制御部薬剤師　新沼　悠介

正答率
１）98.9％
２）92.6％
３）97.9％
４）93.7％

60分

19
中途採用看護補助者

オリエンテーション

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

看護補助者 １名 60分
講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

-

第2回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

20

病院全職員
①医師・歯科医師
②看護師
③中央診療部門
（薬剤師/検査技師な
ど）
④事務
⑤その他

2,721名 60分

１）応召義務について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）BLSとAEDの取扱について
　　　救急救命士　坂　佳代子
３）医療器具関連感染サーベイランスについて
　　　感染管理認定看護師　林　貴皓
４）抗菌薬適正使用について
　　　感染制御部薬剤師　新沼　悠介

正答率
１）100％
２）100％
３）100％
４）100％

2月3日
～

4月6日
e-ラーニング
（Safety Plus）

2
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臨床研究中核病院に求められる取組に関する書類（任意） 

 

 

１ 病院管理者の各部門からの独立性を確保する等のガバナンス体制構築と、研究の実施及び支援

における部門間連携の取組 

病院管理者の各部門からの独立性を確保する等のガバナンス体制構築と、
研究の実施及び支援における部門間連携の取組の有無 ○有 ・無 

取組の内容： 

平成15年度より、医学研究科教授が病院長を兼任していた体制を改め、最先端研究開発、高度

医療人育成、社会の変革に応じた高度な医療の提供、安定的・効率的な病院経営など、病院運営

における高度かつ効率的なマネジメントを推進する観点から、病院長職を専任化した。 

令和3年度からは、北海道大学病院に「医療・ヘルスサイエンス研究開発機構」を設置し、研究

開発の促進や支援を担う「プロモーションユニット」、本学及び本院の特色ある研究を実施する

「イノベーションユニット」を置き、相互に連携するとともに、学内の他部局の開発研究支援及

び産学・地域協働推進機構産学連携推進本部や統合URA本部といった病院以外の組織との連携を強

化し、研究及び研究支援の推進に取り組んでいる。 

 

 

 

２ 医療情報の標準化、臨床研究や治験における電磁的手法の活用、企業治験の円滑な実施に係る手

続、体制の整備に必要な措置 

医療情報の標準化、臨床研究や治験における電磁的手法の活用、企業治験の
円滑な実施に係る手続、体制整備に係る措置の有無 ○有 ・無 

取組の内容： 

 病院長をトップとし、臨床研究開発センター長及び医療情報企画部長を実施責任者とした部門

横断的な体制を構築した。リアルワールドデータの利活用に関して、電子カルテからのデータ抽

出担当者を選任で配置し、医療情報企画部との連携を密に行っている。臨中ネットでは、各サブ

ワーキングに参加し、標準化のための情報収集及び論文化に貢献した。 

臨床研究の審査体制において、令和2年度より審査システムを導入することで、審査が迅速化さ

れ、また倫理指針の遵守や適切な情報管理に対する体制が強化された。また、令和4年度から治験

文書管理システムを導入し、企業治験にかかる申請、変更、安全性報告及び文書管理等をクラウ

ド上で行うことによって、円滑な実施及び効率化を図った。一方、治験費用の適正化を図るため 、

治験契約時の費用算定にベンチマーク型コスト算定の導入を始めた。 

 

 

 

３ 医工連携等を始めとした医学分野以外の研究分野との連携 

医工連携等を始めとした医学分野以外の研究分野との連携の有無 ○有 ・無 

連携の内容： 

医工連携に関しては、医理工学院は臨床研究開発センターの支援のもと、工学研究院との連携

により陽子線治療装置や新たながん治療法の開発に取り組むと共に、医療機器開発に関連する人

材育成を行っている。特に、がん領域では新たな治療法として、低侵襲で安全な放射線治療用マ

ーカーの留置を可能とする技術の開発、循環器領域では疾患に対する治療方針を提案するソフト

ウェアの開発にも取り組んでいる。 

創薬に関しては、薬学研究院創薬科学研究教育センターと先端診断技術開発センター生体試料

管理室（バイオバンク）の間で定期的な会合を開催することで密に連携し、協働でバイオマーカ
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ー探索から化合物の最適化までを検討する創薬研究を推進している。また、臨床研究開発センタ

ーは、先端生命科学研究院が実施している蛋白質相互作用を利用した種々の疾患に対する治療薬

の開発の支援を、さらに、人獣共通感染症国際共同研究所が取り組んでいる新規感染症治療薬の

開発を支援している。 

その他に関しては、情報科学研究院と、臨床研究開発センター、データサイエンスセンター及

び医療情報企画部が連携して、がんゲノムデータや医療情報を活用した研究の推進に取り組んで

いる。 

 

 

 

４ First-in-Human（FIH）試験が実施できる体制の整備 

First-in-Human（FIH）試験が実施できる体制の有無 ○有 ・無 

体制の概要又は今後の整備予定： 

First-in-Human試験を含む第I相治験 を実施する体制として、早期臨床試験支援部門にPhase I 

unitを設置、管理責任者（医師）1名、試験担当医師1名、施設責任者（薬剤師）1名、担当CRC 2

名、事務補助員1名を配置し、また、業務受託のための運用内規、手順書等の作成、病床管理体制

の整備、受託業務に対する利用金規定を設定している。 

学内で実施される健常者対象治験の実施支援、学外や企業からの委託による健常者対象治験の

ほか、治験実施前のコンサルテーションや治験計画書の作成支援にも対応している。 

PK/PD評価体制に関しては、企業出身創薬経験者、臨床薬理に精通した医師（臨床薬学会特別指

導医）が研究者を支援し、立案・評価を担当する体制をとっている。重篤な有害事象を含めた被

験者の安全性確保に関しては、救急部との連携体制を確立している。また、稼働状況に応じ柔軟

にCRC及び看護師の増員を行えるよう、外部支援企業(SMO)と協議を行い、業務依頼手順を整備し

ている。さらに、治験実施に伴う食事制限にも対応可能な様に調整手順を整備している。 

 

 

 

５ 診療ガイドラインの策定に資する臨床研究及び革新的な医薬品・医療機器等の開発に必要となる

企業治験の実施状況 

診療ガイドラインの策定に資する臨床研究及び革新的な医薬品・医療機器等

の開発に必要となる企業治験の有無 ○有 ・無 

実施状況： 

＊＊ 
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１ 特定領域に係る臨床研究の実施の中核的な役割を担う臨床研究中核病院であることの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 臨床研究に携わる医師、歯科医師、薬剤師、看護師その他の従業者の員数 

(1)臨床研究に携わる医師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算値 「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

機構長 特任

教授 

0.8 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構長として、

以下の業務を行っている。 

・機構の組織体制の構築、管理、運営 

・橋渡し研究、臨床研究、治験の推進 

・臨床研究支援業務の実施、指導・監督 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

大学院医学研究院において教育を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター研究企

画推進部門長

・臨床研究安

全 管 理 室 長 

特任講師 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

研究企画推進部門長及び臨床研究安全管理室長

として、以下の業務を行っている。 

・臨床研究支援業務の受け入れ相談および部門

間調整 

・臨床研究の支援に関する契約 

・臨床研究の進捗管理 

・臨床研究に関する試験計画書作成の支援 

・治験・臨床研究相談窓口の運営管理 

・特定臨床研究の医療安全報告の管理 

・効果安全性評価委員会事務局業務 

・臨床研究の被験薬の安全性に関する企業情報

の収集 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：糖尿病・

内分泌内科にて診療を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター・セン

タ ー 長 補 佐 

特任講師 

0.7 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

長補佐として、以下の業務を行っている。 

・センターの組織体制の構築、管理、運営の補

 佐 

・橋渡し研究、臨床研究、治験の戦略立案・推

進 

・臨床研究支援業務の実施、指導・監督 

・先進医療、患者申出療養の実施、指導・監督

・臨床研究に関する広報業務 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

（クロスアポイントメントで他機関にて従事（

エフォート0.3）） 



（別添 1） 

 2 / 61 
 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター 品質

管 理 部 門 長 

／臨床研究開

発センター長 

准教授 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

品質管理部門長として、以下の業務を行ってい

る。 

・医師主導治験及び臨床研究の品質管理とモニ

タリング手順書の作成支援 

・モニタリングの管理・監督 

・モニタリング担当者の教育及び育成 

 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

・センター長として、以下の業務を行っている

。 

・医師主導治験及び臨床研究に関する業務管理

マネジメント 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ン ユ ニ ッ ト 

再生医療セン

ター長 講師 

0.8 

プロモーションユニット再生医療センター長と

して、以下の業務を行っている。 

・再生医療・細胞治療の臨床試験実施のサポー

ト、プロトコール作成支援及び指導 

・GCTP を遵守した製造の遂行、そのための基準

書や手順書整備 

・再生医療等製品の製造・管理に関わるスタッ

フの教育訓練 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

造血幹細胞移植片、および承認済み再生医療等

製品の調整・管理業務、血液内科にて外来診療

を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター信頼性

保 証 部 門 長 

特任准教授 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

信頼性保証部門長として、以下の業務を行って

いる。 

・医師主導治験や特定臨床研究が、ＧＣＰ省令、

臨床研究法、臨床研究の倫理指針、研究実施

計画書、標準業務手順書等を遵守して行われ

ているか評価・検証し、信頼性を保証するた

めの監査 

・機構全体および各部門のＱＭＳ構築とその運

用における改善支援 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

救急科専門医を維持するための自己研鑽 
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＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニットデ

ータサイエン

ス セ ン タ ー 

特任講師 

0.8 

プロモーションユニットデータサイエンスセン

ターリアルワールドデータ研究推進部門で、以

下の業務を行っている。 

・リアルワールドエビデンスの構築 (臨中ネッ

ト) における医療情報のデータ標準化および

バリデーション、研究の推進 

・分散型臨床試験 (DCT) の取り組みにおける

業務全般 (模擬治験の実施等) 

・データマネージャー養成研修の運営 

・生命科学・医学系研究に関する事前評価専門

委員会での審査 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

・医療情報企画部での業務（電子カルテの管理・

データ抽出、感染対策マネージャーなど） 

・電子クリティカルパス審査専門委員会（委員

長）に関する業務（クリティカルパスの審査・

推進など） 

・パーソナルヘルスセンター (次世代健診部門

長・ウェルネスプラン/高血圧コース担当) で

の健診業務 

・医師(循環器専門医)としての診療 

・主任研究者 (PI) としての研究 

・医療者・学生への教育 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット先

端診断技術開

発 セ ン タ ー 

特任講師 

1.0 

プロモーションユニット先端診断技術開発セン

ター生体試料室長として、以下の業務を行って

いる。 

・特定臨床研究に係る生体試料の処理・保管に

伴う研究計画作成支援・コンサルテーション

業務 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター 早期

臨床試験支援

部門長 特任

助教 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

早期臨床試験支援部門長及びデータサイエンス

センター生物統計部門及びバイオインフォマテ

ィクス室を兼務し、以下の業務を行っている。 

・試験計画段階でのコンサルテーション対応 

・被験者宿泊施設の維持管理、被験者管理 

・試験実施時の施設管理、運営支援 

・試験実施時の検体処理および保管管理 

・試験実施時の被験者の募集/確保/進捗管理 

・生物統計相談対応 

・研究倫理審査における事前審査および相談対

 応 

・ヒトゲノム研究および解析システムに係る相

談対応 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

がん遺伝子診断部にて外来診療を担当 
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＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター 早期

臨床試験支援

部門長 特任

助教 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

早期臨床試験支援部門で、以下の業務を行って

いる。 

・試験実施時の施設管理、運営支援 

・試験実施時の検体処理および保管管理 

・試験実施時の被験者の募集/確保/進捗管理 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

呼吸器内科にて診療を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター 臨床

開発推進部門 

特任助教 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センター

臨床開発推進部門で、以下の業務を行ってい

る。 

・医師主導治験及び臨床研究に関するプロジェ

クトマネジメント 

・治験調整事務局の運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究監理セ

ンター長 教

授 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究監理センター

長として、以下の業務を行っている。 

・臨床試験の監理業務 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局の運

 営 

・認定臨床研究審査委員会事務局長 

・特定認定再生医療等委員会事務局長 

・利益相反審査委員会事務局長 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育 

・研修プログラムの運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

脳神経外科にて診療を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター研究企

画 推 進 部 門 

教授 

0.1 

臨床研究の実施に際して、医療安全管理部の立

場から、特定臨床研究の医療安全報告の収集お

よび管理、また安全対策の業務。 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

医療安全に関わる業務を担当 

 

 

(2)臨床研究に携わる歯科医師 
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氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算値 「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究監理セ

ンター 特任

助教 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究監理センター

で、以下の業務を行っている。 

・臨床試験の監理業務 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局の運

 営 

・認定臨床研究審査委員会事務局の運営 

・特定認定再生医療等委員会事務局の運営 

・利益相反審査委員会事務局の運営 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育 

・研修プログラムの運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

小児・障害者歯科にて診療を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター研究企

画 推 進 部 門 

准教授 

0.1 

臨床研究の実施に際して、医療安全管理部の立

場から、特定臨床研究の医療安全報告の収集お

よび管理、また安全対策の業務。 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

医療安全に関わる業務を担当 

 

 

(3)臨床研究に携わる薬剤師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換算

値 

「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター・副セ

ンター長 教

授 

0.8 

プロモーションユニット臨床研究開発センター・副

センター長として、以下の業務を行っている。 

・シーズ開発に関するプロジェクトマネジメントに

対する助言 

・臨床研究を実施する研究者を対象とした臨床研究

に関する研修会、センター等職員研修会の企画・

立案 

・センター各部門における研修の管理 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

大学院医学研究院において教育を担当 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター臨床開

発 推 進 部 門 

特任講師 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センター臨床

開発推進部門においてプロジェクトマネージャーと

して、以下の業務を行っている。 

・医師主導治験及び臨床研究に関するプロジェクト

マネジメント 

・治験調整事務局の運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター臨床開

発 推 進 部 門 

特定専門職員 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センター臨床

開発推進部門においてプロジェクトマネージャーと

して、以下の業務を行っている。 

・医師主導治験及び臨床研究に関するプロジェクト

マネジメント 

・治験調整事務局の運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター治験支

援部門長 特

任助教 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センター治験

支援部門長として、以下の業務を行っている。 

・治験実施申請の受け付け、事前ヒアリング 

・治験契約手続き 

・治験審査委員会における審査に関わる業務の統括 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター治験支

援部門 特定

専門職員 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センター治験

支援部門治験事務管理室員として、以下の業務を行

っている。 

・治験実施申請の受け付け、事前ヒアリング 

・治験審査委員会における審査に関わる業務 

・治験に関わる文書の管理等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター治験支

援部門 特定

専門職員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業務を行

っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアップミー

ティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコンセント、

被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病

院医療・ヘル

スサイエンス

研究開発機構

プロモーショ

ンユニット臨

床研究開発セ

ンター治験支

援部門 特定

専門職員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業務を行

っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアップミー

ティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコンセント、

被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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＊＊ 

北海道大学病

院薬剤部 

薬剤師 

0.8 

治験薬管理等補助者として、以下の業務を行ってい

る。 

・治験薬及び臨床試験薬の受け入れ、薬剤の出納管

理 
・モニタリング・監査対応及び薬剤の回収準備等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

 薬剤部における診療に関わる業務 

＊＊ 
北海道大学病

院薬剤部 

薬剤師 
0.8 

治験薬管理等補助者として、以下の業務を行ってい

る。 

・治験薬及び臨床試験薬の受け入れ、薬剤の出納管

理 
・モニタリング・監査対応及び薬剤の回収準備等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務： 

 薬剤部における診療に関わる業務 
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(4)臨床研究に携わる看護師 

氏 名 所属・役職名 ｴﾌｫｰﾄ換

算値 

「臨床研究に携わる」業務内容の説明 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特任助教 

1.0 

プロモーションユニット治験支援部門サイト

マネジメント室長として以下の業務を行って

いる。 

・臨床研究コーディネーターの管理業務 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター早期臨床

試験支援部門 特

定専門職員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター早期臨床

試験支援部門 特

定専門職員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター治験支援

部門 特定専門職

員 

1.0 

臨床研究コーディネーターとして、以下の業

務を行っている。 

・臨床試験の事前ヒアリング、スタートアッ

プミーティング等の臨床試験の準備 

・被験者の適格性確認、インフォームドコン

セント、被験者のスケジュール管理 

・有害事象への対応、症例報告書の作成補助 

・モニタリング・監査への対応、院内調整等 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター臨床開発

推進部門 特定専

門職員 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センタ

ー臨床開発推進部門においてプロジェクトマ

ネージャーとして、以下の業務を行っている。 

・医師主導治験及び臨床研究に関するプロジ

ェクトマネジメント 

・治験調整事務局の運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ット臨床研究開発

センター臨床開発

推進部門 特定専

門職員 

1.0 

プロモーションユニット臨床研究開発センタ

ー臨床開発推進部門においてプロジェクトマ

ネージャーとして、以下の業務を行っている。 

・医師主導治験及び臨床研究に関するプロジ

ェクトマネジメント 

・治験調整事務局の運営 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 

＊＊ 

北海道大学病院医

療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構プ

ロモーションユニ

ットデータサイエ

ンスセンターデー

タマネジメント部

門 特定専門職員 

1.0 

データマネージャーとして、以下の業務を行

っている。 

・ＣＲＦ作成及び実施計画書作成支援 

・登録＆割付業務 

・データクリーニング、データセット作成 

 

「臨床研究に携わる業務」以外の業務：なし 
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３ 臨床研究に携わるその他の従業者 

(1) 専従の臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特任助教 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

サイトマネジメント室の責任者として、臨床研究コーディ

ネーターの管理業務を行うとともに、臨床研究コーディネ

ーターとして、臨床試験の事前ヒアリング及びスタートア

ップミーティング等の臨床試験の準備に関する業務、被験

者の適格性確認、インフォームドコンセント、被験者のスケ

ジュール管理、有害事象への対応、症例報告書の作成補助、

モニタリング・監査への対応及び院内調整等の業務に専従

しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

期 間 場 所 

平成 19 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC の管理業務及び CRC 業務に

従事、管理業務としては約 20 名の CRC 及び LDM を統括、CRC

業務の内容としては被験者の適格性確認、同意取得補助、症

例報告書の作成補助等、業務実績：担当プロトコール 10～

15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修及び資格等の

有無 

研修 

平成20年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了 

平成21年度厚生労働省初級者臨床研究コーディネーター

養成研修修了 

平成22年度厚生労働省上級者臨床研究コーディネーター

養成研修修了 

平成27年日本臨床薬理学会CRC海外研修修了 

資格 

平成21年臨床薬理学会認定CRC取得 

 看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 22 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 29 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(大阪大学) 

平成 22～27､29､30 年、令和 5 年（3 月）札幌市医師会 CRC

研修修了 

資格 

平成 28 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 22 年 7 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 23 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

資格 

平成 27 年日本臨床薬理学会認定 CRC 取得 

平成 28 年 JSCTR 認定 GCP パスポート取得 

臨床検査技師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 27 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

平成 30 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(国立がん研究センター中央病院) 

資格 

平成 29 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

看護師 
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 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 24 年 3 月 ～ 平成 27 年 3

月 

北海道がんセンター 

平成 27 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

北海道がんセンターでは CRC 業務に従事、業務内容として

は臨床検査準備、症例報告書の作成補助等、業務実績：担当

プロトコール 20～30 件/年 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 5～10 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 28 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

令和元年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(国立がん研究センター東病院) 

資格 

平成 30 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

 看護師  
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 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 25 年 1 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 27 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

令和 2 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(北海道大学病院) 

資格 

平成 27 年 JSCTR 認定 GCP パスポート取得 

平成 31 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 29 年 11

月 

～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 30 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

令和 4 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(神戸大学病院) 

令和 4 年（3 月）札幌市医師会 CRC 研修修了 

資格 

令和 3 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

臨床検査技師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 27 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 30 年、令和元、4 年（3 月）、5 年（3 月）札幌市医

師会 CRC 研修修了 

令和 4 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(東北大学病院) 

資格 

令和 3 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 31 年 1 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

令和 4 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

令和 4 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(神戸大学病院) 

資格 

令和 5 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 14 年 4 月 ～ 平成 20 年 3

月 

北海道大学病院 

平成 30 年 7 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

令和 4 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

令和 4 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(神戸大学病院) 

資格 

令和 5 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター早期臨

床試験支援部門 PhaseⅠ 

Unit 管理室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 21 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成24､27､29年、令和5年（3月）札幌市医師会CRC研修

修了 

令和 2 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(北海道大学病院) 

資格 

平成28年臨床薬理学会認定CRC取得 

看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター早期臨

床試験支援部門 PhaseⅠ

Unit 管理室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 21 年 10

月 

～ 27 年 3 月 九州大学病院 

平成 27 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

九州大学病院 ARO 次世代医療センターでは CRC 業務に従事、

業務内容としては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例

報告書の作成補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15

件/年 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 25 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

平成 29 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(国立がん研究センター中央病院) 

資格 

平成 26 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門サイトマネジメント

室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 CRC（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究コーディネーターとして、臨床試験の事前ヒアリ

ング及びスタートアップミーティング等の臨床試験の準備

に関する業務、被験者の適格性確認、インフォームドコンセ

ント、被験者のスケジュール管理、有害事象への対応、症例

報告書の作成補助、モニタリング・監査への対応及び院内調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 30 年 8 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは CRC 業務に従事、業務内容とし

ては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の作成

補助等、業務実績：担当プロトコール 10～15 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

令和 4 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

令和 4 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修修

了(東京大学病院) 

資格 

令和 6 年臨床薬理学会認定 CRC 取得 

臨床検査技師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター品質管

理部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 ﾓﾆﾀｰ 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

臨床研究開発センターでは、医師主導治験・臨床研究のモニ

タリング手順書、モニタリング計画書、モニタリングチェッ

クリストの作成支援、また、研究で使用する症例報告書の作

成支援、モニタリングの実施支援を行っている。また、モニ

ターの視点から、プロトコル・同意説明文書等の技術専門員

として内容のレビューを行っている。さらに、モニタリング

に加えて試験全体の品質管理活動を主体的に行っている。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 24 年 5 月 ～ 平成 27 年 5

月 

シミック株式会社 

平成 31 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

【勤務内容】 

・平成24年5月～平成27年5月までシミック株式会社におい

てモニタリング業務に従事しており、平成31年5月に北海

道大学病院に採用後は、臨床研究開発センター所属のモ

ニターとして、医師主導治験、特定臨床研究、臨床研究の

モニタリング業務を行っている。各試験のモニタリング

手順書・計画書の作例及びレビュー作業にも携わってい

る。また、国立大学法人北海道大学臨床研究審査委員会 

技術専門員として、研究実施計画書やモニタリング手順

書の評価業務を行っている。さらに、「AMED 医療技術実

用化総合促進事業 RBA 実装のための取組み」へ参加し、

モニタリングに加えて試験全体の品質管理活動を主体的

に行っている。 

【実績】 

・医師主導治験モニタリング：合計10試験、10施設 

・特定臨床研究モニタリング：合計9試験、15施設 

・臨床研究モニタリング：合計 2 試験、2 施設 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

【研修（抜粋）】 

・平成24年3月：日本 CRO 協会 CRA 教育研修終了認定試験合

格 

・令和元年5月：「臨床研究のモニタリング」研修修了 

・令和元年5月：「「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」と北海道大学病院での取扱いについて」研修修了 

・令和元年6月：「臨床研究開発センター初任者研修」修了 

・令和元年8月：「橋渡し研究戦略的推進プログラム 拠点

間ネットワーク モニタリングに係る取組 令和元年度 

第1回・第2回中上級モニター研修会」修了 

・令和元年11月：「橋渡し研究戦略的推進プログラム 拠

点間ネットワーク モニタリングに係る取組令和元年度 
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初級モニター研修会」修了 

・令和元年12月：「AROにおけるRisk Based approach実装

に係る中核拠点取組み計画」研修修了 

・令和 2 年 3 月：「ゲノム指針と医学系指針の統合」研修修

了 

・令和 3 年 5 月：「「人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針」の概要と当院における対応」研修受講 

・令和 3 年 8 月：「リスクベースドアプローチについて」研

修受講 

・令和4年8月：日本臨床試験学会 GCPパスポート認定取得 

・令和4年8月：「AMED医療技術実用化総合促進事業「RBA

の実装に係る取組み」QMS勉強会」受講 

・令和4年9月：「厚生労働省 臨床研究総合促進事業 臨床

研究・治験従事者等に対する研修プログラム 令和4年度

 初中級モニター研修」修了 

・令和 4 年 12 月：「AMED 医療技術実用化総合促進事業「RBA

の実装に係る取組み」QMS ワークショップ」受講 

・令和 5 年 4 月：「臨床研究の倫理と計画～倫理審査の視点

から～」受講 

・令和 5 年 9 月：「厚生労働省 臨床研究総合促進事業 臨床

研究・治験従事者等に対する研修プログラム 令和 5 年度 

中級モニター研修」修了 

・令和 5 年 11 月：「がん臨床研究専門職のための Basic セ

ミナー」受講 

・令和 6 年 1 月：「臨床研究・治験における QMS の概念に関

する Web セミナー」受講 

・令和6年6月：「ヘルシンキ宣言改訂について」受講 

・令和 6 年 11 月：「健常者対象臨床試験について」受講 

【資格】   

・令和 4 年 8 月：日本臨床試験学会 GCP パスポート認定取

得 

・令和 6 年 7 月：日本臨床試験学会モニタリング担当者検

定取得 

 

 



（別添 1） 

 28 / 61 
 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター品質管

理部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 ﾓﾆﾀｰ 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究開発センターでは、医師主導治験・臨床研究のモニタリン

グ手順書、モニタリング計画書、モニタリングチェックリストの作

成支援、また、研究で使用する症例報告書の作成支援、モニタリン

グの実施支援を行っている。また、モニターの視点から、プロトコ

ル・同意説明文書等の技術専門員として内容のレビューを行ってい

る。さらに、モニタリングに加えて試験全体の品質管理活動を主体

的に行っている。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に従

事した期間 

 

期間 場所 

平成 24 年 2 月 ～ 令和 4 年 8 月 アイクロ株式会社 

令和 5 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行った

具体的な勤務内容及

び実績 

【勤務内容】 

・平成24年2月から令和4年8月まで、アイクロ株式会社において、

企業主導治験のモニタリング業務に従事。 

・令和5年5月に北海道大学病院に採用後は、臨床研究開発センター

のモニターとして、医師主導治験、特定臨床研究、臨床研究のモ

ニタリング業務に従事。各試験のモニタリング手順書および計画

書の作成、ならびにレビュー業務に従事。また、国立大学法人北

海道大学臨床研究審査委員会 技術専門員として、研究実施計画

書やモニタリング手順書の評価業務を行っている。さらに、「AM

ED 医療技術実用化総合促進事業 RBA 実装のための取組み」へ参

加し、モニタリングに加えて試験全体の品質管理活動を行ってい

る。 

【実績】 

・企業主導治験モニタリング：合計 1試験、13施設 

・医師主導治験モニタリング：合計 6試験、7施設 

・特定臨床研究モニタリング：合計 2 試験、6 施設 

・臨床研究モニタリング：合計 1 試験、1 施設 

臨床研究の実施に係

る支援を行う業務に

関する専門的研修や

資格等の有無 

【研修（抜粋）】 

・平成4年2月 准看護師免許取得 

・平成24年2月：アイクロ株式会社 モニター導入研修 

・令和5年5月：臨床研究監理センター 初回研修 

・令和5年5月：「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」と

北海道大学病院での取扱いについて 

・令和5年5月：機構入職者への初任者研修 

・令和5年5月：個人情報保護・情報セキュリティ研修【初任者編】 

・令和5年5月：モニタリング担当者研修、確認テスト実施 

・令和5年5月：RBA教育研修資料 e-learningコンテンツ STEP0～7 

・令和5年7月：Helios職員研修会：「運用開始から5年経過した機

構におけるQMS体制について～運用開始後に入職した人でも”QMS

って何か”が分かるように～」 

・令和5年8月：臨床研究に関する研修会（PMDA主催） 

・令和5年10月：臨床研究に関する研修会 
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・令和5年12月：【RBA WG3】2023年度研修 

・令和6年1月：厚生労働省モニター研修（初中級） 

・令和6年4月：GCP Basic Trainingセミナー 

・令和6年6月：「ヘルシンキ宣言改訂について」 

・令和6年9月：臨床研究・治験におけるQMSに基づくRBAの実装 

～AMED研究班、NCNPでの取り組みを中心に～ 

・令和6年11月：【RBA WG3】QMS・RBA 座談会 

【資格】 

・平成4年2月：准看護師免許取得 

・令和6年9月：日本臨床試験学会 GCP パスポート認定取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 26 年よりプロジェクトマネージャーとして専従してい

る。これまでに、医療法上の特定臨床研究（医師主導治験 5

件、臨床研究法上の特定臨床研究に該当する試験 3 件）を担

当した。現在、医師主導治験 2 件の支援を行っている。上記

のうち多施設共同研究は 6 件である。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 10 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

プロジェクトマネジメント 

プロジェクトマネージャーとして、医療法上の特定臨床研究

（医師主導治験 5 件、臨床研究法上の特定臨床研究に該当す

る試験 3 件）を担当した。現在、医師主導治験 2 件の支援を

行っており、そのうち 1 件は治験計画届を届け出た。またも

う 1 件は CSR を作成した。上記のうち多施設共同研究は 6 件

である。 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

 平成 20 年 7 月：文部科学省委託事業平成 20 年度国公立

私立大学病院臨床研究コーディネーター養成研修修了 

 平成 20 年 11 月：札幌市医師会第 1 回 CRC 研修会終了 

 平成 20 年 12 月：第 15 回日本臨床薬理学会臨床薬理学

講習会修了 

 平成 21 年 12 月：平成 21 年度初級者臨床研究コーディ

ネーター養成研修修了(厚生労働省公費金事業) 

 平成 31 年 1 月：慶應義塾大学病院臨床研究推進センタ

ー第 3 回臨床研究プロジェクトマネジメントワークシ

ョップ修了 

 平成 31 年 7 月：第 6 回 DIA 医療機関向けプロジェクト

マネジメントトレーニングコース 講師 

 令和 2 年 11 月：第 18 回 DIA 日本年会修了ならびに座

長 

 令和 3 年 1 月:慶應義塾大学セミナー 臨床研究プロジ

ェクトマネジメントワークショップ 講師 

 令和3年6月 :第10回DIAプロジェクトマネジメント・ト

レーニングコース修了 

 令和3年10月:第21回CRCと臨床試験のあり方を考える会

議2021 in 横浜 修了ならびに講演 

 令和3年11月：第19回DIA日本年会修了ならびに講演 

 令和4年12月：第43回日本臨床薬理学会学術総会修了な

らびに一般口演 

 令和 5 年 1 月:慶應義塾大学セミナー 臨床研究プロジ

ェクトマネジメントワークショップ 講師 
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 令和 5 年 9 月：第 23 回 CRC と臨床試験のあり方を考え

る会議 2023 in 岡山 講演 

 令和 5 年 11 月：第 20 回 DIA 日本年会修了ならびに座長 

 令和 6 年 1 月：慶應義塾大学セミナー 臨床研究プロジ

ェクトマネジメントワークショップ 講師 

 令和 6 年 9 月：第 24 回 CRC と臨床試験のあり方を考え

る会議 2024 in Sapporo 修了ならびに座長 

 令和 6 年 9 月：ARO 協議会第 11 回学術大会 修了なら

びに座長ならびに講演 

 令和 6 年 11 月：第 21 回 DIA 日本年会修了ならびにファ

シリテーター 

 令和 7 年 1 月：慶應義塾大学セミナー 臨床研究プロジ

ェクトマネジメントワークショップ 講師 

 令和 6 年 5 月～令和 7 年 3 月：東京理科大学薬学部医療

薬学教育研究支援センター主催 GMP 対応マネジメン

ト講座 修了 

 

 

資格 

 平成 8 年 5 月：薬剤師免許取得 

 平成 22 年 4 月：日本癌治療学会認定データマネージャ

ー取得 

 平成 23 年 1 月：日本臨床薬理学会認定 CRC 取得 

 平成 29 年 7 月：修士課程修了(北海道大学医学部) 

 令和 6 年 1 月： ARO 協議会認定スタディマネジャー取

得 

 令和 6 年 3 月：JSCTR スタディマネジャー検定修了 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

プロジェクトマネージャーとして 6 件の臨床研究(このうち

4 件の多施設共同臨床研究)、11 件の治験（このうち 8 件の

多施設共同治験）に専従しており、他の業務を兼務していな

い。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 24 年 10 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

プロジェクトマネジメント 

プロジェクトマネージャーとして臨床研究 23 件（このうち

多施設共同研究：13 件）、医師主導治験 21 件（このうち多

施設共同研究：13 件）を担当した。 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

 平成 26 年 7 月：第 1 回 DIA 医療機関向けプロジェクト

マネジメントトレーニングコース 

 平成26年6月～平成27年3月文科省橋渡し加速ネットワ

ークプログラム 平成26年度モニター研修会第3回～第

9回 

 平成 30 年 8 月：ARO 協議会 PM 専門家セミナーおよび医

師主導治験におけるスタディマネジメントセミナー修

了 

 平成 30 年 7 月：第 7 回 GCP Advanced セミナー 

 平成 30 年 11 月：第 14 回 DIA 日本年会修了 

 令和 1 年 9 月：ARO 協議会医師主導治験におけるスタデ

ィマネジメントセミナー修了 

 令和3年7月：ARO 協議会|FIH 試験を始める前に考える

べきこと 成功・不成功事例から学ぶ 

 令和3年7月：DIA医療機器シンポジウム 

 令和3年11月、12月：PM研修会・北海道大学病院臨床研

究開発センター 

 令和4年2月～3月：千葉大学医学部附属病院主催 臨床

試験におけるDM・生物統計セミナー 

 令和4年12月：DCTセミナー 
 令和5年12月：ARO協議会認定講習会 PM講習 
 令和5年12月：ARO協議会認定講習会 StM講習 
 令和7年2月：DCTセミナー 
 令和7年3月：臨床研究プロジェクトマネジメント研修

会 
 令和7年5月：DCTセミナー 
 令和7年6月：藤田穂医科大学主催 医療機器開発の概要 
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資格 

 平成 14 年 1 月：臨床検査技師免許取得 

 平成 26 年 8 月：GCP パスポート取得 

 平成 30 年 10 月：GCP エキスパート取得 
 令和 6 年 4 月：ARO 協議会認定プロジェクトマネージャ 

 令和 6 年 4 月：ARO 協議会認定スタディーマネージャ 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

平成 26 年よりプロジェクトマネージャーとして専従してい

る。7 件の多施設共同治験、3 件の多施設共同特定臨床研究

に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

プロジェクトマネージャーとして以下の試験を担当した。 

支援実績：医師主導治験 9 件、臨床研究 12 件 

うち、多施設共同治験は 7 件、多施設共同臨床研究は 6 件。 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

・平成 29 年 1 月：慶應義塾大学病院 第 1 回臨床研究プロ

ジェクトマネジメントワークショップ 

・平成 29 年 7 月：AMED プロジェクトマネジメント研修会 

・平成 30 年 8 月：ARO 協議会 PM 専門家セミナー修了 

・平成31年9月：第8回DIA医薬品開発に携わる生物統計専門

家でない方のための統計ワークショップ 

・平成31年11月：第8回がん臨床試験セミナー 

・令和 2 年 9 月～令和 4 年 3 月：AMED PMDA 育成プログラム 

・令和6年1月：ARO協議会認定PM 過渡的認定講習会 

・令和 6 年 1 月：ARO 協議会認定 StM 過渡的認定講習会 

・令和 7 年 3 月：北海道大学病院 2024 年度臨床研究プロ

ジェクトマネジメント研修会 

 

資格 

・平成 18 年 3 月：栄養士免許取得 

・平成 20 年 3 月：修士（農学） 

・平成 29 年 7 月：GCP パスポート取得 

・令和 4 年 3 月：AMED 初級プロジェクトマネージャー 

・令和6年1月：ARO協議会認定プロジェクトマネージャー 

・令和 6 年 1 月：ARO 協議会認定スタディマネージャー 

・令和 6 年 3 月：博士（医学） 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 20 年 4 月より CRO にて企業治験での品質管理を担当。

平成 30 年より現在の所属にてプロジェクトマネージャーと

して専従している。プロジェクトマネージャーとして医療

法上の特定臨床研究臨床研究（医師主導治験 6 件、臨床研究

法上の特定臨床研究 2 件）、指針に基づく臨床研究 4 件を担

当した。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 20 年 4 月 ～ 平成 30 年 10

月 

CRO 企業 

平成 30 年 11

月 

～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

北海道大学病院では実施中のものを含め医療法上の特定臨

床研究（医師主導治験 6 件、臨床研究法上の特定臨床研究 2

件）、指針に基づく臨床研究（4 件）を担当している。また、

現在治験 2 件、臨床研究 2 件の準備支援を行っており、治験

2 件については来年度初めの研究開始を目指している。上記

のうち多施設共同研究は 11 件である。 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

・平成30年11月：第3回 DIA プロジェクトマネジメント・シ

ンポジウム 

・令和1年9月：ARO 協議会第7回学術集会医師主導治験にお

けるスタディマネジメントセミナー修了 

・令和2年11月：第10回がん新薬開発合同シンポジウム＋第

4回 NEXT 医療機器開発シンポジウム（web） 

・令和3年12月：臨床研究プロジェクトマネジメント研修

会2021（北大） 

・令和4年1月：2021年度 臨床研究プロジェクトマネジメ

ントワークショップ(web) 

・令和5年2月：2022年度臨床研究プロジェクトマネジメン

ト研修会(北大) 

・令和5年12月：2023年度臨床研究プロジェクトマネジメ

ント研修会(北大) 

・令和6年3月：臨床試験学会（web） 

・令和6年6月：国際共同治験におけるStM研修（web） 

・令和6年8月：メディカルライティング・CTD作成に関す

る研修（web） 

 令和7年3月：2024年度臨床研究プロジェクトマネジメント研修
会(北大) 

 令和7年3月：臨床試験学会（web） 
 令和7年8月：メディカルライティング・CTD作成に関する研修（

web） 
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・各年度1回以上の「臨床研究に関する研修会（北大）」

聴講 

 

資格 

・令和 3 年 1 月：GCP パスポート取得 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機

構プロモーションユニッ

ト臨床研究開発センター

臨床開発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 26 年 5 月より現在の所属にて医師主導治験のプロジェ

クトマネージャー補佐を担当。平成 29 年より現在の所属に

てプロジェクトマネージャーとして専従している。プロジェ

クトマネージャーとして医療法上の特定臨床研究（医師主導

治験 11 件）、指針に基づく臨床研究 3 件を担当した。 

臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

相当の経験及び

識見を有するこ

との説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 5 月 ～ 平成 28 年 6 月 北海道大学病院 

平成 29 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

北海道大学病院では過去に医師主導治験 6 件、指針に基づく

臨床研究 2 件を担当している。現在は稼働中の医師主導治験

5 件及び指針に基づく臨床研究 1 件のスタディマネジメント

を行っている。上記のうち多施設共同研究は 8 件である。 
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臨床研究の実施

に係る支援を行

う業務に関する

専門的研修や資

格等の有無 

研修 

・ 平成 29 年 7 月：第 1 回メディカルライター協会メディカ

ルライティング入門コース 

・ 平成 31 年 7 月：第 6 回 DIA 医療機関向けプロジェクトマ

ネジメントトレーニングコース 

・ 平成 31 年 9 月：ARO 協議会第 7 回学術集会 医師主導治

験におけるスタディマネジメントセミナー 

・ 令和 5 年 12 月：ARO 協議会第 1 回 PM/StM 認定講習会（過

渡的措置） 

 

資格 

 平成29年7月：GCP パスポート取得 

 令和6年3月：ARO 協議会スタディマネジャー認定取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 15 年 4 月より CRO にて企業治験モニタリング業務及び

SMO にて治験事務局業務を担当。平成 26 年～平成 31 年度及

び令和 2 年 5 月より現在の所属にてプロジェクトマネージ

ャーとして専従している。プロジェクトマネージャーとし

て医師主導治験 6 件、臨床研究法上の特定臨床研究 1 件、指

針に基づく臨床研究 2 件を担当した。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 15 年 4 月 ～ 平成 26 年 2

月 

CRO 企業、SMO 企業 

平成 26 年 3 月 ～ 平成 31 年 2

月 

北海道大学病院 

平成 31 年 3 月 ～ 令和 2 年 2 月 CRO 企業 

令和 2 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

北海道大学病院では医師主導治験 6 件、臨床研究法上の特

定臨床研究 1 件、指針に基づく臨床研究 2 件を担当した。上

記のうち多施設共同研究は 5 件である。 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

 令和3年2月：第12回日本臨床試験学会 

 令和4年2月：第13回日本臨床試験学会 

 令和4年9月：ARO 協議会第9回学術集会 

 令和5年2月：第14回日本臨床試験学会 

 令和5年8月：ARO 協議会第10回学術集会 

 令和6年3月：第14回日本臨床試験学会 

 

資格 

 平成28年9月：GCP エキスパート取得 

 令和6年1月 ARO 協議会認定スタディマネージャ 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

令和 3 年 5 月より現在の所属にて、医師主導治験、特定臨床

研究及び臨床研究に関する業務（プロジェクトマネジメン

ト業務）に従事している。兼任なし。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 27 年 10

月 

～ 平成 29 年 3

月 

北海道大学病院 

令和 2 年 2 月 ～ 令和 3 年 4 月 九州大学病院 

令和 3 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

（平成27年10月～平成29年3月） 

医師主導治験2件（再生医療等製品、医療機器）、臨床研

究2件（医療機器）の薬事、プロジェクトマネジメント、

計画立案、文書作成等 

（令和2年2月～令和3年4月） 

医師主導治験 1 件（再生医療等製品）、特定臨床研究 2 件

（医薬品、医療機器）の薬事、プロジェクトマネジメント、

計画立案、文書作成等 

（令和 3 年 5 月～現在） 

医師主導治験 9 件（医薬品、医療機器、再生医療等製品）、

特定臨床研究 3 件（医薬品）、臨床研究 2 件（医薬品）、先

進医療 1 件（医療機器）の薬事、プロジェクトマネジメン

ト、計画立案、文書作成等 

 

多施設共同試験は、過去 7 件（医師主導治験 4 件、特定臨床

研究 2 件、先進医療 1 件）を担当し、現在 9 件（医師主導治

験 7 件、特定臨床研究 2 件）を担当している。 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

 平成26年度データマネージャー養成研修 

（東京大学病院主催） 

 平成28年 DIA 統計ワークショップ 

 令和5年度厚生労働省臨床研究総合促進事業モニター研

修初級 

 

資格 

 平成28年1月：日本臨床薬理学会認定 CRC 取得 

 令和6年9月：GCP パスポート取得 

 令和6年9月：ARO 協議会認定 StM 取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門室 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

プロジェクトマネージャーとして、医師主導治験および臨

床研究のプロトコールおよび各種手順書、同意説明文書の

作成等の臨床研究の準備に関する業務、治験計画届やｊRCT

等の手続き、調整事務局として実施医療機関や共同研究機

関との連絡・調整・管理、調整医師や各種委員会との調整、

安全性情報の管理及び報告、研究者の他、DM や Stat との調

整等の業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 21 年 4 月 ～ 平成 25 年 3 月 株式会社 EP 綜合 

平成 25 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

株式会社株式会社EP綜合ではCRC業務に従事、業務内容と

しては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例報告書の

作成補助、実施医療機関内の業務調整等、業務実績：担当

プロトコール10～15件/年 

臨床研究開発センターでは令和4年4月までCRC業務に従事

、業務実績：担当プロトコール15～20件/年 

令和 4 年 5 月からは PM 業務に従事、業務内容としてはプロ

トコールおよび各種手順書、同意説明文書等の作成、治験計

画届やｊRCT 等の手続き、調整事務局業務等、業務実績：担

当プロトコール 8 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

 平成 25年度厚生労働省上級者臨床研究コーディネー

ター養成研修修了 

 2022 年度、2023 年度、2024 年度プロジェクトマネジ

メント研修会 

資格 

 平成 24 年日本臨床薬理学会認定 CRC 取得 

 令和 4 年日本臨床試験学会認定 GCP パスポート取得 

 看護師 

 助産師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター臨床開

発推進部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 PM 

区 分 2 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

スタディーマネージャーとして、医師主導治験のプロトコ

ールおよび各種手順書、同意説明文書等の作成等の臨床研

究の準備に関する業務、治験計画届やｊRCT 等の手続き、調

整事務局として実施医療機関や共同研究機関との連絡・調

整・管理、調整医師や調整委員会との調整、安全性情報の管

理及び報告、研究者の他、DM や Stat との調整等の業務に専

従しており、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 7 月 ～ 平成 30 年 4 月 北海道大学病院 

平成 31 年 4 月 ～ 令和 4 年 12 月 札幌医科大学附属病

院 

令和 5 年 1 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

平成 26 年 7 月～令和 4 年 12 月までは、CRC 業務に従事し、

業務内容としては被験者の適格性確認、同意取得補助、症例

報告書の作成補助、実施医療機関内の業務調整等を行った。

業務実績：北海道大学病院在職中は担当プロトコール 10～

15 件/年、札幌医科大学附属病院在職中は、担当プロトコー

ル 6～8 件/年。令和 5 年 1 月からは PM 業務に従事し、業務

内容としてはプロトコールおよび各種手順書、同意説明文

書等の作成、治験計画届やｊRCT 等の手続き、調整事務局業

務等を行っている。業務実績：担当プロトコール 6 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

・平成 28 年度国公私立大学病院医療技術関係職員研修 

 臨床研究（治験）コーディネーター養成 

・令和 2 年度上級者臨床研究コーディネーター養成研修 

・令和 4 年度初回モニター研修 

・2022 年度臨床研究プロジェクトマネジメント研修会 

・2023 年度臨床研究プロジェクトマネジメント研修会 

・2024 年度臨床研究プロジェクトマネジメント研修会 

資格 

・日本臨床薬理学会認定 CRC 

・JSCTR 認定 GCP パスポート 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究調整員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

研究調整員（治験事務局担当者）として、治験実施申請の受

け付け、治験審査委員会における審査に関わる業務、治験に

関わる文書の管理等の業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 19 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは治験事務局業務に従事し、業務

内容としては、治験実施申請の受付、治験審査委員会におけ

る審査の準備、委員会の運営、審査結果への対応、治験に関

わる文書の管理等、業務実績：新規治験及び継続治験件数

300～350 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

なし 

 

 

資格 

なし 

 

 

 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究調整員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

研究調整員（治験事務局担当者）として、治験実施申請の受

け付け、事前ヒアリング、治験審査委員会における審査に関

わる業務、治験に関わる文書の管理等の業務に専従してお

り、他の業務を兼務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 15 年 4 月 ～ 平成 22 年 3

月 

札幌厚生病院 

平成 22 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 
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を有すること

の説明 

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは治験事務局業務に従事し、業務

内容としては、事前ヒアリング、治験実施申請の受付、治験

審査委員会における審査の準備、委員会の運営、審査結果へ

の対応、治験に関わる文書の管理等、業務実績：新規治験及

び継続治験件数 300～350 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

平成 22 年国公私立大学臨床研究コーディネーター養成研

修修了（東京大学） 

 

資格 

薬剤師 

 

 

 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター治験支

援部門 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究調整員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

研究調整員（治験事務局担当者）として、治験実施申請の受

け付け、治験審査委員会における審査に関わる業務、治験に

関わる文書の管理等の業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 24 年 5 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

臨床研究開発センターでは治験事務局業務に従事し、業務

内容としては、治験審査委員会における審査の準備、委員会

の運営、治験に関わる文書の管理、治験経費算定及び請求

等、業務実績：新規治験及び継続治験件数 300～350 件/年 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

研修 

なし 

 

 

資格 

平成 27 年 JSCTR 認定 GCP パスポート取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究監理センター 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

平成 19 年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される

研究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監

理業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 19 年 4 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間500件以上) 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局長 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プログ

ラムの運営業務 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2023・2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員

会委員養成研修修了 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究監理センター 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

平成 25 年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される

研究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監

理業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 25 年 4 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間500件以上) 

・認定臨床研究審査委員会事務局業務 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プログ

ラムの運営業務 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2023・2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員

会委員養成研修終了 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究監理センター 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 30 年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される

研究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監

理業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 18 年 6 月 〜 平成 30 年 7

月 

BELL24 ・ Cell 

Product (SMO 業務) 

平成 30 年 8 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間500件以上) 

・認定臨床研究審査委員会事務局業務 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プログ

ラムの運営業務 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2023・2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員

会委員養成研修修了 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究監理センター 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

平成 29 年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される

研究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監

理業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 29 年 5 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間500件以上) 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局業務 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プログ

ラムの運営業務 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2023・2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員

会委員養成研修修了 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘルス

サイエンス研究開発機構プ

ロモーションユニット臨床

研究監理センター 

役職名 特定専門職員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 30 年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される

研究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監理

業務に専従している。 

臨床研究の

実施に係る

支援を行う

業務に関す

る相当の経

験及び識見

を有するこ

との説明 

過去に当該業務に従

事した期間 

 

期間 場所 

平成 30 年 1 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行った

具体的な勤務内容及

び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間500件以上) 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局業務 

・特定認定再生医療等委員会業務 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プログ

ラムの運営業務 

臨床研究の実施に係

る支援を行う業務に

関する専門的研修や

資格等の有無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2023・2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員

会委員養成研修修了 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究監理センター 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

令和元年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される研

究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監理

業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

令和元年 5 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間500件以上) 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局業務 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プログ

ラムの運営業務 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2023・2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員

会委員養成研修修了 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究監理センター 

役職名 事務補佐員 

業務内容 研究倫理相談員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

令和元年より、臨床研究の監理部門に所属し、実施される

研究の審査業務など、研究倫理相談員として臨床研究の監

理業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

令和元年 5 月 〜 令和 6 年 4 月 北海道大学病院 

令和 6 年 11 月 〜 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

・臨床試験の監理業務(新規研究に関して年間 500 件以上) 

・生命・医学系研究倫理審査委員会事務局業務 

・研究関係者や機構・監理センター職員の教育・研修プロ

グラムの運営業務 

臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

倫理審査専門職（CReP）認定 

2024 年度厚生労働省 倫理審査委員会・治験審査委員会委

員養成研修修了 

 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニット臨

床研究開発センター信頼性

保証部門 

役職名 特任准教授 

業務内容 研究監査員 

区 分 1 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

平成 26 年より信頼性保証部門長として所属し、主として研

究監査員として、外部機関への監査を行うなど臨床研究の

監査業務に専従している。 

臨床研究の実

施に係る支援

を行う業務に

関する相当の

経験及び識見

を有すること

の説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

 

期間 場所 

平成 26 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

医療機関としてのシステム監査： 1 件 

個々の試験におけるシステム監査： 9 件 

個々の試験の監査： 14 件 

GMP 監査： 1 件 
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臨床研究の実施に

係る支援を行う業

務に関する専門的

研修や資格等の有

無 

・平成 3 年 5 月 22 日 医師免許証 

・平成 8 年 3 月 25 日 医学博士号 

・平成 28 年 A：2H 監査担当者研修会 

・平成29年度10月：日本QA研究会「信頼性の基準研修」修

了 

・令和元年12月：医薬品医療機器総合機構「医薬品・医療

機器等ＧＣＰ／ＧＰＳＰ研修会」修了 

・令和2年3月：AMED拠点間ネットワーク監査WG 監査担当

者研修」参加 

・令和2年度(7月～3月)日本QA研究会「特別プロジェクト4

研究会議」参加 

・令和 3 年 3 月：「GCP 適合性調査 / Inspection 事例検討

会」参加 

（注）1 「業務」の欄には、「CRC」（臨床研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）、「ﾓﾆﾀｰ」、「PM」（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/

ｽﾀﾃﾞｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、「研究調整員」（治験・臨床研究調整業務担当者）、「ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗｲﾀｰ」、「研

究倫理相談員」、「臨床検査専門員」（臨床研究に係る臨床検査の技術・品質管理に携わる

者）、「研究監査員」（研究監査担当員）のいずれかを記載すること。 

2 「区分」の欄は、１又は２と記載すること。１は、当該支援業務の経験が３年以上の場合に、

２は、当該支援業務の経験が１年以上３年未満の場合に記載すること。 

3 「過去に当該業務に従事した期間」の欄には、該当業務を行った期間・場所について記載す

ること。期間については、和暦で記載すること。 

4 「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った臨床研

究の実施に係る支援を行う業務の具体的な内容及び支援した臨床研究の実績を記載するこ

と。 

5「臨床研究の実施に係る支援を行う業務に関する専門的研修や資格等の有無」の欄には、当該

業務に関する外部の講習会等の受講の有無、当該業務に係る国内外の認定資格等の取得の有

無等を記載すること。 

6 必要に応じて、記載欄を追加すること。 
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(2) 専従の臨床研究に関するデータの管理に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニットデ

ータサイエンスセンターデ

ータマネジメント部門 

役職名 特定専門職員 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベースの設計、デ

ータベース作成に係る業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 24 年 9 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネジメント室長として、実施計画書の作成支援、

症例報告書の作成、データマネジメント計画書の作成、デ

ータクリーニング、データベース定義書の作成、データベ

ースの設計、データベース作成に係る業務を行った。 

支援実績：医師主導治験 15 件、臨床研究 16 件 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

研修 

平成25年2月 日本科学技術連盟臨床データマネジメン

トセミナー修了 

平成27年11月 日本科学技術連盟臨床データマネジメン

トアドバンスドコース修了 

平成28年8月 CDISC End to END トレーニング修了 

平成29年6月 CDISC 2017 TA ワークショップ 参加 

平成29年9月 CDISC 専門家連絡会 参加 

平成30年3月 九州大学 CDISC セミナー修了 

平成30年10月 第16回日本癌治療学会がん臨床試験協力

・参加メディカルスタッフのためのセミナー 

 

資格 

なし 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニットデ

ータサイエンスセンターデ

ータマネジメント部門 

役職名 特定専門職員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベースの設計、デ

ータベース作成に係る業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 26 年 10

月 

～ 現在 
北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告

書の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリ

ーニング、データベース定義書の作成、データベースの設

計、データベース作成に係る業務を行った。 

支援実績：医師主導治験 10 件、臨床研究 14 件 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

研修 

平成 27 年 8 月 医薬統計研究会特定主題セミナー修了 

平成 29 年 12 月 大阪大学医学部附属病院主催データマ

ネージャー養成研修修了 

平成 30 年 8 月 CDISC Beginning to End トレーニング

修了 

令和4年10月 メディカルスタッフセミナー受講 

令和 4 年 7 月 認定 CRC 教育集会受講 

 

資格 

令和 6 年 6 月 統計検定 3 級取得 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニットデ

ータサイエンスセンターデ

ータマネジメント部門 

役職名 特定専門職員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベースの設計、デ

ータベース作成に係る業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 25 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベースの設計、デ

ータベース作成に係る業務を行った。 

支援実績：医師主導治験 12 件、臨床研究 14 件 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

研修 

平成 25 年 12 月 厚生労働省主催 平成 25 年度データマ

ネージャー養成研修修了 

平成 26 年 02 月 臨床研究教育サイト ICR 臨床研究入門

（略称:ICRweb）臨床研究の基礎知識講座修了 

平成 30 年 10 月 第 16 回日本癌治療学会 メディカルス

タッフのためのセミナー修了 

令和元年 8 月 第 12 回日本癌治療学会 CRC 教育集会修了 

令和 6 年 07 月 GCP Basic Training セミナー(2024 夏オ

ンデマンド)修了 

資格 

平成 27 年 08 月 日本臨床試験学会 GCP パスポート取得

(令和 7 年 01 月継続更新) 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニットデ

ータサイエンスセンターデ

ータマネジメント部門 

役職名 特定専門職員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベースの設計、デ

ータベース作成に係る業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

平成 25 年 9 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネージャーとして、実施計画書の作成支援、症例報

告書の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリ

ーニング、データベース定義書の作成、データベースの設

計、データベース作成に係る業務を行った。 

支援実績：医師主導治験 6 件、臨床研究 12 件 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

研修 

平成24年6月：国立病院附属病院治験コーディネーター

養成セミナー修了 

平成26年5月：臨床試験学会第19回GCP Basic Training 

セミナー修了 

平成27年2月：厚生労働省データマネージャー養成セミ

ナー修了 

平成27年2月：日本科学技術連盟臨床データマネジメン

トセミナー修了 

平成27年7月：臨床試験学会第4回GCP Advancedセミナー

修了 

平成31年8月 CDISC Beginning to End トレーニング修

了 

資格 

平成26年8月：GCPパスポート取得 

看護師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニットデ

ータサイエンスセンターデ

ータマネジメント部門 

役職名 特定専門職員 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベースの設計、デ

ータベース作成に係る業務に専従しており、他の業務を兼

務していない。 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

令和 2 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネージャーとして、実施計画書の作成支援、データ

マネジメント計画書等の作成、データクリーニング、コーデ

ィング、ユーザー要求仕様に関わる文書作成、バリデーショ

ン等の業務を行った。 

支援実績：医師主導治験 4 件、特定臨床研究 2 件 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

研修 

 令和 2 年 11 月 名古屋大学データマネージャー養成研修

修了 

資格 

 なし 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘル

スサイエンス研究開発機構

プロモーションユニットデ

ータサイエンスセンターデ

ータマネジメント部門 

役職名 技術補佐員 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

データマネージャーとして、実施計画書の作成、症例報告書

の作成、データマネジメント計画書の作成、データクリーニ

ング、データベース定義書の作成、データベース作成に係る

業務に専従しており、他の業務を兼務していない。 

専従の臨床研

究に関するデ

ータの管理に

関する相当の

経験及び識見

を有する者 

過去に当該業務に

従事した期間 

※２年以上 

期間 場所 

令和 3 年 10 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

データマネジメント責任者または担当者として、実施計画

書の作成支援、症例報告書の作成、データマネジメント計

画書の作成、データクリーニング、データベース定義書の

作成、データベースの設計、症例検討会に係る業務を行っ

た。 

支援実績：医師主導治験 7 件、臨床研究 1 件 

臨床研究に関する

データの管理に関

する専門的研修や

資格等の有無 

研修 

令和5年11月 CDISC Japan 2023 アカデミアワークショ

ップ 

令和7年 3月 「はじめての CDISC〜SDTM に触れてみよう

〜」 

 

資格 

取得資格なし 

（注）「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った臨床研

究に関するデータ管理業務及びデータ管理した臨床研究の実績の具体的な内容を記載するこ

と。 
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(3) 専任の生物統計に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘルス

サイエンス研究開発機構プロ

モーションユニットデータサ

イエンスセンター 

役職名 センター長／教授 

エフォート換算値 0.8 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

生物統計部門において、プロトコル作成、割付業務、統計解析

業務（解析計画書、解析報告書、解析プログラム、解析結果作

成）、統計コンサルテーション（研究立案、症例数設定、論文

対応、解析対応等）に専従している。 

生物統計に関

する相当の経

験及び識見を

有することの

説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

※３年以上 

期間 場所 

平成 20 年 4 月 ～ 平成 29 年 3

月 

北海道大学大学院医

学研究科 

平成 29 年 4 月 ～ 平成 30 年 3

月 

北海道大学病院 

令和 2 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

平成 30 月まで医師主導型治験 5 件にて統計担当として従事

し、製造販売承認取得および再生医療等製品の条件及び期限

付承認に貢献した。令和 2 年度以降 7 件の医師主導型治験の

統計関連業務に従事している。 

生物統計に関す

る専門的研修や

資格等の有無 

研修 

平成10年日本科学技術連盟主催「臨床試験セミナー 統計

手法専門コース（BIOS）」修了 

資格 

学位:保健学博士(東京大学大学院医学系研究科 平成 20 年

5 月 21 日） 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘ

ルスサイエンス研究開発

機構プロモーションユニ

ットデータサイエンスセ

ンター生物統計部門 

役職名 特任助教 

エフォート換算値 0.8 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

生物統計部門において、プロトコル作成、割付業務、統

計解析業務（解析計画書、解析報告書、解析プログラ

ム、解析結果作成等）、統計コンサルテーション（研究

立案、症例数設定、論文対応、解析対応等）に専従して

いる。 

生物統計に関

する相当の経

験及び識見を

有することの

説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

※３年以上 

期間 場所 

平成 31 年 3

月 

～ 令和 3 年 3 月 
北海道大学病院 

令和 6 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

生物統計部門において、プロトコル作成、割付業務、統

計解析業務（解析計画書、解析報告書、解析プログラ

ム、解析結果作成等）、統計コンサルテーション（研究

立案、症例数設定、論文対応、解析対応等）に従事し

た。 

生物統計に関する

専門的研修や資格

等の有無 

研修 

2019 年度日本科学技術連盟主催「臨床試験セミナー 統計

手法専門コース（30BIOS）」修了 

  

資格 

博士（情報科学）(北海道大学 令和 2 年 6 月 30 日） 

専門統計調査士（2016 年 12 月 19 日） 

バイオインフォマティクス技術者認定試験合格（2017 年

1 月 18 日） 

SAS Certified Base Programmer for SAS 9（2018 年 2 月

28 日） 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘルス

サイエンス研究開発機構プロ

モーションユニットデータサ

イエンスセンターデータマネ

ジメント部門 

役職名 部門長／特任准教

授 

エフォート換算値 0.6 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

リアルワールドデータ関連の業務として、以下のものを行っ

ている。 

・リアルワールドエビデンスの構築 (臨中ネット) におけ

る情報の収集 

・分散型臨床試験 (DCT) の取り組みにおける業務(手順書

の作成等) 

・データマネージャー養成研修の運営 

・生命科学・医学系研究に関する事前評価専門委員会での審

査 

生物統計部門において、プロトコル作成、割付業務、統計解析

業務（解析計画書、解析報告書、解析プログラム、解析結果作

成）、統計コンサルテーション（研究立案、症例数設定、論文

対応、解析対応等）に専従している。 

生物統計に関

する相当の経

験及び識見を

有することの

説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

※３年以上 

期間 場所 

平成 22 年 4 月 ～ 平成 26 年 3 月 北海道大学病院 

平成 27 年 9 月 ～ 平成 30 年 5 月 香川大学 

平成 30 年 6 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

平成26年3月まで医師主導型治験2件にて統計担当として従事

し、製造販売承認取得に貢献した。 

平成27年9月以降は、香川大学医学部での研究者主導型臨床

研究を支援した（統計相談、統計解析等）。香川大学医学部

倫理委員会にて、統計的審査を実施した(20-30件/年)。香川

県立保健医療大学にて、将来CRCに携わる可能性のある臨床

検査学科の学生向けに、医療情報学（臨床試験方法論）を講

義した。平成30年6月からは、北海道大学病院にて、医療法

で定義される特定臨床研究を支援している(統計相談、解析

業務受託、研究計画書作成支援)。また、倫理委員会に申請

される侵襲のある研究および介入研究について技術専門員と

して統計に関するコメントの記載に従事している。 

令和4年よりデータサイエンスセンターに組織改組がされて

から、北海道大学病院医療情報企画部と連携し、リアルワー

ルドデータの研究利用について支援している。 

令和 5 年には、エンボスフィア治験の再解析を行って、薬事認

に貢献した。 

生物統計に関す

る専門的研修や

資格等の有無 

研修 

 平成22年日本科学技術連盟主催「臨床試験セミナー 統計

手法専門コース（BIOS）」修了 

資格 

北海道大学大学院医学研究科医学専攻博士課程修了（医療

情報学）（平成22年3月25日） 

アラスカ州立大学フェアバンクス校数理統計学講座留学(

平成18年9月-平成19年5月) 

統計検定 2 級（平成 28 年 7 月 11 日取得） 
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基本情報処理技術者（平成 20 年 12 月取得） 

TOEFL iBT87 点（PBT 換算 567 点）（平成 19 年 9 月） 

(注) 「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った生物統

計に係る業務の具体的な内容及び生物統計に関して支援した臨床研究の実績を記載すること。 
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(4) 専従の薬事に関する審査に関する相当の経験及び識見を有する者 

氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘルス

サイエンス研究開発機構プロ

モーションユニット臨床研究

開発センター 

役職名 副センター長／教

授 

専従の「臨床研究に携わる」者で

あることの説明 

プロモーションユニット臨床研究開発センター・副センター

長として、シーズ開発に関するプロジェクトマネジメントへ

の助言を行っている。 

また、センターの教育・研修委員会の委員長として、臨床研究

を実施する研究者を対象とした臨床研究に関する研修会及び

センター等職員研修会の企画・立案を行うとともにセンター

各部門における研修の管理業務を行っている。併せて大学院

医学研究院の教育を担当している。 

薬事に関する

審査に関する

相当の経験及

び識見を有す

ることの説明 

過去に当該業務

に従事した期間 

※1 年以上 

期間 場所 

平成 11 年 4 月 ～ 平成 16 年 3 月 

国立医薬品食品衛

生研究所 医薬品

医療機器審査セン

ター主任審査官 

平成 16 年 4 月 ～ 平成 23 年 9 月 

独立行政法人 医

薬品医療機器総合

機構生物系審査第

一部審査役 

平成 23 年 10 月 ～ 平成 24 年 9 月 

独立行政法人 医

薬品医療機器総合

機構研修課長 

平成 24 年 10 月 ～ 平成 29 年 3 月 

北海道大学大学院

医学研究科レギュ

ラトリーサイエン

ス部門評価科学分

野 

平成 29 年 4 月 ～ 現在 北海道大学病院 

上記の期間に行

った具体的な勤

務内容及び実績 

◆国立医薬品食品衛生研究所医薬品医療機器審査センター 

・循環器官用薬の品質、薬理、薬物動態の審査に携わるとと

もに副主任として審査チームの進捗管理を行った（2年） 

・代謝性疾患薬、抗菌薬、抗悪性腫瘍薬等の品質の審査を担

当（約2年） 

・チーム主任として、血液製剤、ワクチン、遺伝子組換えタ

ンパク質性医薬品の承認審査、遺伝子治療、再生医療の確

認申請を担当（約1年） 

 

◆医薬品医療機器総合機構 

・血液製剤、ワクチン、遺伝子組換えタンパク質性医薬品の

承認審査及び治験相談、遺伝子治療、再生医療の確認申請

に従事（チーム主任として1年、審査役として5.5年） 

・この間、医薬品規制調和会議に日本側の規制当局代表とし

て参加し、ICH Q5Eガイドライン及び遺伝子治療に関するI

CH見解の作成に携わった 

・また、バイオ医薬品の規制に関連した論文・書籍の執筆、

学会発表・講演を行った（英文論文3編、和文論文・著書2



（別添 1） 

 60 / 61 
 

1編、国際学会17回、国内学会35回） 

・研修課長として、PMDA全体の研修の立案、実行、管理を行

った（1年） 

 

◆北海道大学 

・厚生科学審議会臨時委員、薬事審議会臨時委員、厚生労働

省「医療上の必要性の高い未承認薬・適用外薬検討会議」

専門作業班メンバー、医薬品医療機器総合機構専門委員、

AMED PO課題評価委員、大阪大学第二特定認定再生医療等

委員会委員、国立医薬品食品衛生研究所ジェネリック医薬

品・バイオシミラー品質情報検討会委員を務めている。 

・この間、医薬品等の開発に係る6つのガイドラインの作成

や日本薬局方の改正に携わった。 

・また、バイオ医薬品の規制を中心に論文・書籍の執筆、学

会発表・講演を行った（英文論文13編、和文論文・著書等

53編、国際学会6回、国内学会74回） 

特定臨床研究に

係る業務に関す

る専門的研修や

資格等の有無 

研修 

本院医療・ヘルスサイエンス研究開発機構の主催する臨床

研究に関する研修会及び機構職員研修会をそれぞれ年1回

以上受講するとともに、日本再生医療学会等の主催する認

定再生医療等委員会の委員に対する教育・研修を受講して

いる。 

資格 

平成10年2月 博士（医学）学位取得（東京大学） 

薬剤師 
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氏 名 ＊＊ 

所 属 北海道大学病院医療・ヘ

ルスサイエンス研究開

発機構プロモーション

ユニット・ユニット臨床

研究開発センター臨床

開発推進部門 

役 職

名 

特任講師 

専従の「臨床研究に携わる」者であ

ることの説明 

臨床研究推進部門において、開発戦略・臨床試験計画

の立案支援、試験進捗の管理など、医薬品・医療機器

等の開発を基礎から臨床応用に至るプロジェクトマ

ネジメントを行っている。 

薬事に関する

審査に関する

相当の経験及

び識見を有す

ることの説明 

過去に当該業務に

従事した期間 

※1 年以上 

期間 場所 

平成 29 年 4

月 

～ 平成 31 年 2

月 

独立行政法人医

薬品医療機器総

合開発機構 新

薬審査第三部 

    

    

上記の期間に行っ

た具体的な勤務内

容及び実績 

審査専門員（品質担当）として、中枢神経系用薬、末

梢神経系用薬、麻酔用薬、感覚器官用薬（炎症性疾患

に係るものを除く）等の医薬品の審査、治験相談（CMC,

非臨床、臨床に関する相談）、治験届の調査、安全性

情報の確認業務に従事した。 

 

特定臨床研究に係

る業務に関する専

門的研修や資格等

の有無 

研修 

令和4年3月 プロジェクトマネジャー育成プログ

ラム（AMED橋渡し研究戦略的推進プログラム拠点

間ネットワーク事業主催） 

令和5年6月 レギュラトリーサイエンス エキスパ

ート研修会（医薬品医療機器レギュラトリーサイ

エンス財団主催） 

令和 6 年 1 月：ARO 協議会認定講習会（ARO 協議会

主催） 

令和 6 年 9 月：2024 年度プロジェクトマネジャー

／スタディマネジャー認定講習会プログラム（ARO

協議会主催） 

令和 7 年 9 月：2025 年度プロジェクトマネジャー

／スタディマネジャー認定講習会プログラム（ARO

協議会主催） 

 

資格 

平成26年3月博士（薬科学）取得（北海道大学） 

令和 6年 4月 ARO協議会認定プロジェクトマネジ

ャー／スタディマネジャー 取得 

薬剤師 

 (注) 「上記の期間に行った具体的な勤務内容及び実績」の欄には、当該期間において行った薬事に

関する審査業務について、具体的な業務内容及び審査した治験の実績がわかるように記載する

こと。 
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特定臨床研究に関する計画の立案及び実施の実績 

 

  

１ 特定臨床研究に関する計画の立案及び実施の実績の詳細 

(1)特定臨床研究であることの説明 

番号 臨床研究名 登録 ID 等 研究概要 

1 

2 型糖尿病における

DPP-4 阻害薬とメト

ホルミンの併用療法

へのイメグリミン追

加ないしメトホルミ

ン増量による血糖コ

ントロールへの影響

に関する検討－多施

設共同前向き非盲検

並行群間無作為化比

較研究－ 

jRCT1011220005 

DPP-4 阻害薬とメトホルミンを含む糖尿病治療薬で治療中の 2 型糖尿病患者において、イメグ

リミンの追加投与による血糖コントロールへの影響を、メトホルミンの増量を対照として比

較検討する多施設共同、非盲検、並行群間比較試験である。 

2 

BRAF V600 変異陽性

局所進行・転移性小

児固形腫瘍に対する

ダブラフェニブ・ト

ラメチニブの第 II

相試験 

jRCTs011220017 

標準治療のない、又は治療抵抗性の BRAF V600 変異陽性の局所進行・転移性小児固形腫瘍に対

するダブラフェニブ・トラメチニブ経口投与の有効性と安全性を検討する第Ⅱ相試験である。

なお、当初患者申出療養として実施していたが、2024 年 11 月 20 日付でダブラフェニブメシ

ル酸塩 10 ㎎分散錠とトラメチニブメチルスルホキシド付加物 0.05mg/mL 経口液の販売が開始

された、これに伴い同日 2024 年 11 月 20 日付けで患者申出療養制度を取り下げ、受理された。 
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3 

臓器温存を念頭にお

いた局所進行直腸癌

に対する化学放射線

療 法 、 化 学 療 法

(CapeOX)逐次施行の

奏効割合、予後およ

び QOL に関する探索

的検討（略称：R-

NAC02 試験） 

jRCTs011220019 

局所進行直腸癌を対象に、術前化学放射線療法（50.4Gy＋カペシタビン内服）＋術前補助化学

療法（カペシタビン・オキサリプラチン併用療法 3 コース）を施行し、その安全性および完全

奏効割合を検討する探索的臨床研究である。 

4 

薬物未治療 2 型糖尿

病におけるトホグリ

フロジンないしメト

ホルミン初期治療に

よる膵β細胞機能へ

の影響－多施設共同

前向き非盲検並行群

間無作為化比較研究

－ 

jRCTs011230006 

薬物未治療 2 型糖尿病患者を対象に、SGLT2 阻害薬トホグリフロジンの初期治療による膵 β

細胞機能への影響を、メトホルミンの初期治療を対照として比較検討する多施設共同、非盲

検、並行群間比較試験である。 

5 

高齢患者におけるプ

ロポフォールとレミ

マゾラムの全身麻酔

導入時血圧変動への

影響の比較－単盲検

ランダム化比較試験

－ 

jRCT1011230012 
全身麻酔下に口腔外科手術を受ける高齢患者を対象に、プロポフォール及びレミマゾラムに

よる麻酔導入時の血圧変動について比較検討する単盲検ランダム化比較試験である。 
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6 

帯電微粒子水環境の

風邪症候群の発現を

評価する探索的臨床

研究 

jRCTs012230022 

特別養護老人ホーム入居者を対象に、帯電微粒子水発生装置の帯電微粒子水発生機能を運転

するユニットと運転しないユニットにおける居住者の風邪症候群の発現率の差を探索的に評

価する単施設クラスターランダム化二重盲検並行群間比較試験である。 

7 

蛍光スペクトル測定

システムを用いた肺

悪性腫瘍位置同定法

におけるインドシア

ニングリーン静脈投

与量の用量比較試験 

jRCTs011230037 

原発性肺癌（またはその疑い）、あるいは転移性肺腫瘍を対象に、肺切除時の腫瘍同定方法と

して、インドシアニングリーンの静脈投与法および I 至適投与量を検討する探索的臨床研究

である。 

8 

歯 周 病 に 対 す る

Systema SP-Tメディ

カルガーグルによる

洗口とスケーリング

の併用効果を検討す

る探索的非盲検ラン

ダム化並行群間比較

試験 

jRCTs011230038 

歯周病患者を対象に、Systema SP-T メディカルガーグルによる洗口とスケーリングを繰り返

し行うことによる歯肉の炎症改善効果をスケーリングのみを行う場合を対照として比較検討

する探索的非盲検ランダム化並行群間比較試験である。 

9 

骨粗鬆症を有する血

液透析患者へのテリ

パラチドオートイン

ジェクター製剤の安

全性と有効性の検討 

jRCTs011230047 

-2 

骨粗鬆症を有する血液透析患者を対象に、テリパラチドオートインジェクター製剤の安全性と

有効性を評価する多施設共同、ランダム化 delayed-start design 試験である。 
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10 

AHCC®による肝細胞

癌患者に対するレン

バチニブ療法の副作

用軽減効果の検討 

jRCTs011230061 
レンバチニブ療法中の肝細胞癌患者を対象に、機能性食品である AHCCⓇを摂取することによる

レンバチニブ療法の副作用の軽減効果を評価する探索的臨床研究である。 

11 

小児鎖肛患者におけ

る小児用骨盤底筋用

プローブの有効性お

よび安全性に関する

探索的研究（ARM-

BFApp01 

jRCTs012230063 
鎖肛に対する肛門形成術を施行された小児を対象に、新規開発した小児用骨盤底筋用プロー

ブの筋電計電極としての有効性および安全性を評価する探索的臨床研究である。 

12 

局所進行中咽頭癌に

対するシスプラチン

の超選択的動注と放

射線同時併用療法の

第 I/II 相試験 

jRCTs011230065 

局所進行中咽頭癌に対するシスプラチンの超選択的動注の至適スケジュールを決定し、シス

プラチンの超選択的動注と放射線同時併用療法の有効性と安全性を評価する多施設共同研究

である。 

13 

シャインプルーフ光

学系を用いた新規前

眼部三次元解析装置

による前眼部評価 

jRCTs012240004 
前房内炎症、角膜混濁、水晶体混濁などを有する前眼部疾患患者を対象に、新規前眼部三次元

解析装置の有用性を評価する探索的研究である。 

14 

機能性食品 AHCCⓇ

の尿路上皮癌におけ

る化学療法の骨髄抑

制軽減効果を検討す

る非盲検探索的臨床

研究 

jRCTs011240005 

ゲムシタビン・シスプラチン（GC）療法もしくはゲムシタビン・カルボプラチン（GCb）療法

をおこなう尿路上皮癌患者を対象に、機能性食品である AHCCⓇを摂取することによる GC 療法

・GCb 療法の骨髄抑制の軽減効果を評価する探索的臨床研究である。 
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15 

食道表在癌に対する

アルゴンプラズマ併

用高周波凝固焼灼療

法の有効性及び安全

性を検討する臨床試

験 

jRCTs012240006 

食道表在癌を有し、内視鏡的粘膜切除術や内視鏡的粘膜下層剥離術が不耐と考えられる患者

を対象に、アルゴンプラズマ凝固装置による腫瘍焼灼術の有効性および安全性を検討する多

施設共同非盲検単群試験である。 

16 

ドライアイに対する

オキュリングの有効

性を検討する非盲検

探索研究 

jRCTs012240029 

ドライアイ症状がある患者また涙液安定性が低い患者を対象に、オキュリング（結膜リングデ

バイス）による涙液安定性改善の効果を確認し、オキュリングの有効性を評価する探索的研究

である。 

17 

鏡視下胃および食道

悪性腫瘍手術での蛍

光クリップ腫瘍マー

キングにおける新規

蛍光検出システム

「Lumifinder™」の有

効性を検討する探索

的臨床試験 

jRCTs012240043 

胃癌、食道胃接合部癌および食道癌の患者を対象に、鏡視下胃および食道切除術での蛍光クリ

ップ腫瘍マーキングにおける新規蛍光検出システム「Lumifinder™」の有用性を評価する探索

的研究である。 

18 

放 射 性 リ ガ ン ド

[18F]-

Fluoromisonidazole

の腫瘍内低酸素イメ

ージング剤としての

安全性に関する単施

設非対照探索的臨床

試験 

jRCTs011240047 
悪性腫瘍患者を対象に、放射性リガンド[18F]-fluoromisonidazole（[18F]FMISO）を用いた PET

検査を行い、[18F]FMISO の安全性を評価する探索的研究である。 
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19 

偶発性低体温症に対

する血管内カテーテ

ルを用いた復温療法

の有用性と安全性に

ついての多施設共同

無作為化比較試験

（ ICE-CRASH Ⅱ 

study 

jRCT1012240051 
循環が維持されている症低体温症患者（65 歳以上、深部体温 30℃未満）を対象に、血管内カ

テーテルを用いた復温療法の有用性および安全性を評価する多施設共同研究である。 

20 

難治性小児がん患者

における機能性食品

AHCC®の免疫賦活作

用を検討する非盲検

探索的臨床試験 

 

jRCTs011240079 治療後寛解期および終末期を含む積極的な治療の行われていない小児がん患者を対象に、機

能性食品 AHCC®の免疫賦活作用を検討する非盲検並行群間比較試験である。 

（注） 1「番号」の欄は、様式第２の１又は第３の１に記載した番号と一致させること。 

2 「研究概要」の欄は、研究の概要を簡潔に記載すること。ただし、平成 30 年 3 月 31 日までに開始した臨床研究については、研究の概

要を簡潔に記載するとともに、侵襲及び介入を伴うことを示す部分に下線を付すこと。 

 

(2) 特定領域に係る特定臨床研究であることの説明 

番号 治験・臨床研究名 登録 ID 等 特定領域に係る特定臨床研究であることの説明 

1    

(注）1「特定領域に係る特定臨床研究であることの説明」の欄には、対象となる特定疾病領域及び具体的な疾患名、研究対象者の選定基準、研

究成果が具体的にどのような形で特定領域の患者に還元されるかを明記すること。 

2 特定領域とは、小児疾患、神経疾患その他の臨床研究の実施に際し疾患に応じた体制の整備を要する疾患が該当する。 
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２ 論文発表の実績 

(1)特定臨床研究の実施に伴い発表された論文の実績 

  

番号 
関連する特定臨床研究 特定臨床研究の実施に伴い発表

した論文であることの説明 
治験・臨床研究名 登録 ID 等 研究概要 

1 
健康成人男性を対象とした PSO17 の第Ⅰ

相試験 
UMIN000025104 

健康成人男性を対象とした

PSO17（侵襲）の第Ⅰ相試験（介

入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

2 

トラスツズマブを含む初回化学療法に不

応の HER2 過剰発現を有する治癒切除不

能進行・再発胃癌に対するトラスツズマ

ブ/イリノテカン併用療法の第 II 相試験 

研究 (HGCSG1201/OGSG1205) 

UMIN000007636 

トラスツズマブを含む初回化

学療法に不応の HER2 過剰発現

を有する治癒切除不能進行・再

発胃癌に対するトラスツズマ

ブ/イリノテカン併用療法（侵

襲）の第 II 相試験（介入）であ

る。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

3 
切除可能膵癌に対する術前 S-1 補助療法

の第 II 相臨床試験 
UMIN000013031 

切除可能膵癌に対する術前 S-1

補助療法（侵襲）の 第 II 相臨

床試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

4 

プロポフォール用 TCI ポンプを用いた新

しい鎮静法管理－至適鎮静時目標血中濃

度再設定法における目標血中濃度の至適

初期設定値の検討－ 

UMIN000017197 

TCI ポンプを用いたプロポフォ

ール投与（侵襲）至適鎮静時目

標血中濃度再設定法における

目標血中濃度の至適初期設定

値を検討したランダム化比較

試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

5 

メトトレキサート（MTX）未治療の中等度

から重度の活動性関節リウマチ患者を対

象に Filgotinib を単剤及び MTX との併

用により 52 週間投与したときの有効性

及び安全性を評価する、ランダム化、二重

盲検、プラセボ及び実薬対照、多施設共

同、第 3 相試験 

NCT03025308 

関節リウマチの成人（日本人）

におけるフィルゴチニブ（侵

襲）の長期的安全性と有効性を

評価した多施設共同臨床研究

比較試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめたサブ解析論文であ

る。 
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6 

初回化学療法に不応の治癒切除不能進行

・再発胃癌に対するイリノテカン/ラム

シルマブ併用療法の多施設共同医師主導

前向き第 II 相試験 (HGCSG1603) 

jRCTs011180029 

初回化学療法に不応の治癒切

除不能進行・再発胃癌に対する

イリノテカン/ラムシルマブ併

用療法の第 II 相試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

7 
デュロキセチン塩酸塩の児童思春期うつ

病患者を対象とした第 3 相臨床試験 

jRCT2080223678 

JapicCTI-173734 

NCT03315793 

デュロキセチン塩酸塩の児童

思春期うつ病患者を対象とし

た第 3 相臨床試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

8 

正常圧水頭症と認知症患者を対象とした

PSO17 を用いた MRI 脳脊髄液動態検査に

関する研究 

jRCTs011190003 

（工藤 與亮・北海道

大学 医学研究院 画像

診断学教室） 

正常圧水頭症や認知症などの

精査のために腰椎穿刺を実施

予定の患者を対象とし、PSO17

の髄腔内投与の安全性を検討

した臨床試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

9 

輸血代替として用いるヘモグロビン ベ

シクル製剤 NMU-HbV の健康成人男性を対

象とした第Ⅰ相安全性試験 

jRCT2011200004 

（天野 虎次・北海道

大学病院医療・ヘルス

サイエンス研究開発機

構） 

輸血代替として用いるヘモグ

ロビン ベシクル製剤 NMU-HbV 

の健康成人男性を対象とした

第Ⅰ相安全性試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

10 

進行固形がん患者を対象とする TAS-116

の製剤比較及び食事の影響を評価する非

盲検，クロスオーバー試験 

jRCT2080224130 

JapicCTI-184191 

進行固形がん患者を対象とする

TAS-116 の製剤比較及び食事の

影響を評価した非盲検クロス

オーバー臨床試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 

11 

消化器癌に対する全身化学療法施行時に

発生した無症候性静脈血栓塞栓症に対す

るエドキサバンの安全性および有効性を

検討する多施設共同前向き介入研究

（ExCAVE study） 

UMIN000028517 

jRCTs011180030 

（小松  嘉人・北海道

大学病院腫瘍センタ

ー） 

消化器癌に対する全身化学療

法施行時に発生した無症候性

静脈血栓塞栓症に対するエド

キサバン（侵襲）の安全性およ

び有効性を検討した多施設共

同臨床試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主論文である。 
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12 

局所進行直腸癌に対する mFOLFOX6 術前

化学療法後の手術の安全性に関する

Pilot Study 

UMIN 000012559 

jRCTs011180028 

局 所 進 行 直 腸 癌 に 対 す る

mFOLFOX6 術前化学療法と手術

の集学的治療（侵襲）に関する

安全性を検討した探索的臨床

試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめたサブ解析論文であ

る。 

13 

治験:18063 

再発・難治性低悪性度 B 細胞性非ホジキ

ンリンパ腫患者を対象とするME-401の第

I 相臨床試験 

NCT03985189 

(ClinicalTrials.gov) 

再発難治性の低悪性度リンパ

腫を対象とした Zandelisib の

第 1 相試験。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

14 

2 型糖尿病におけるリラグルチドおよび

デュラグルチドからセマグルチド切り替

えによる血糖コントロール及び QOL への

影響に関する検討－前向き非盲検並行群

間無作為化比較研究－（認 018-005） 

jRCT1011200008 

リラグルチドないしデュラグ

ルチドから週1回セマグルチド

への切替ないし継続の有効性

を検討した多施設共同非盲検

並行群間無作為化比較研究で

ある。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

15 

認知機能が保たれた構造性焦点性てんか

ん症例に対する経皮的迷走神経刺激療法

の非盲験探索的臨床試験 

・臨 021-00018/認 021-002 

jRCTs012210049 

9/18 小児科に記載を依頼中  

認知機能が保たれた構造性焦

点性てんかん症例に対する経

皮的迷走神経刺激療法の有効

性を検討する非盲検臨床試験

である。 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 

16 

腹腔鏡下大腸手術前処置におけるアスコ

ルビン酸含有 PEG 腸管洗浄剤の有効性と

安全性に関する検討.  認 018-006 

jRCTs011180005 

成人大腸癌患者に対する腹腔

鏡下大腸切除術を対象とした、

アスコルビン酸含有PEG腸管洗

浄剤と従来型腸管洗浄剤の非

劣性を検討する第III相臨床試

験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 
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17 

2 型糖尿病におけるリラグルチドおよび

デュラグルチドからセマグルチド切り替

えによる血糖コントロール及び QOL への

影響に関する検討－前向き非盲検並行群

間無作為化比較研究－ 

認 018-005 

jRCT1011200008 

リラグルチドないしデュラグ

ルチドから週1回セマグルチド

への切替ないし継続の有効性

を検討した多施設共同非盲検

並行群間無作為化比較研究で

ある。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめたサブ解析論文であ

る。 

18 

Treatment Evaluation of Acute Stroke 

for Using in Regenerative Cell 

Elements (TREASURE) 

NCT02961504 

脳梗塞急性期の成人を対象と

した幹細胞の静脈内投与の第 2

相試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

19 

dMD-001 パイロット試験 -膝または肘

の関節軟骨損傷患者における dMD-001 の

性能および安全性を探索的に検討する試

験- 

課題番号：15056 

jRCT1080223051 

膝関節軟骨損傷・離断性骨軟骨

炎に対する新規治療法（高純度

アルギン酸ゲル移植術）の有効

性および安全性を探索的に検

討した FIH 試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

20 

治験:20027 

再発 / 難治性マントル細胞リンパ腫を

有する日本人被験者を対象とした、ベネ

トクラクスとイブルチニブの併用療法の

有効性と安全性を検討する第Ⅱ相試験 

NCT04477486 

(ClinicalTrials.gov) 

再発難治性のマントル細胞リ

ンパ腫を対象としたイブルチ

ニブとベネトクラックス併用

療法の第２相試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 
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21 

2 型糖尿病における DPP-4 阻害薬から経

口セマグルチド切り替えによる血糖コン

トロールへの影響に関する検討－前向き

非盲検並行群間無作為化比較研究－ 

認 020-013 

jRCT1011210032 

2 型糖尿病における DPP-4 阻害

薬から経口セマグルチド切り

替えによる血糖コントロール

への影響に関して有効性と安

全性を検討した多施設共同前

向き非盲検並行群間無作為化

比較試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

22 

日本人青年期うつ病患者を対象としたエ

スシタロプラムの多施設共同ランダム化

二重盲検プラセボ対照並行群間治療中止

試験 

jRCT2080224520 

日本人青年期うつ病患者を対

象にエスシタロプラムの有効

性を検討した多施設共同ラン

ダム化二重盲検プラセボ対照

並行群間比較試験である。以降

削除。12 歳～17 歳のうつ病患

者を対象とした。被験者は，非

盲検治療期（非盲検期）として

12 週間 ESC を服用した。その

後，非盲検期に寛解または反応

の基準を満たした被験者は，二

重盲検治療期（二重盲検期）と

してESCかプラセボのいずれか

を 36 週間服用した。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

23 

糖 尿 病 黄 斑 浮 腫 患 者 を 対 象 と し た

RO6867461 の有効性及び安全性を検討す

る多施設共同ランダム化二重遮蔽実薬対

照比較第 III 相臨床試験（YOSEMITE） 

jRCT2080224090 

糖尿病黄斑浮腫患者を対象と

したファリシマブの第III相試

験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめたサブ解析論文であ

る。 



（別添２） 

 12 / 35 
  

24 

メトトレキサート（MTX）未治療の中等度

から重度の活動性関節リウマチ患者を対

象に Filgotinib を単剤及び MTX との併

用により 52 週間投与したときの有効性

及び安全性を評価する、ランダム化、二重

盲検、プラセボ及び実薬対照、多施設共

同、第 3 相試験 

NCT03025308 

MTX 未治療の活動性関節リウマ

チ患者において filgotinib は

有効性を検討する臨床試験で、

有効性が高く、忍容性があるこ

とが確認された。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

25 

局所進行上顎洞原発扁平上皮癌に対する

CDDP の超選択的動注と放射線同時併用療

法の用量探索および有効性検証試験 

(JCOG1212, RADPLAT-MSC) 

臨 018-00001 

jRCTs031180004 

局所進行上顎洞扁平上皮癌に

対する CDDP の超選択的動注と

放射線同時併用療法の用量探

索（第１相）と有効性検証（第

2 相）の試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

26 

進行期乳房外パジェット病に対するエリ

ブリン単剤療法の第 II 相臨床試験 R3-

10 

jRCT2011220022 

進行期進行期乳房外パジェッ

ト病に対するエリブリン単剤

療法の第 II 相臨床試験のプロ

トコール論文である。 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 

27 

カルニチンを用いた非心臓胸部外科（肺

癌・食道癌）術後の心房細動予防 －探索

的介入試験－認 018-046 

jRCTs011200020 

食道癌患者を対象としたカル

ニチンの適応外使用（侵襲）の

第Ⅰ相試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

28 

北海道大学病院 IRB H28-7 

脳梗塞急性期患者を対象とした自家 BMSC

脳内投与による再生治療の安全性及び有

効性を検討する第Ⅰ相試験 

UMIN000026130 

脳梗塞亜急性期の成人を対象

とした幹細胞の脳内投与の第

1/2 相医師主導治験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 
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29 
前立腺癌に対する動体追跡陽子線治療に

関する臨床研究 
UMIN000016573 

限局期前立腺癌に対する動体

追跡陽子線治療の安全性･有効

性を評価した単群･非盲検第 II

相試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

30 

Study of Pembrolizumab (MK-3475) Plus 

Chemotherapy vs Placebo Plus 

Chemotherapy as Neoadjuvant Therapy 

and Pembrolizumab vs Placebo as 

Adjuvant Therapy in Participants With 

Triple Negative Breast Cancer (TNBC) 

(MK-3475-522/KEYNOTE-522) 

NCT03036488 

KN522 試験に参加した 1174 人

の中から韓国、日本、台湾とシ

ンガポールの参加者216名のサ

ブ解析を行った研究である。ア

ジア人のサブグループでも全

体集団と同様の pCR 率および

EFS の延長効果が認められた。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめたサブ解析論文であ

る。 

31 

治験：19004 

健康成人を対象とした KRN125 による造

血幹細胞の末梢血中への動員に関する第

Ⅱ相臨床試験 

NCT03993639 

(ClinicalTrials.gov) 

健常人ボランティアを対象に

ジーラスタ7.2mg投与後の末梢

血中への CD34 陽性細胞の動員

について検証した第２相試験。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 
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32 

BRCA 遺伝子変異を有する切除不能な進行

・再発の胆道癌、膵癌、その他の消化器・

腹部悪性腫瘍患者に対する Niraparib の

多施設共同第 II 相試験 

jRCT2011200023 

BRCA 遺伝子変異を有する切除

不能な進行・再発の胆道癌、膵

癌、その他の消化器・腹部悪性

腫瘍患者に対するNiraparibの

有効性・安全性を評価した単群

・非盲検多施設共同第 II 相試

験である。 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 

33 新規人工手関節(NM002)治験 UMIN000002991 

医師主導型治験（NM002-01）の

研究成果に基づいた、人工手関

節置換術後 10 年以上の長期臨

床成績の報告である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

34 

蛍光スペクトル測定システムを用いた肺

悪性腫瘍位置同定法における 

インドシアニングリーン静脈投与量の用

量比較試験 

jRCTs011230037 

肺切除時の腫瘍同定方法とし

て、ICGの静脈投与法およびICG

の至適投与量を検討する。ま

た、近赤外光スペクトル装置を

用いた方法の有用性を検証す

る。第 I 相試験（介入）である。 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 
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35 

上 部 消 化 管 腫 瘍 の 検 出 に お け る

Linkedcolor imaging と Narrowband 

imaging 

の比較試験ー多施設ランダム化比較試験

一 

課題番号： 019-007 

jRCT1012200006 

消化管上皮性腫瘍のサーベイ

ランス患者を対象としたLCIの

有用性を評価する多施設前向

きランダム化比較試験である 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

36 

認 019-001  

抗 EGFR 抗体薬不応の結腸・直腸癌に対す

る 2 次治療としての FOLFIRI+アフリベル

セプトの有効性と安全性を検討する単群

多 施 設 共 同 前 向 き 第 Ⅱ 相 臨 床 試 験

（HGCSG1801） 

jRCTs011190006 

抗 EGFR 抗体薬を含む化学療法

に不応となった切除不能大腸

がん患者を対象に FOLFIRI＋

AFL 療法の有効性、安全性を検

討した単群第二相試験 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

37 

ロボット支援腹腔鏡下前立腺癌摘除術患

者に対する骨盤底筋体操が術後尿禁制回

復に及ぼす影響-無作為化盲検比較試験- 

UMIN000025143 

ロボット支援腹腔鏡下前立腺

癌摘除術を受けた（RALP）患者

を対象とした盲検化無作為比

較試験である。本研究では、尿

失禁に対する治療として、術前

から個別骨盤底筋体操を実施

し、術後における尿禁制回復の

経時的変化を明らかにした研

究である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 
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38 

HER2 陰性転移・再発乳がん患者を対象に

エリブリ ンと S1 の health-related 

quality of life(HRQoL)を比較するラン

ダム化第 III 相試験 

UMIN000021398 

１次２次化学療法を行う ER 陽

性 HER2 陰性転移再発乳癌患者

を対象とした、標準治療である

S1 とエリブリンを HRQoL を主

要評価項目として比較した第

III 相臨床試験である 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

39 

高尿酸血症を合併する慢性心不全患者を

対象とした尿酸降下薬フェブキソス 

タットの効果に関する多施設共同ランダ

ム化比較試験 

課題番号：自 013-0335 

UMIN000013330 

慢性心不全患者を対象とした

フェブキソスタットの安全性・

有効性を評価した多施設共同

ランダム化比較試験である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

40 

同種幹細胞移植後副腎皮質ステロイド抵

抗性急性移植片対宿主病患者を対象とし

たルキソリチニブと best available 

therapy を比較する第Ⅲ相ランダム化非

盲検多施設共同試験 

治験実施計画書番号：CINC424C2301 

NCT02913261 

JapicCTI-173527 

jRCT2080223472 

ステロイド抵抗性急性移植片

対宿主病（aGvHD）患者を対象と

したルキソリチニブの有効性・

安全性を評価した第Ⅲ相試験

（REACH2 試験の日本人サブグ

ループ解析）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめたサブ解析論文であ

る。 
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41 

カルニチンを用いた非心臓胸部外科（肺

癌・食道癌）術後の心房細動予防 －探索

的介入試験－認 018-046 

jRCTs011200020 

肺癌手術を受ける患者に対する

L-カルニチンの第 I 相試験（介

入）である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

42 

認 020-007 腹膜透析患者における糖尿病

治療薬 SGLT2 阻害薬の有効性・安全性の

検討 

jRCT1011210022 

2 型糖尿病のある成人腹膜透析

患者を対象にカナグリフロジ

ンの有効性を検討する臨床試

験である。 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 

43 

北海道大学病院 IRB R5-11 

脳出血慢性期患者を対象とした自家 MSC

足場材合剤（HUFF-01）の脳内投与による

再生治療の安全性及び有効性を検討する

第Ⅰ/Ⅱ相試験 

jRCT2013230053 

脳出血慢性期の成人を対象と

した幹細胞・足場材合材の脳内

投与の第1/2相医師主導治験で

ある 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 
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44 

2 型糖尿病における DPP-4 阻害薬とメト

ホルミンの併用療法へのイメグリミン追

加ないしメトホルミン増量による血糖コ

ントロールへの影響に関する検討－多施

設共同前向き非盲検並行群間無作為化比

較研究－ 

jRCT1011220005 

イメグリミンの追加投与によ

る血糖マネジメントへの影響

を、メトホルミンの増量を対照

として比較検討したところ、イ

メグリミンの追加投与群で有

意な血糖改善効果が認められ

た。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

45 

鏡視下胃および食道悪性腫瘍手術での蛍

光クリップ腫瘍マーキングにおける新規

蛍光検出システム「LumifinderTM」の有効

性を検討する探索的臨床試験 

認 024-003 

jRCTs012240043 

鏡視下胃および食道切除での

蛍光クリップ腫瘍マーキング

において新規蛍光検出システ

ム「Lumifinder™」の有効性・安

全性を評価した単群・非盲検第

II 相試験である。 

本論文は左記特定臨床研究のプ

ロトコール論文である。 

46 

6 歳以上 12 歳未満の小児インフルエンザ

感染症患者を対象としたバロキサビルマ

ルボキシルの無作為化、非盲検、実薬対照

比較試験 

jRCTs011200011 

日本国内の 6 歳以上 12 歳未満

のインフルエンザウイルス感

染症患者 195 名を対象とした、

多施設共同・オープンラベル・

ランダム化・有効対照試験であ

る。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 
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47 

口腔外科手術後の悪心重症度に対するア

ロマオイル吸入効果の検討:単盲検ラン

ダム化比較試験 

認 020-014 

jRCTs011210021 

全身麻酔下に口腔外科手術を

受け，術後悪心が起こった成人

患者を対象にして，ペパーミン

ト・ジンジャー・ラベンダーの

ブレンドアロマオイル吸入に

よる効果 (悪心重症度の低下) 

の有無を検証した研究である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

48 

臨 019-00021  

シスプラチンを含む化学療法を施行され

る子宮がん患者の嘔気・嘔吐に対する六

君子湯の効果 —プラセボ対照無作為化

二重盲検比較検証試験  

jRCT1011190007 

シスプラチンを含む化学療法

を施行される子宮がん患者の

嘔気・嘔吐に対する六君子湯の

効果を検証するプラセボ対照

無作為化二重盲検の第 3相試験

である。 

本論文は左記特定臨床研究の結

果をまとめた主解析論文であ

る。 

 (注)  1 ｢番号」の欄は、様式第２の２⑴に記載した番号と一致させること。 

2 ｢研究概要」の欄は、研究の概要を簡潔に記載すること。ただし、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に規定する侵襲及び

介入を伴う臨床研究として提出するもの（平成 30 年３月 31 日までに終了した臨床研究又は平成 30 年４月１日から平成 31 年３月 31

日までの間に臨床研究法第５条第１項の実施計画を提出せずに終了した臨床研究）については、研究の概要を簡潔に記載するととも

に、侵襲及び介入を伴うことを示す部分に下線を付すこと。 

3 ｢研究概要」は、既に登録 ID 等が同一のものが同表中に記載されている場合には、省略可。特定領域に係る特定臨床研究の実施に伴

い発表した論文である場合には、その旨の説明も含めること。 

4 特定臨床研究の実施に伴い発表した論文であることの説明については、当該研究が特定臨床研究の実施に伴い発表した論文である

ことを簡潔に説明すること。 

5 各論文について、米国国立医学図書館に掲載されている要旨（abstract）を添付すること。 
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(2)その他の論文実績 

  

番号 
関連する特定臨床研究 

備考 

治験・臨床研究名 登録 ID 等 研究概要 

1 

日本人高齢者糖尿病に対する適切な血糖

管理目標を見出すための DASC-8（認知・

生活機能質問票）を用いた横断研究 

UMIN000037177 

自 019-0063 

65 歳以上の高齢者糖尿病患者

を対象に、認知・生活機能質

問票（DASC-8）に基づいて設

定した目標 HbA1c の達成状況

を評価した研究 

 

2 

リウマチ性疾患の炎症性・非炎症性関節

痛における機能的 MRI に関する研究 

リウマチ性疾患の炎症性・非炎症性関節

痛における機能的MRIに関する研究(前向

き観察研究) 

自 018-0128, 

018-0222 

炎症性関節炎患者を対象に、

Functional MRI を用いて脳の

機能的結合性の変化及び治療

効果への影響を評価した研究 

 

3 
関節リウマチと深部静脈血栓症に関する

研究 
自 020-0072 

関節リウマチ患者における静

脈血栓塞栓症の臨床的特徴と

リスク因子を評価した研究 

 

4 

消化器癌に対する化学療法で味覚異常を

発症した症例に関する多施設共同医師主

導前向き観察研究 (HGCSG1902) 

UMIN000039653 

自 019-0248 

消化器癌に対する化学療法で

味覚異常を発症した症例に対

する亜鉛投与の有用性を検討

した多施設共同医師主導前向

き観察研究 

 

5 

褐色細胞腫および傍神経節腫に対する I-

131 MIBG 治療における FDG 集積による予

後予測の検討 

指 021-0033 

I-131 MIBG 治療を施行された

褐色細胞腫症例および傍神経

節腫症例の予後予測における

FDG 集積の有用性について検討

した研究 

 

6 

バセドウ病に対する I-131 内用療法にお

ける I-131 投与量と治療効果についての

検討 

自 019-0447 

I-131 内用療法を施行されたバ

セドウ病患者を対象に、I-131

投与量と治療効果について検

討した研究 
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7 
COVID-19 疑い症例と確定症例の臨床的特

徴の比較検討 
自 020–0107 

新型コロナウイルス感染症陽

性の妊婦を対象に、医療介入

の必要性を判断する検査指標

を同定するための研究 

 

8 子どもの健康と環境に関する全国調査 該当なし 

Japan Environment and 

Children's Study の出生コホ

ートを用いて、妊娠前 BMI お

よび妊娠体重増加によって階

層化された周産期転帰と妊娠

糖尿病の関連を調査した疫学

研究 

 

9 
先天性アンチトロンビン欠損症合併妊娠

に関する後方視的検討 
自 018-0290 

先天性アンチトロンビン欠乏

症の妊婦を対象に、静脈血栓

塞栓症予防のためのプロトコ

ールの有用性を検討した研究 

 

10 妊婦の栄養と産後うつ病に関する研究 自 019-0390 

妊婦を対象に、血清中の hCG

とケトン体を測定した、つわ

りの意義についての研究 

 

11 子どもの健康と環境に関する全国調査 該当なし 

妊娠糖尿病妊婦から出生した

乳児の健康と環境に関して全

国調査した研究 

 

12 妊婦の栄養と産後うつ病に関する研究 自 019-0390 

産後うつと妊娠中および出産

後の栄養状態の関連を検討し

た研究 

 

13 
平均赤血球容積高値と頭頸部癌例におけ

る食道癌併発率の検討 
生 021-0089 

頭頚部癌の患者を対象に、食

道癌併発のリスク因子として

の平均赤血球容積高値の有用

性を検討した研究 
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14 
外耳道癌における網羅的な遺伝子変異の

解析 
自 020-0373 

外耳道扁平上皮癌患者から採

取した組織サンプルを網羅的

に遺伝子変異解析し予後予測

因子となりえる候補遺伝子変

異を同定する研究 

 

15 

外耳・中耳病変を有する疾患に対する

video Head Impulse Test を用いた半規

管機能評価 

自 019-0010 

外耳・中耳病変を有する疾患

に対し、video Head Impulse 

Test を用いで半規管機能を評

価した研究 

 

16 
頭頸部扁平上皮癌における DNA 障害型抗

癌剤の効果と SLFN11 発現の関与の解明 
自 020-0055 

頭頸部扁平上皮癌の患者を対

象に、DNA 障害型抗癌剤の効果

と SLFN11 発現の関与を解明す

る研究 

 

17 

切除不能進行・転移性膵癌に対するナノ

リポソームイリノテカン、5-FU、レボホリ

ナート併用療法の治療成績に関する多施

設共同後方視的観察研究 

自 021-0017 

切除不能進行・転移性膵癌の

患者を対象に、ナノリポソー

ムイリノテカン、5-FU、レボ

ホリナート併用療法の治療成

績を検討した多施設共同後方

視的観察研究 

 

18 

肝細胞癌の微小環境を標的とした新規治

療法の開発 

ヒト由来組織、細胞リソースの集積を目

的とした臨床情報管理システム（Tissue 

Bank）の構築 

医 16-063 

医 14-005 

肝細胞癌におけるがん関連線

維芽細胞 (CAF) の特異的たん

ぱく質を同定し、同たんぱく

質を標的とした新規治療法の

開発を目的とする研究 

 

19 
肝芽腫エピゲノム解析による治療層別化

を目指した予後予測分子パネルの開発 
医 18-012 

肝芽腫患者の腫瘍検体を用い

てエピゲノム解析を行い、治

療層別化のための予後予測分

子パネル開発を目指した研究 
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20 

消化器癌および炎症性腸疾患におけるジ

アシルグリセロールキナーゼ (DGK)発現

の検討 

自 0150379 

消化器癌における腫瘍増殖と

抗腫瘍免疫に対するジアシル

グリセロールキナーゼ (DGK)

阻害の二重効果を検討した研

究 

 

21 
BCLC stage 0, A, B 肝細胞癌に対する肝

切除の検討 
 

BCLC stage 0, A, B 肝細胞癌

に対して肝切除を施行した症

例の予後因子を解析した研究 

 

22 
進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の術後短

期および長期経過に関する観察研究 
自 019-0320 

T4 結腸直腸癌に対する腹腔鏡

手術の術後短期および長期成

績を開腹手術と比較した観察

研究 

 

23 
腎機能障害を有する肝細胞癌患者に対す

る肝切除術後成績の検討 
自 016-0354 

腎機能障害を有する肝細胞癌

患者に対する肝切除術後成績

を腎機能障害を有しない患者

と比較した研究 

 

24 
膵液および胆汁中の cfDNA/ctDNA を用い

た 膵胆道病変の診断に関する研究 

UMIN 

000044036 

自 020-01333 

膵胆管狭窄患者を対象に、

ERCP で採取した膵液および胆

汁中の cfDNA/ctDNA を用いた

膵胆道病変の診断について検

討した研究 

 

25 

免疫チェックポイント阻害薬関連大腸炎

における体外式超音波検査の有用性の検

討 

自 017-420 

免疫チェックポイント阻害薬

関連大腸炎における体外式超

音波検査の所見を内視鏡検査

所見と比較してその有用性を

検討した観察研究 
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26 
膵臓癌における腫瘍内細菌叢と臨床アウ

トカムに関する後方視的研究 
自 019-0214 

内視鏡超音波ガイド下に採取

した膵臓癌組織を用いて腫瘍

内細菌叢を評価し臨床アウト

カムとの関連性を検討した後

方視的研究 

 

27 

Oxaliplatin による類洞閉塞症候群の早

期予測における腹部超音波検査の有用性

を検討する単施設前向き観察研究 

UMIN000039697 

自 019-0133 

Oxaliplatin ベースの化学療法

を施行された消化器癌患者を

対象に、類洞閉塞症候群の早

期予測における腹部超音波検

査の有用性を検討した単施設

前向き観察研究 

 

28 

切除不能進行・転移性膵癌に対するナノ

リポソームイリノテカン、5-FU、レボホリ

ナート併用療法の治療成績に関する多施

設共同後方視的観察研究 

自 021-0017 

切除不能進行・転移性膵癌に

対するナノリポソームイリノ

テカン、5-FU、レボホリナー

ト併用療法の治療成績を

UGTA1A1 遺伝子多型に応じて比

較した多施設共同後方視的観

察研究 

 

29 
人工知能を用いた心大血管手術後長期リ

ハビリ症例予測モデルの構築と検証 
生 021-0062 

人工知能を用いて心大血管手

術後長期リハビリ症例予測モ

デルを構築し、その有用性を

検証した研究 

 

30 

乳児に対する気管挿管において挿管デバ

イスごとに挿管施行者の年次が初回挿管

成功率に与える影響についての検討：後

ろ向き観察研究 

指 021-0200 

乳児手術症例の挿管につい

て、ビデオ喉頭鏡を使用が直

接喉頭鏡の使用と比較して麻

酔科医の経験年数による成功

率の差を減少させるか検討し

た研究 
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31 

カルボプラチン+アルブミン懸濁型パク

リタキセル療法の RDI 低下に影響を与え

る患者因子の探索 

自 020-0490 

非小細胞肺癌に対するカルボ

プラチン+アルブミン懸濁型パ

クリタキセル療法の相対用量

強度低下に影響を与える患者

因子を探索した研究 

 

32 
ステロイド全身投与による化学療法誘発

性口腔粘膜炎の予防効果の検証 
指 021-0179 

アンスラサイクリン含有レジ

メンによる化学療法を施行さ

れた乳がん患者を対象に、ス

テロイド全身投与による口腔

粘膜炎の予防効果を検証した

研究 

 

33 

アンスラサイクリン系薬剤+シクロフォ

スファミド療法における制吐目的ステロ

イドの適正量の検討(若年患者における

サブグループ解析) 

指 022-0017 

アンスラサイクリン含有レジ

メンによる化学療法を施行さ

れた 55 歳未満の乳がん患者を

対象に、制吐目的ステロイド

の適正量を検討した研究 

 

34 

エ リ ブ リ ン 療 法 の relative dose 

intensity 低下に影響を与える患者因子

の探索 

指 021-0063 

エリブリン療法を施行された

転移性軟部肉腫を対象に、

relative dose intensity 低下

に影響を与える患者因子を探

索した研究 

 

35 
シスプラチン+ゲムシタビン療法におけ

る消化器症状誘発因子の探索 
指 021-0097 

シスプラチン+ゲムシタビン療

法を施行された胆道癌症例を

対象に、副作用としての消化

器症状の誘発因子を探索した

研究 
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36 

水分負荷に着目した安全かつ有用なシス

プラチンショートハイドレーション法の

考案 

自 019-0357 

シスプラチン含有レジメンに

よる化学療法を施行された肺

癌患者を対象に、経口水分補

給に着目した安全かつ有用な

ハイドレーション法を検証し

た研究 

 

37 
救急領域におけるエドキサバンの抗凝固

作用に対する患者背景因子の影響 
自 020-0518 

救急領域患者を対象に、エド

キサバンの抗凝固作用に影響

を与える患者背景因子を検討

した研究 

 

38 

ALBI スコアを用いた母集団薬物動態解析

に基づくボリコナゾール投与設計法の構

築 

指 022-0331 

ボリコナゾールを投与された

肝硬変患者を対象に、ALBI ス

コアを用いた薬物動態解析に

基づくボリコナゾール投与設

計法構築を行った研究 

 

39 
過大腎クリアランスの持続期間と持続因

子の検討 
指 022-0077 

ICU 入室患者を対象に、過大腎

クリアランスの持続期間と持

続因子を検討した研究 

 

40 

腹腔鏡下直腸癌切除における技術認定医

手術参加の有用性に関する検討 The 

Study investigating the Impact of 

Endoscopic Surgical Skill 

Qualification in Laparoscopic 

Resection for Rectal Cancer in 

Japan(EnSSURE study) 

UMIN 000040645 

自 019-0328 

腹腔鏡下直腸癌切除におい

て、技術認定医が関与した手

術と関与しなかった手術の成

績を比較した研究 

 

41 

当院における生体肝移植ドナーの術後長

期経過後の脂肪肝、肝機能障害の発生頻

度とリスクの検討 

生 021-0177 

当院における生体肝移植ドナ

ーを対象に、術後長期経過後

の脂肪肝、肝機能障害の発生

頻度とリスクを検討した研究 
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42 

グラフト障害機序解析のための皮膚移植

片採取の検討と、肝移植後レシピエント

に発現する抗ドナーHLA 抗体の採取 

自 017-0104 

小児肝移植領域における抗ド

ナー抗体(DSA)の長期予後に与

える影響を検討した後ろ向き

観察研究である。 

 

43 
深層学習を応用したフレイル判定アプリ

の開発 
UMIN000043390 

日本人の慢性心不全患者を対

象とし、鉄欠乏と予後との関

連を検討した前向き観察研究

である。 

 

44 

高中性脂肪血症合併 2 型糖尿病における

ペマフィブラートの効果に関する検討：

前向きコホート研究 

UMIN000037385 

自 018-0440 

高中性脂肪血症合併 2 型糖尿

病患者を対象にペマフィブラ

ートの投与と従来治療の継続

とを比較した PARM-T2D 研究の

二次解析。インスリン分泌薬

・インスリン治療が行われて

いない集団において、ペマフ

ィブラートの投与によるイン

スリン抵抗性・膵β細胞機能

指標の改善が認められ、これ

らの変化は脂質代謝や肝逸脱

酵素との関連が示唆された。 

 

45 
2 型糖尿病における血糖変動と内臓脂肪

に関する検討 

UMIN000029993 

自 021-0183 

2 型糖尿病患者を対象に持続血

糖モニターを実施し、内因性

インスリン分泌低下型 2 型糖

尿病では血糖変動と腹部内臓

脂肪面積との関連を示した。 
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46 

下肢原発皮膚悪性腫瘍に対する段階的リ

ンパ節郭清術の侵襲度に応じたリンパ浮

腫の重症度評価 

自 020-0504 

鼠径・骨盤内リンパ節郭清術

後に生じうるリンパ浮腫に対

して、本来瘢痕が形成される

皮膚欠損部位に有茎皮弁を移

植することでリンパ浮腫の重

症度を軽減できる可能性につ

いて述べた。 

 

47 
血管奇形における血管新生を中心とする

病態機序についての臨床研究 
指 023-0029 

クリッペル・トレノレー症候

群の患者 14 例のホルマリン固

定パラフィン包埋組織標本か

ら次世代シーケンスによる遺

伝子変異解析を行い、12 例で

PIK3CA バリアントを検出し

た。 

 

48 
小耳症手術における局所血流改善療法の

有効性の検証 
自 016- 0218 

肋軟骨移植による小耳症耳介

再建術後に高気圧酸素療法を

行うことで、術後潰瘍の治癒

期間が短くなり、軟骨露出の

頻度が減ることを報告した。 

 

49 

咽頭喉頭全摘術に対する遊離空腸再建術

後のカラーエコー所見の有用性について

の研究 

指 021-0220 

遊離空腸再建における移植空

腸の特徴的なカラーエコーの

所見を挙げ、移植空腸の血栓

発生後の早期救済のための陽

性・陰性的中率について述べ

た。 
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50 

高中性脂肪血症合併 2 型糖尿病における

ペマフィブラートの効果に関する検討：

前向きコホート研究 

UMIN000037385 

自 018-0440 

肝逸脱酵素の変化に着目し

た、PARM-T2D 研究の二次解

析。ペマフィブラートの投与

は肝逸脱酵素を改善させる

が、ALT がより高い群において

その効果が高く、ALT が高値を

示す群においては肝線維化指

標 FIB-4 index も有意に改善

した。肝障害症例における同

薬の有効性を示した。 

 

51 

日本人 2 型糖尿病における持続血糖モニ

タリングを用いた低血糖・血糖変動の抽

出と糖尿病合併症・関連疾患との関連 

UMIN000029993 

自 017-0147 

空腹時血清プロインスリン値

と肝臓の脂肪化の指標である

Fatty liver index が 2 型糖尿

病集団においても正の関連を

示すことが明らかとなり、2 型

糖尿病における膵－肝臓器連

関の存在が示唆された。 

 

52 なし なし 

日本人を対象とし、心筋炎の

診断・治療に関する指針を示

した日本循環器学会ガイドラ

インである。 

 

53 なし なし 

日本人の安定冠動脈疾患患者

を対象とし、脂質効果療法後

の残存リスク因子について検

討した前向き観察研究であ

る。 

 

54 なし なし 

頚動脈内膜剥離術を実施され

た患者を対象とし、プラーク

の不安定性と関連する因子に

ついて検討した横断研究であ

る。 
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55 なし なし 
抗リン脂質抗体に関するタス

クフォースが行った総説 
 

56 なし なし 
SLE-PAH に関するシステマティ

ックレビュー 
 

57 
大腸癌手術における術後がpp李勝の危険

因子に関する検討 
認 022-0339 

腹腔鏡下大腸癌手術における

術後腸閉塞のリスクを検討し

た後ろ向き観察研究である 

 

58 

大腸腫瘍の術後短期成績および長期成績

に影響を与える臨床病理学的因子の探索

に関する研究 

019-0351 

潰瘍性大腸炎に起因した大腸

癌に対するロボット支援下大

腸切除術の実現率に関する後

ろ向き観察研究である。 

 

59 

※本院不参加 

Study to Evaluate Overall Survival in 

Japanese Patients With HR+/HER2- 

Advanced Breast Cancer Treated With 

Palbociclib Plus Letrozole 

NCT04735367 

Open Label で施行されたシン

グルアームの日本人第 II 相試

験において、レトロゾールと

パルボシクリブの併用の有用

性が証明されたが、引き続き

OS の評価をおこなうために観

察研究を新たに立ち上げた 

 

60 

日本人 2 型糖尿病における持続血糖モニ

タリングを用いた低血糖・血糖変動の抽

出と糖尿病合併症・関連疾患との関連 

017-0147 

UMIN000029993 

2 型糖尿病において、血清プロ

インスリンと肝脂肪化の指標

である fatty liver index は

性の関連を示した。 
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61 

2 型糖尿病患者における経口セマグルチ

ドの有効性と安全性に関する検討 

生 022-0121 

UMIN000050583 

札幌市内 4 施設で、一定期間

の間に経口セマグルチドが投

与された患者の、投与前 6 カ

月～投与後 6 カ月までのデー

タを回収し、同薬の実臨床に

おける有効性と安全性とを検

証した。血糖マネジメント・

体重や代謝パラメータを改善

させるが、胃腸症状に注意を

要することが示された。 

 

62 
腎移植後耐糖能の変化に関連する予測因

子の検討 生 021-0060 
なし 

日本人腎移植症例において移

植前に IGT と診断された症例

における耐糖能の改善は膵β

細胞機能の改善と関連してい

た。また、腎移植前後の BUN

の改善は膵β細胞機能の改善

に関連している。 

 

63 

日本人 2 型糖尿病における持続血糖モニ

タリングを用いた低血糖・血糖変動の抽

出と糖尿病合併症・関連疾患との関連 

017-0147 

UMIN000029993 

2 型糖尿病患者を対象に持続血

糖モニターを実施し、プロイ

ンスリン/C ペプチド比と高血

糖時間には正の相関関係があ

ることを示した。 

 

64 

日本人 2 型糖尿病における持続血糖モニ

タリングを用いた低血糖・血糖変動の抽

出と糖尿病合併症・関連疾患との関連 

017-0147 

UMIN000029993 

2 型糖尿病患者の性別、スタチ

ン投与の有無、糖尿病細小血

管症の有無は、動脈硬化性疾

患一次予防のための脂質管理

目標達率と関連がある。 

 

65 

後期高齢者の口腔機能に関する実態調査 

北海道大学大学院歯学研究院臨床・疫学

倫理審査委員会 【承認番号 2020 号第 6

号】 

なし 

日本の後期高齢者歯科健診を

受診した 2,190 名を対象とし

た観察研究である。 
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66 

後期高齢者の口腔機能に関する実態調査 

北海道大学大学院歯学研究院臨床・疫学

倫理審査委員会 【承認番号 2020 号第 6

号】 

なし 

日本の後期高齢者歯科健診を

受診した 2,727 名を対象とし

た観察研究である。 

 

67 

岩見沢市げんき発見ドックおよび介護予

防事業の結果および効果の検証 

北海道大学大学院歯学研究院臨床・疫学

倫理審査委員会 【承認番号 2020 号第 9

号】 

なし 

日本の地域在住高齢者 208 名

を対象とした観察研究であ

る． 

 

68 

高中性脂肪血症合併 2 型糖尿病における

ペマフィブラートの効果に関する検討：

前向きコホート研究 

自 018-0440 

UMIN000037385 

従来のフィブラートは腎機能

低下を引き起こす。様々な重

症度の糖尿病関連腎臓病を有

する患者においてペマフィブ

ラートが腎機能に及ぼす影響

を評価した。従来のフィブラ

ートからペマフィブラートへ

の切替えは腎機能の改善と関

連する可能性があるが、腎機

能が低下している患者ではそ

の程度が限定的であった。 

 

69 

心エコーデータを用いた循環器病患者の

心機能・予後評価に関する検討 

審査番号 自 020-0430 

なし 

心房細動患者で房室弁開放時

相差の視覚的評価（VMT スコ

ア）の左室充満圧推定を検

証。 

 

70 

進行再発大腸癌における Angiogenesis 

Panel を検討する多施設共同研究 GI-

SCREEN CRC-Ukit 

UMIN000028616 

切除不能進行/再発大腸癌の二

次化学療法において、血管新

生因子が効果予測因子となり

うるかを検討した多施設共同

観察研究である。 
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71 

非切除十二指腸乳頭部癌症例における胆

管ステント機能不全の危険因子解析：多

施設共同後方視的観察研究 

生 022-0072 指 022-0156 

なし 

この研究は、中央値年齢 84 歳

の 107 人の患者を対象に行わ

れたものである。プラスチッ

クステント（PS）と自己拡張

型金属ステント（SEMS）がそ

れぞれ 53 人と 54 人の患者に

配置された。機能的成功は

97.2%の患者で達成されたが、

59.6%の患者で再び胆管が閉塞

（RBO）した。RBO の発生まで

の中央値時間は 190 日であっ

た。多変量解析により、PS は

SEMS と比較して RBO の発生率

が高いこと、および EBS 直後

の総胆管結石/スラッジの存在

が RBO の独立したリスク因子

であることが示された。 

 

72 なし なし 

日本における全身性エリテマ

トーデス（SLE）に関連した肺

動脈性肺高血圧症（PAH）の有

病率、発症率、患者の特徴、

治療パターン、治療ライン別

の血管拡張薬の使用を評価す

ることを目的とし、2008 年 4

月から 2020 年 9 月までの日本

の Medical Data Vision デー

タベースを分析したレトロス

ペクティブ研究である。 

 

73 
術後化学療法を受けた子宮体癌における

新たな予後因子の検討 医 20-029 
UMIN000046209 

ランダム化介入試験である

JGOG2043 試験に登録された子

宮体癌患者において、リンパ

節郭清の治療効果を解析し、

再発中/高リスク群におけるリ
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ンパ節郭清の治療的意義を検

証した。 

74 

自 017-0352 

「脳転移を有する非小細胞肺癌の予後因

子に関するレトロスペクティブ研究」 

UMIN000030313 

多施設共同で臨床データを解

析し、脳転移を有する非小細

胞肺癌の予後因子を同定し

た。 

 

75 胆道癌術前の筋肉量変化についての検討 なし 

Skeletal muscle mass 

decreases preoperatively in 

most patients with biliary 

tract cancer undergoing 

endoscopic retrograde 

cholangiography (ERC). 

Preoperative pancreatitis 

and cholangitis were 

independent risk factors 

for large skeletal muscle 

mass loss. These results 

suggest that preoperative 

management of patient 

condition and ERC is 

important for maintaining 

skeletal muscle mass. 

 

76 

ERCP 後膵炎における IL-6 アンプ活性化

および 

炎症制御機構に関する研究 

UMIN000047868 

GGT1 SNP rs5751901 は、GGT1

分子の膵臓での発現を亢進

し、NF-κB 経路の活性化を介

して炎症誘導に影響を与え、

PEP の発症に促進的に関与して

いる。 
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5 各論文について、米国国立医学図書館に掲載されている要旨（abstract）を添付すること。 
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他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした実績 

 

１ 他の病院又は診療所と共同して特定臨床研究を実施する場合にあつては、特定臨床研究の実施の主導的な役割を果たした実績の詳細 

(1) 医師主導治験 

番号 治験・臨床研究名 登録 ID 等 主導的な役割を果たした実績の詳細 

1 

天然型マイクロ RNA 補

充療法による悪性胸膜

中皮腫を対象とした医

師主導治験（第 I 相反復

投与試験） 

jRCT2061220015 

治験調整医師：岡田 守人（田原 栄俊） 

 

・PMDA薬事戦略相談：事前面談（R4.3.1） 

・プロトコール作成 

2 

進行期乳房外パジェッ

ト病に対するエリブリ

ン単剤療法の第Ⅱ相臨

床試験 

jRCT2011220022 

治験調整医師：柳 輝希 

 

・PMDA薬事戦略相談：事前面談（R2.5.27,R2.12.1）、対面助言（R2.9.16,R3.2.12） 

・プロトコール作成 

・調整事務局(治験届等) 

3 

経食道運動誘発電位な

らびに測定に用いる経

食道脊髄刺激電極の有

効性及び安全性を検討

する第 III 相試験 

jRCT2042230116 

治験調整医師：椎谷 紀彦 

 

・PMDA薬事戦略相談：事前面談（R3.5.24,R3.9.29）、準備面談(R4.8.8)、対面助言（

R3.12.22,R4.11.25） 

・プロトコール作成支援 

・EDC 構築、データ管理 

4 

高齢心不全患者におけ

る Fraity Finder の性能

検証試験 

jRCT2012240059 

治験調整医師：永井 利幸 

 

・PMDA 薬事戦略相談：医療機器開発前相談（R6.3.27）、プロトコル相談（R6.10.21） 

・プロトコル等 文書作成支援 

・モニタリング業務 

・統計解析 
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5 

輸血代替として用いる

ヘモグロビンベシクル

製剤NMU-HbVの健康成人

を対象とした第 Ib 相安

全性試験 

jRCT2051240249 

治験調整医師：松本 雅則 

 

・PMDA 薬事戦略相談：事前面談（R6.10.4） 

・プロトコル等 文書作成支援 

・製剤・製品等の品質相談 

   

(2)臨床研究 

番号 治験・臨床研究名 登録 ID 等 主導的な役割を果たした実績の詳細 

1 

2型糖尿病におけるDPP-4

阻害薬とメトホルミンの

併用療法へのイメグリミ

ン追加ないしメトホルミ

ン増量による血糖コント

ロールへの影響に関する

検討－多施設共同前向き

非盲検並行群間無作為化

比較研究－ 

jRCT1011220005 
本院研究者が研究代表者を務め、研究実施計画書作成の中心的役割を果たすとと

もに、本院に研究事務局を置き、進捗管理、データ管理等を行った。 

2 

臓器温存を念頭においた

局所進行直腸癌に対する

化学放射線療法、化学療

法(CapeOX)逐次施行の奏

効割合、予後および QOL

に関する探索的検討（略

称：R-NAC02 試験） 

jRCTs011220019 
本院研究者が研究代表者を務め、研究実施計画書作成の中心的役割を果たすとと

もに、本院に研究事務局を置き、進捗管理、データ管理等を行った。 

3 

帯電微粒子水環境の風邪

症候群の発現を評価する

探索的臨床研究 

jRCTs012230022 本院研究者が研究代表者を務め、研究実施計画書作成の中心的役割を果たした。 
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4 

骨粗鬆症を有する血液透

析患者へのテリパラチド

オートインジェクター製

剤の安全性と有効性の検

討 

jRCTs011230047-2 
本院研究者が研究代表者を務め、研究実施計画書作成の中心的役割を果たすとと

もに、本院に研究事務局を置き、進捗管理、データ管理等を行った。 

5 

食道表在癌に対するアル

ゴンプラズマ併用高周波

凝固焼灼療法の有効性及

び安全性を検討する臨床

試験 

jRCTs012240006 

本院研究者が研究代表者を務め、研究実施計画書作成の中心的役割を果たすとと

もに、本院に研究手続等調整事務局を置き、先進医療の申請資料作成や進捗管理、

データ管理等を行った。 

6 

偶発性低体温症に対する

血管内カテーテルを用い

た復温療法の有用性と安

全性についての多施設共

同無作為化比較試験

（ICE-CRASH Ⅱ study 

jRCT1012240051 
本院研究者が研究代表者を務め、研究実施計画書作成の中心的役割を果たすとと

もに、本院に研究事務局を置き、進捗管理、データ管理等を行った。 

（注）「番号」の欄は、様式３の１に記載している番号と一致させること。 


